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序 文 

 

独立行政法人国際協力機構は、ラオス人民民主共和国の環境的に持続可能な都市における廃

棄物管理改善計画にかかる協力準備調査を実施することを決定し、同調査を国際航業株式会社

に委託しました。 

調査団は、平成２５年８月から平成２５年１２月までラオス国の政府関係者と協議を行うと

ともに、計画対象地域における現地踏査を実施し、帰国後の国内作業を経て、ここに本報告書

完成の運びとなりました。 

この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役立つこ

とを願うものです。 

終わりに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

平成２６年３月 

 独立行政法人国際協力機構 

地球環境部 

部長 不破 雅実 
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要  約 

１． 国の概要 

（１）国土・自然 

ラオス国（以下「ラ」国）はインドシア半島の中央部に位置し、タイ、カンボジア、ベトナ

ム、ミャンマー、中国の 5 カ国と国境を接した内陸国である。国土は 236,000km2であり、日本

の本州ほどの広さを持つ。首都ビエンチャン（以下 VTE）は国のほぼ中央に位置し、メコン川

の堆積平野に都市を構え、タイ国境の一部を構成している。ルアンプラバン郡（以下 LPB）は

国の北部に位置する古都でユネスコの世界遺産に登録されている。サヤブリ郡（以下 XYB）

は国の北西部のタイ国境とメコン川に挟まれた地域に位置している。 

気候はサバナ気候に区分され、夏は赤道低圧帯に入り多雨、冬は中緯度高圧帯に入り乾燥す

るため、1 年の間で雨期（5-10 月）と乾期（11-4 月）がはっきりと分かれている。 

（２）国家経済 

「ラ」国は、1975 年以降、人民革命党による一党指導体制の下、政治的な安定を維持してき

ており、1986 年には「新思考（チンタナカーン・マイ）」政策を導入し、新経済メカニズムを

推進しているが、依然として LDC に位置づけられ、2011/2012 年度の国民 1 人当たりの GDP

は 1,263 米ドル（出典：ラオス計画投資省、Statistical Yearbook 2012）人間開発指標（HDI）は

187 か国中 138 位となっている（出典：UNDP「人間開発報告書 2011 年」）。 

「ラ」国は、その地理的制約と過去の内戦等の影響から経済発展が遅れていたが、近年、

「Land Locked Country」から「Land Linked Country」へと発想を転換し、インドシナ半島の中

央に位置する地理上の優位性に着目し、域内の物流の拠点化等、連結性向上による経済発展を

目指している。国内金融市場が未成熟な「ラ」国は、2008 年の世界金融危機の際に深刻な影響

を受けず、好調な鉱物資源および水力発電分野等の成長も背景に、2011/2012 年度の実質 GDP

成長率は 8.0％（ラオス計画投資省、Statistical Yearbook 2012）と堅調な成長を維持している。

2013 年についても、IMF は経済成長率を 8.35％と予測し、「ラ」国が引き続き好調な経済成長

を維持するとしている。こうした好調な経済情勢の下、「ラ」国政府は、第 7 次 5 カ年計画

（2011-2015）において、年 8％の経済成長、2015 年時の一人当たり GDP1,700 米ドル達成を目

標に掲げている。 

「ラ」国における産業別 GDP を見ると、農林水産業の割合が減少傾向にあり、一方で鉱業、

商業の割合は高まっている。国土の大半が山岳地帯であるため、木材が豊富であり、水力発電

による電力もタイを中心に輸出している。また金や銅、ボーキサイト、鉄鉱石等の鉱物資源も

豊富である。しかし、依然として人口の約 7 割(2010 年)が農業従事者である。 2012 年の第 1

次、第 2 次、第 3 次産業が GDP に占める割合はそれぞれ 27.6%、33.1%、 39.3%となっている。 
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２． プロジェクトの背景、経緯および概要 

（１）背景、経緯 

「ラ」国では今後、人口増加に伴う廃棄物発生量の増加（2013 年から 2020 年の間に対象地

域で約 2～3 倍増）が予測されており、プロジェクト対象都市では現状の課題の解決に加えて

将来の廃棄物収集・輸送の効率化による廃棄物処理能力の向上が急務となっている。 

各都市のごみ収集量は VTE が 2013 年 166.7 ﾄﾝ/日（首都ビエンチャン都市開発行政機構

Vientiane Urban Development Administration Authority（以下 VUDAA）69,3 ﾄﾝ/日+民間 97.4 ﾄﾝ/日）

に対して 2020 年 564.5 ﾄﾝ/日（VUDAA259.7 ﾄﾝ/日+民間 304.8 ﾄﾝ/日）であり、LPB は 2013 年 36.6

ﾄﾝ/日（都市開発機構 Urban Development Administration Authority（以下 UDAA）20.6 ﾄﾝ/日+民間

16.0 ﾄﾝ/日）に対して 2020 年 75.6 ﾄﾝ/日（UDAA54.4 ﾄﾝ/日+民間 21.2 ﾄﾝ/日）、XYB は 2013 年

22.7 ﾄﾝ/日（UDAA19.2 ﾄﾝ/日+民間 3.5 ﾄﾝ/日）に対して 2020 年 44.3 ﾄﾝ/日（UDAA39.1 ﾄﾝ/日+民

間 5.2 ﾄﾝ/日）と各都市において収集量の大幅な増加が予測されており、収集車両を増やすなど

の対策が必要とされている。VTE については、最終処分場は市街地から約 32km 離れているた

め廃棄物の中継基地を設立して増加する収集廃棄物を効率的に運搬する対策が必要とされて

いる。さらに各プロジェクト対象都市の最終処分場では、増加する廃棄物を適正に処分するた

めに重機車両を増やす対策が求められている。 

（２）関連する調査 

「ラ」国における廃棄物事業分野に関連する我が国の援助は、無償資金協力の「首都圏廃棄

物処理改善計画」(1996)と技術協力プロジェクトの「JICA-ASEAN 連携ラオスパイロットプロ

ジェクト(環境コンポーネント)（以下、LPP-E）」（2011-2015）の 2 件がある。 前者は VTE

の廃棄物収集運搬と最終処分能力の向上を目的とする機材供与および施設建設であり、後者は

VTE、LPB、XYB の廃棄物管理能力の向上などを目的としている。LPP-E においては、技術協

力プロジェクトというスキームの性質上、人的資源による能力向上に力点を置き、物的資源の

部分は最小限の支援に留まっているが、本案件はこの点を補うことになる。 

（３）プロジェクトの目的 

本プロジェクトの目的は、廃棄物管理能力の向上を目的とする「ラ」国側 LPP-E プロジェク

トの実施に資するため、VTE において廃棄物中継基地の建設と VTE、LPB、XYB において廃

棄物収集車両、最終処分場重機及びその他機材の調達及び廃棄物中継基地の円滑な運営・維持

管理に資するソフトコンポーネントを行うことである。 

３． 調査結果の概要とプロジェクトの内容 

（１）調査結果概要 

前述の背景から独立行政法人国際協力機構(以下 JICA)は、以下のとおり計 2 回に亘り協力準

備調査団を「ラ」国に派遣した。 
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第 1 回現地調査：2013 年 8 月 22 日～同年 10 月 4 日 

第 2 回現地調査：2012 年 12 月 3 日～同年 12 月 12 日 

同調査団は廃棄物中継基地の対象サイトである VTE において廃棄物中継基地の計画に係る

現況調査、社会状況調査に加え、測量調査、地質調査、環境社会配慮調査と VTE、LPB および

XYB において機材調達に関する調査を実施した。現地調査及び国内解析の結果およびこれを

反映しての計画内容及び方針は、以下のとおりである。 

１）改善計画の内容 

今後、人口増加と経済発展に伴って増加する廃棄物を適正に収集運搬するために新規収集機

材を投入して収集運搬能力を向上させるとともに、廃棄物中継基地の設立によって運搬効率の

向上と作業環境の改善させることによって、プロジェクト予定地の廃棄物管理能力の向上を図

る。計画に際しては以下の前提条件に従って内容を検討した。 

 本計画の目標年は、同時進行中の LPP-E との連携を図り、2020 年とする。 

 人口、予測ごみ量等に関しては、先行 LPP-E の調査資料をもとに検討する。 

 現時点 2013 年から目標年 2020 年にかけての廃棄物収集量の増加分のうち、民間業者の収

集量をのぞき、行政機関により収集する廃棄物に対して必要な収集車を必要な機材として

算定する。 

 廃棄物中継基地で積み替えを行う収集車両は、原則として VUDAA が、所有するスキッ

プローダー(5m3)とコンパクタートラック(6m3)とし、大型の収集車両は含まないこととす

る。2020 年の計画積み替え量は、約 50 ton/日とする。 

２）施設 

「ラ」国には一般建築物の設計基準、設計コード等がないため施設設計に際しては、日本の

設計基準に準拠することとした。 

３）機材 

機材計画に際しては、「ラ」国対象 3 都市が実施する総合的な廃棄物管理計画全体のうち、

特に緊急性、必要性の高い機材を厳選することとした。 

４）要請内容から対象外とした機材 

VTE の焼却炉は全地域の病院やクリニックから発生する医療廃棄物を焼却する大型の仕様

であった。一方で、2012 年 5 月に JICA が小型焼却炉を導入しており、これは病院数が 10 軒

程度を対象としている。第１次現地調査が実施された 2013 年 9 月の時点では小型焼却炉を用

いて医療廃棄物を処理する体制（法整備、実施主体）などが確立されておらず、その状況で大

型の焼却炉を導入するのは時期尚早ということで削除された。 

LPB の医療廃棄物収集車両は、2013 年 9 月に JICA によって供与されたため対象外とした。 

（２）内容・規模 

１）廃棄物中継基地の施設計画 

本案件で建設する廃棄物中継基地施設の建設予定地は、VTE Xaysethha 郡 Nahai 村に位置す
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る VTE 所有の官地とする。本施設へは、Nahai 村の主要道路から北上する延長約 800m の接続

道路を通ってアクセスする。敷地の広さは 160ｍ×80ｍの 1.28ha であり廃棄物中継基地の内訳

は以下のとおりである。 

 

 中継施設棟 

 トラックスケール管理棟 

 進入斜路 

 トイレ棟 

 洗車場 

 その他の外構施設 

 

中継施設棟は、廃棄物の受入れ・貯留・排出・防臭設備を備えた機械設備を運転することで、

廃棄物を適正に積み替えることを主目的とし、１）積み替え区画、２）管理区画、３）その他

区画の 3 区画からなる。積み替え区画は、廃棄物の積み替え機械設備を収容することを目的と

し、管理区画は機械設備の運営・維持管理および廃棄物の積み替えに係る車両の運転手・作業

員の勤務管理を行なうことを目的とする。その他区画はトイレや玄関、階段、倉庫などである。 

前述の管理区画、積み替え区画の必要面積計算を基に策定した計画面積を次表に掲載する。 

 

表 S-1：中継施設棟の計画面積一覧 

区画 階 室名 床面積(㎡) 内容・備考 

積み替え

区画 

1 
貯留・ 

排出設備室 
336.00 

貯留ドラム（回転ドラム方式）・排出コンベア（ベルトコンベア式）

設備 2 系統の収容面積 

2 
搬入車旋廻

スペース 
252.00 

地上から進入斜路を辿って上がってきた中小収集車(スキップロー

ダー車(5 m3)及びコンパクター車(6 m3))が旋廻するのに必要な面積

2 
プラット 
フォーム 

189.00 収集車が収集ごみを投入ホッパーへ排出するために必要な面積 

2 監視室 25.5 貯留ドラムの操作監視員の居室面積 

小計 802.5  

管理区画 

1 1 階事務室 84.00 
必要面積は事務の総面積(174 m2)-局長室面積(16.5 m2)=157.5 m2 
階あたり 157.5 m2/2=78.75 m2 以上を設置 

2 所長室 16.5 局長室面積は来客対応を兼ねて 16.5 m2 

2 2 階事務室 84.00 
必要面積は事務の総面積(174 m2)-局長室面積(16.5 m2)=157.5 m2 
階あたり 157.5 m2/2=78.75 m2 以上を設置 

小計 184.5  

その他 
区画 

1 
玄関ホール・ 
階段・トイレ 

42.00 トイレは 1 階で執務する管理職員用、男女別に設置 

2 
ホール・階段 

トイレ 
42.00 トイレは 2 階で執務する管理職員用、男女別に設置 

1 倉庫 24.00 スペアパーツ等の保管庫 
1 電気室 18.00 動力の主幹盤等の収容スペース 

小計 126.00  

合計   1,113.00  
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２）調達機材の一覧表 

本事業で調達を予定している機材を次表に掲載する。 

表 S-2：調達機材一覧表 

分類 機材名 単位 VTE LPB XYB 合計 

収
集

機
材

 

コンパクタートラック(20m3) 台 3 - - 3 

コンパクタートラック(10m3) 台 16 - 2 18 

コンパクタートラック(6m3) 台 17 4 - 21 

コンパクタートラック(6m3 4WD) 台 4 - - 4 

ダンプトラック(10m3) 台 2 3 1 6 

スキップローダー（5m3） 台 4 1 1 6 

医療廃棄物用収集車 台 1 - - 1 

処
分

場

機
材

 ブルドーザ(21t) 台 1 - - 1 

ブルドーザ(10t) 台 - 1 - 1 

エクスカベータ(0.6m3) 台 - - 1 1 

廃棄物中継基地機材 基 2 - - 2 

そ
の
他

 散水車 台 1 1 1 3 

汚水用バキュームカー(6m3) 台 1 - - 1 

洗車機 台 2 1 1 4 

 

（３）ソフトコンポーネント 

これまで「ラ」国では、廃棄物中継基地は存在しなかったため、本件の施設計画、設計、施

工および運営は初めての経験となる。特にその運営面では、１）供与される収集車両による収

集エリア拡大のうち中継基地に廃棄物を搬入する車両に関する配車計画の策定、２）中継基地

施設の適正な組織運営、および３）積み替えた廃棄物を搬送する大型コンパクタートラックの

最終処分場における進入路確保などを行う必要があり、これらを支援するためにソフトコンポ

ーネントによる技術指導を実施する。 

 

４． プロジェクトの工期および概略事業費 

（１）プロジェクトの工期 

本プロジェクトの実施工程は、工事内容・工期の関係から、単年度案件として実施計画を策

定した。工期は、実施設計が 3.0 ヶ月、入札契約期間が 3.0 ヶ月、施工・調達が 14 ヶ月とな

っている。 

（２）概算事業費 

本プロジェクトの内、「ラ」国側の負担経費は 0.66 億円と見込まれる。 
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５． プロジェクトの評価 

（１）妥当性 

本案件の内容は、廃棄物収集・輸送の効率化であり、対象都市の環境衛生改善に資すること

から、本事業実施の意義は高い。また、実施中の技術協力(LPP-E)との相乗効果も期待できる。

本案件実施による妥当性の具体的な内容は以下のとおりである。 

１）都市環境の整備と衛生状況の改善目的 

本案件は、「ラ」国において環境的に持続可能な都市として位置づけられている VTE、LPB、

XYB において、廃棄物管理に関する中継基地建設と廃棄物収集車両等の機材調達を行うこと

により、廃棄物の収集・輸送環境の改善を図り、もって都市環境を整備し、衛生状況の改善に

寄与することである。 

２）「ラ」国における廃棄物管理セクターの開発政策と本事業の位置づけ及び必要性 

「ラ」国は、天然資源環境省による「環境管理アクションプラン（2011-2015）」において、

本案件対象都市での廃棄物管理能力強化の必要性をあげており、「国家環境戦略 2020（制定 

2004 年 期間 2004-2020 年」や「第 7 次 5 ヵ年国家社会経済開発計画（制定 2011 年 10 月、

期間 2011-2015）」においても、環境にも配慮した持続的な経済社会発展に優先度を与えてい

る。よって、本案件はこれら戦略や計画に合致するものである。 

３）廃棄物管理セクターに対する我が国及び JICA の援助方針と実績 

本事業は、対「ラ」国別援助方針の重点分野「経済・社会インフラ整備」に位置づけられ、

また、事業展開計画の援助重点分野では、開発課題「環境と調和した快適な社会の実現」に位

置づけられている。 

４）他事業、ドナー等との連携・役割分担 

2014 年時点で LPP-E において、効率的な処分場運用や、収集料金の回収率向上など、本案

件対象都市と同じ地域の廃棄物管理改善のために必要な人材育成を包括的に実施しており、

LPP-E では管理能力向上、本案件では中継基地建設、機材供与を一体的に実施することで最終

処分場への輸送の効率化等が可能となる。 

５）貧困削減の促進 

廃棄物中継基地及びアクセス道路の建設及び稼動に伴って新規雇用が発生することにより、

貧困削減促進の可能性がある。 

（２）有効性 

本案件実施による有効性は、以下に記載する定量的効果と定性的効果からなる。 

１）定量的効果 

本案件の実施により、対象都市において以下のとおり目標が達成される。 
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表 S-3：プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

指標名 対象地域名 基準値（2013 年） 
目標値（2020 年） 
【事業完成 4 年後】

廃棄物収集量 
(t/日) 

VTE 69.3 259.7 

LPB 20.6 54.4 

XYB 19.2 39.1 

廃棄物収集対象人口 
(人) 

VTE 70,495 199,596 

LPB 33,362 48,319 

XYB 31,099 47,594 

 

２）定性的効果 

本案件の実施による定性的効果は以下のとおりである。 

 VTE の VUDAA 及び LPB、XYB の UDAA の廃棄物収集能力が向上する。 
 VTE で廃棄物中継基地を用いることにより、小型収集車両の廃棄物収集が効率化される。 
 上記により対象３地域の衛生状況が改善され、且つ実施中の技術協力「LPP-E」による

相乗効果が期待される。 
 

以上の内容により、本案件の妥当性は高く、また有効性が見込まれると判断される。 
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第１章 プロジェクトの背景・経緯 

１-１ 当該セクターの現状と課題 

１-１-１ 現状と課題 

ラオス国（以下「ラ」国）は、我が国の支援などにより、廃棄物収集・運搬・処分の廃棄物管

理フローの確保を含む、廃棄物管理の枠組みを形成してきたが、経済成長・人口増加により、廃

棄物発生量の増加への対応が課題となっている。首都ビエンチャン(以下 VTE、人口約 73.0 万人、

面積約 3,920km2）、ルアンプラバン郡（以下 LPB、人口約 7.8 万人、面積約 833km2）、サヤブリ

郡（以下 XYB,人口約 6.7 万人、面積約 2,285km2）は、ASEAN 統合ロードマップに明記されてい

る分野の一つ、「環境的に持続可能な都市」に登録されており、廃棄物管理能力強化を達成目標

の一つとしているが、各都市の廃棄物収集率はそれぞれ 20％以下、約 60％、約 40％である。未

収集廃棄物は、主に不法投棄か野焼きで処理がされており、病害虫や悪臭が発生している。また、

廃棄物収集場でも、資機材の不足により、廃棄物の散乱、浸出水、悪臭、病害虫などが発生して

いる。 

これらの問題の最大の要因は、廃棄物収集・輸送方法が非効率的であることである。現在対象

都市で利用されている収集車両は、VTE：47 台、LPB：8 台、XYB：3 台であるが、その多くは廃

棄物収集専用車両ではなくダンプトラックを流用している。また、VTE では、市街地を回る収集

車が途中で積み替えを行わず、市街地から約 32km 東にある最終処分場を往復しているため、大

型トラックが市街地を巡回し、小型の収集車が長距離を走行するなど、非効率な輸送を行ってい

る。 

１-１-２ 開発計画 

「ラ」国は、第 7 次 5 ヵ年国家社会経済開発計画（制定 2011 年 10 月、期間 2011-2015）」

や「国家環境戦略 2020（制定 2004 年 期間 2004-2020 年）」において環境にも配慮した持続的

な経済社会発展に優先度を与えており、天然資源環境省による「環境管理アクションプラン

（2011-2015）」においても、本事業対象都市での廃棄物管理能力強化の必要性をあげている。よ

って、本事業はこれら戦略や計画に合致するものである。 

１-１-３ 社会経済状況 

「ラ」国は、1975 年以降、人民革命党による一党指導体制の下、政治的な安定を維持してきて

おり、1986 年には「新思考（チンタナカーン・マイ）」政策を導入し、新経済メカニズムを推進

しているが、依然として LDC に位置づけられ、2011/2012 年度の国民 1 人当たりの GDP は 1,263

米ドル（出典：ラオス計画投資省、Statistical Yearbook 2012）人間開発指標（HDI）は 187 か国中

138 位となっている（出典：UNDP「人間開発報告書 2011 年」）。 

「ラ」国は、その地理的制約と過去の内戦等の影響から経済発展が遅れていたが、近年、「Land 
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Locked Country」から「Land Linked Country」へと発想を転換し、インドシナ半島の中央に位置す

る地理上の優位性に着目し、域内の物流の拠点化等、連結性向上による経済発展を目指している。

国内金融市場が未成熟な「ラ」国は、2008 年の世界金融危機の際に深刻な影響を受けず、好調な

鉱物資源および水力発電分野等の成長も背景に、2011/2012 年度の実質 GDP 成長率は 8.0％（ラオ

ス計画投資省、Statistical Yearbook 2012）と堅調な成長を維持している。2013 年についても、IMF

は経済成長率を 8.35％と予測し、「ラ」国が引き続き好調な経済成長を維持するとしている。こ

うした好調な経済情勢の下、「ラ」国政府は、第 7 次 5 カ年計画（2011-2015）において、年 8％

の経済成長、2015 年時の一人当たり GDP1,700 米ドル達成を目標に掲げている。 

「ラ」国における産業別 GDP を見ると、農林水産業の割合が減少傾向にあり、一方で鉱業、商

業の割合は高まっている。国土の大半が山岳地帯であるため、木材が豊富であり、水力発電によ

る電力もタイを中心に輸出している。また、金や銅、ボーキサイト、鉄鉱石等の鉱物資源も豊富

である。しかし、依然として人口の約 7 割(2010 年)が農業従事者である。 2012 年の第 1 次、第 2

次、第 3 次産業が GDP に占める割合はそれぞれ 27.6%、33.1%、 39.3%となっている。（出典：

アジア開発銀行、Key indicators to Asia and the Pachific 2013, http://www.adb.org/LaoPDR/main.asp） 

１-２ 無償資金協力の背景・経緯及び概要 

「ラ」国では今後、人口増加に伴う廃棄物発生量の増加（2013 年から 2020 年の間に対象地域

で約 2～3 倍増）が予測されており、プロジェクト対象都市では現状の課題の解決に加えて将来の

廃棄物収集・輸送の効率化による廃棄物処理能力の向上が急務となっている。 

各都市のごみ収集量は VTE が 2013年 166.7 ﾄﾝ/日（首都ビエンチャン都市開発行政機構 Vientiane 

Urban Development Administration Authority（以下 VUDAA）69,3 ﾄﾝ/日+民間 97.4 ﾄﾝ/日）に対して

2020 年 564.5 ﾄﾝ/日（VUDAA259.7 ﾄﾝ/日+民間 304.8 ﾄﾝ/日）であり、LPB は 2013 年 36.6 ﾄﾝ/日（都

市開発機構 Urban Development Administration Authority（以下 UDAA）20.6 ﾄﾝ/日+民間 16.0 ﾄﾝ/日）

に対して 2020年 75.6 ﾄﾝ/日（UDAA54.4 ﾄﾝ/日+民間 21.2 ﾄﾝ/日）、XYBは 2013年 22.7 ﾄﾝ/日（UDAA19.2

ﾄﾝ/日+民間 3.5 ﾄﾝ/日）に対して 2020 年 44.3 ﾄﾝ/日（UDAA39.1 ﾄﾝ/日+民間 5.2 ﾄﾝ/日）と各都市にお

いて収集量の大幅な増加が予測されており、収集車両を増やすなどの対策が必要とされている。

VTE については、最終処分場は市街地から約 32km 離れているため廃棄物の中継基地を設立して

増加する収集廃棄物を効率的に運搬する対策が必要とされている。さらに各プロジェクト対象都

市の最終処分場では、増加する廃棄物を適正に処分するために重機車両を増やす対策が求められ

ている。 

これらの課題を解決するために「ラ」国は 2012年 8月に以下の内容の無償資金協力を要請した。 
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表 1 要請機材リスト 

我が国への要請内容 VTE LPB XYB 

施設 中継基地の建設工事 1 － － 

機材 

10m3圧縮収集車（ｺﾝﾊﾟｸﾀｰ） 24 0 0 

6m3 圧縮収集車（ｺﾝﾊﾟｸﾀｰ） 6 2 0 

ダンプカー 0 3 5 

コンテナ用複式収集車（スキップローダー） 4 3 2 

長距離輸送車（トレーラー） 10 0 0 

ブルドーザー 1 1 0 

掘削機（エクスカベータ） 1 0 0 

散水車 1 1 1 

医療廃棄物用焼却炉 1 0 0 

医療廃棄物用収集車 1 1 0 

作業場の道具・設備一式 1式 － － 

機材部品一式 1式 － － 

 

１-３ 我が国の援助動向 

「ラ」国における廃棄物事業分野に関連する我が国の援助は、無償資金協力の「首都圏廃棄物

処理改善計画」(1996)と技術協力プロジェクトの「JICA-ASEAN 連携ラオスパイロットプロジェク

ト(環境コンポーネント)（以下、LPP-E）」（2011-2015）の 2 件がある。 前者は VTE の廃棄物

収集運搬と最終処分能力の向上を目的とする機材供与および施設建設であり、後者は VTE、LPB、

XYB の廃棄物管理能力の向上などを目的としている。それぞれの概要を次表に記載する。 

表 2 我が国の援助動向 

協力内容 
実施 

年度 
案件名 概要 

無償資金協力 1996 年 首都圏廃棄物処理改善計画 VTE への廃棄物収集車両、最終処分

場用重機の供与、車両修理用ワーク

ショップの建設、最終処分場および

管理棟の建設 

供与限度額 7.05 億円 

技術協力プロ

ジェクト 

2011 年 

～2015 年 

JICA-ASEAN 連携ラオスパ

イロットプロジェクト(環境

コンポーネント )（以下、

LPP-E） 

Environmental Sustainable City(ESC)

の促進を目的として以下の 3コンポ

ーネントを支援する。 

1)ESC ガイドラインの策定 

2)カウンターパート機関の廃棄物

管理能力の向上 

3)参加型環境管理の促進 
 

１-４ 他ドナーの援助動向 

「ラ」国のプロジェクト対象都市における他ドナーの廃棄物事業分野に関連する援助は、アジ

ア開発銀行によるものが多数を占める。それぞれの概要を次表に記載する。 
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表 3 他ドナー国・機関の援助動向 

実施年度 機関名 案件名 
金額 

（千USドル）

援助

形態 
概要 

VTE 

1997 年 
～2006 年 

アジア開

発銀行／

フランス

開発庁 

VTE の都市イン

フラストラクチャ

およびサービス事

業(VUISP)  

8,000 資金

援助/
技術

協力 

VTEの 1)社会資本整備および

サービス拡充、2)事業実施の

能力向上、3)村落開発、4)廃
棄物事業の改善および貧困削

減のための支援 

2004 年 
～2007 年 

アジア開

発銀行 
固形廃棄物管理

と収入向上 
不明 資金

援助/
技術

協力 

VTE の貧困地域の廃棄物収

集・運搬・処分サービスの向

上による衛生状況の改善、ウ

ェイストピッカーを含む貧困

世帯の収入の向上と雇用機会

の改善 

2010 年 アジア工

科大学 
VTE における国

内廃棄物事業ガイ

ドライン 

4.3 技術 
協力 

VTE の廃棄物事業ガイドライ

ンの作成支援 

LPB 

1997 年 アジア開

発銀行/ 
ノルウエ

ー開発協

力局/ 
国連開発

計画 

第 2 地方都市開発

プロジェクト 
5,892 資金

援助/ 

技術

協力 

廃棄物事業の改善を含む都市

開発計画の支援 

XYB 

2008 
～2010 年 

アジア開

発銀行 
小規模都市開発

プロジェクト 
1,276 資金

援助/
技術

協力 

廃棄物事業の改善を含む都市

開発計画の支援 
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第２章  プロジェクトを取り巻く状況 

２-１ プロジェクトの実施体制 

２-１-１ 組織・人員 

本案件の主管官庁は公共事業運輸省(Ministry of Publick Works and Transport :MPWT)であり、担

当部署は住宅都市計画局(Department of Housing and Urban Planning :DHUP)である。事業機関は、

VTE については首都ビエンチャン都市開発行政機構（Vientiane Urban Development Administration 

Authority : VUDAA）、ルアンプラバン郡都市開発行政機構（Luang Prabang Urban Development 

Administration Authority : Luang Prabang UDAA）、サヤブリ郡都市開発行政機構（Xayaboury Urban 

Development Administration Authority : Xayaboury UDAA）からなる。 

表 4 関係機関とその役割 

機関名 役割 

公共事業運輸省 （Ministry of Public Works and Transport） 主管官庁 

首都ビエンチャン都市開発行政機構 
(Vientiane Urban Development Administration Authority) 

実施機関：ごみ収集サービスの提供、
機材の運営・管理、最終処分場運営 

ルアンプラバン郡都市開発行政機構  
(Luang Prabang Urban Development Administration Authority) 

実施機関：ごみ収集サービスの提供、
機材の運営・管理、最終処分場運営 

サヤブリ郡都市開発行政機構  
(Xayaboury Urban Development Administration Authority) 

実施機関：ごみ収集サービスの提供、
機材の運営・管理、最終処分場運営 

２-１-１-１ 公共事業運輸省住宅都市計画局 

公共事業運輸省住宅都市計画局は、上水道部、都市計画部、都市開発部、住宅開発部からなり、

「ラ」国の雨水排水、汚水処理、廃棄物など都市環境サービスに関係する計画と実施、運営を行

う。公共事業運輸省の組織図を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 公共事業運輸省住宅都市計画局の組織図（主管官庁） 
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２-１-１-２ 首都ビエンチャン都市開発行政機構 

VUDAAはVTEの9つの郡全てにおいて都市インフラの整備と公共サービスの業務をおこない、

具体的には道路、廃棄物、水路、下水、環境保護、街路、河川浸食防止、公園整備などの都市開

発業務の計画、工事、管理、運営を担当している。廃棄物事業を担当するのは「廃棄物収集・処

分課」であり、職員数は運転手および収集作業員を含めて約 150 名である。VUDAA の組織図を

以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 VUDAA の組織図（実施機関） 

２-１-１-３ ルアンプラバン郡およびサヤブリ郡都市開発行政機構 

全国 12 の都市で VUDAA と同様の機能を持つ都市開発行政機構（UDAA）が、1997 年に設立

された。UDAA は道路、廃棄物、水路、下水、環境保護、街路、河川浸食防止、公園整備などの

都市開発業務の計画、工事、管理、運営を担当している。廃棄物事業を担当するのは「廃棄物管

理部門」であり、職員数は運転手および収集作業員を含めて LPB は約 50 名であり、XYB は約 25

名である。LPB と XYB の都市開発行政機構 UDAA の組織図を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 LPB 及び XYB の UDAA 組織図（実施機関） 
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２-１-２ 財政・予算 

プロジェクト完了後の維持管理費については、実施機関である VUDAA および LPB、XYB の各

UDAA により確保されることとなる。各実施機関の上位政府機関の全体予算は、VTE が

10,938Billion LAK (2012)、12,200Billion LAK(2013)、LPB が、10.7Billion LAK(2012)、18.4Billion 

LAK(2013)、XYB は 4.7Billion LAK(2012)、14.3Billion LAK(2013)となっており、年々増加してい

る。 

VUDAAの廃棄物事業に係る財政状況は、2010年から2011年に予算及び支出が増加しているが、

2012 年に組織変更を行って予算が削減されたため支出も減少した。LPB の UDAA は、2010 年か

ら 2011 年に予算が減少したため支出も減少したが、2012 年には再び増加に転じた。XYB の UDAA

は、2011 年から 2013 年に予算が一定の割合で増加しているが、支出については、2012 年は多く

なり、2013 年は 2011 年と同程度まで減額となった。「ラ」国の予算年度は 10 月から翌年 9 月で

ある。各実施機関の過去 3 年の年間予算と支出を次表に記載する。 

 

表 5  VUDAA の廃棄物事業に係る年間予算と支出（単位：千 LAK） 

項目 2010 2011 2012 

1.予算 1.1 中央政府予算 － 100,000 100,000

 1.2 VTE予算 3,943,054 5,943,153 3,500,000

 1.3 廃棄物収集料金/処分場持込料金 5,294,343 5,606,448     6,365,016

 予算合計 9,237,397 11,649,601 9,965,016

2.支出 2.1 廃棄物収集費 4,876,225 5,462,404 5,343,109

 2.2 道路清掃費 3,943,054 5,943,153 3,500,000

 2.3 最終処分場運営費 850,000 876,000 652,376

 2.4 管理費 638,738 646,454 750,000

支出合計 10,308,017 12,928,012 10,245,485
 
 
 

表 6  LPB UDAA の廃棄物事業に係る年間予算と支出（単位：千 LAK） 

項目 2010 2011 2012 

1.予算 1.1 中央政府予算 443,000 435,000 435,000

 1.2 ルアンプラバン県予算 137,142 151,883 100,000

 1.3 その他補助 300,000 200,000 237,574

 1.3 廃棄物収集料金 504,863 439,656 774,048

 1.4 処分場持込み料金 22,601 40,418 30,000

 1.5 し尿処理料金 127,991 124,320 397,809

 予算合計 1,535,597 1,391,277 1,974,432

2.支出 2.1 廃棄物収集費 630,666 474,225 677,809

 2.2 道路清掃費 106,941 121,651 364,973

 2.3 最終処分場運営費 21,765 8,000 85,800

 2.4 管理費 300,000 200,000 720,000

 支出合計 1,059,372 803,876 1,848,582
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表 7  XYB UDAA の廃棄物事業に係る年間予算と支出（単位：千 LAK） 

項目 2011 2012 2013 

1.予算 1.1 中央政府予算 - - - 

 1.2 サヤブリ県予算 170,510 - - 

 1.3 その他補助 113,230 - - 

 1.3 廃棄物収集料金 531,479 853,713 1,083,252

 1.4 処分場持込み料金  

 1.5 し尿処理料金 1,350 12,493 8,040

 予算合計 816,569 866,206 1,091,292

2.支出 2.1 廃棄物収集費 551,361 301,249 314,262

 2.2 道路清掃費 5,773 54,000 74,000

 2.3 最終処分場運営費 47,200 36,000 23,181

 2.4 その他 30,417 342,346 129,403

 2.5 管理費 180,947 309,792 347,655

 支出合計 815,698 1,043,387 888,501

 

２-１-３ 技術水準 

２-１-３-１ 機材 

（１） VTE 

VUDAA は、所有している約 30 台の収集車両の修理およびメンテナンスを KM7 ワークショッ

プで行っており、そこでは約 10 名のメンテナンス作業員が従事している。本案件で供与される新

規の収集車両機材なども必要な修理およびメンテナンスは、この KM7 ワークショップで行われる。 

（２） LPB 

LPB の UDAA は所有している 3 台の収集車両の軽微な修理を最終処分場にあるワークショップ

で行っている。このワークショップでは基本的な工具しか常備していないため、大掛かりな修理

については LPB 市街地にある修理工場で行っている。 

（３） XYB 

XYB の UDAA は所有している 4 台の収集車両の軽微な修理を最終処分場にあるワークショッ

プで行っている。このワークショップでは基本的な工具しか常備していないため、大掛かりな修

理については XYB 市街地にある修理工場で行っている。 
 

２-１-３-２ 施設 

本中継基地施設で採用されるごみ積替えのシステムは、「ドラムタイプ貯留排出機方式」であ

る。稼動時は 2 名の作業員で監視する必要があるが、簡易な機械システムから構成されており、

オペレーション面で専門知識が求められることはなく、基本的にボタン操作で運転することが可

能である。「ラ」国側で、日常の維持管理を含めて、技術面では特に問題なくオペレーションで

きるものと考えられる。 
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２-１-４ 既存施設・機材 

２-１-４-１ 既存施設 

（１） VTE 

VTE の廃棄物収集は VUDAA により行

われている。収集されたごみは KM32 に

ある最終処分場へ搬入されている。収集

車両の修理、駐車は市内中心部から 7km

離れた KM7ワークショップで行われてお

り、ここでは市内からスキップローダー

で運搬してきた 5m3 のコンテナをダンプ

トラックに積み替える作業も行われてい

る。 

１） ワークショップ 

KM7 にある VUDAA のワークショップには、ごみ収集部門 28 人、清掃部門 20 人のオフィス、

機械修理棟、スキップローダーの積み替え施設が設置されている。ここでは収集車両の修理、メ

ンテナンスや 5m3 コンテナの修理、製作が行われている。場内は収集車両及び道路清掃車両の駐

機も兼ねており、場内では駐機しきれず場外の道路にも駐機している。 

図 5 VUDAA の KM7 ワークショップの状況 

 
ワークショップ全景 

 
ワークショップ内部 

 
車両の駐機状況 

 
簡易ごみ積み替え設備 

出典:調査団作成 

図 4 VTE 既存施設の位置図 
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２） 最終処分場 

VUDAA が運営する最終処分場は KM32 に位置している。最終処分場内は、処分用地として一

区画 200m 四方が 5 区画整備されており、各区画の間には簡易舗装が施された場内道路が整備さ

れている。最終処分場に到着した収集車両はまずトラックスケールにて搬入ごみ量が計測され、

指定された区画に排出されている。 

 
KM32最終処分場の埋め立て状況 

 
既存エクスカベータ 

 
最終処分場管理棟 

 
トラックスケールによる搬入ごみ量管理 

図 6 VUDAA の KM32 最終処分場の状況 

（２） LPB 

LPB の廃棄物収集は UDAA により行

われている。収集されたごみは LPB 中心

部から約 8km にある最終処分場へ搬入

されている。収集車両の修理は最終処分

場にあるワークショップで行われてお

り、収集作業後の駐機も場内で行われて

いる。 

１） ワークショップ 

最終処分場内にあるワークショップ

では収集車両の修理、メンテナンス、5m3
出典:調査団作成 

図 7 LPB 既存施設の位置図 
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コンテナの修理、製作が行われている。 

ワークショップ内 ワークショップ全景 

図 8 LPB UDAA の最終処分場にあるワークショップの状況 

２） 最終処分場 

UDAA が運営する最終処分場は、市街地中心部から約 8km に位置している。以前はブルドーザ

ーを所有していたが現在は故障により稼動しておらず、ダンプトラックで搬入されたごみはエク

スカベータにて敷き均しが行われている。 

図 9 LPB UDAA の KM８最終処分場の状況 

 

埋め立て状況 重機によるごみの移設 

 
故障中のブルドーザー 

 
し尿処理施設 
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（３） XYB 

XYB の廃棄物収集は UDAA により行われている。収

集されたごみは XYB 中心部から約 9km のところにある

最終処分場へ搬入されている。 

１） ワークショップ 

ワークショップは XYB 中心部にある UDAA オフィス

の横に併設されている。そこで収集車両の修理、メンテ

ナンス、5m3 コンテナの修理、製作が行われている。 

２） 最終処分場 

UDAA が運営する最終処分場は、市街地中心部から約

9km に位置する。最終処分場内は投棄セルの周回道路に

高さがあるため運営維持管理が比較的行いやすい構造と

なっている。しかしながら UDAA が所有するバックホウ

ローダーではセル内に立ち入ることができず、周回道路

沿いにごみが投棄されている。 

 
ワークショップ全景 

 
ワークショップ内部 

 
最終処分場 

 
最終処分場用重機 

図 11 XYB UDAA のワークショップと最終処分場の状況 

出典:調査団作成 

図 10 LPB 既存施設の位置図 
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２-１-４-２ 保有機材 

（１） VTE 

VUDAA が保有している廃棄物事業に係る保有機材リストを下表に示す。 

表 8 VUDAA の保有機材リスト 

1. 重機 

 
種類 メーカー 型番 数量 調達年 作業場所 状態 

1.1 掘削機 CATAPILAR 312B 1 1997 KM32 故障中 

1.2 掘削機 CATAPILAR 320D 1 2011 KM32 稼働中 

1.3 ブルドーザ CATAPILAR D6R 1 1997 KM32 故障中 

1.4 ブルドーザ CATAPILAR D6G 1 2012 KM32 稼働中 

1.5 ホイルローダ CATAPILAR 910F 1 1997 KM32 稼働中 

1.6 トラクタローダ CATAPILAR 953C 1 1997 KM32 故障中 

2. 収集車両 

 
種類 メーカー 仕様 数量 調達年 駐車場所 状態 

2.1 
コンパクター 
トラック 

ISUZU 5 m3 4 1997 -  故障中 

2.2 
コンパクター 
トラック 

RENAULT 5 m3 1 1992 -  故障中 

2.3 
コンパクター 
トラック 

HINO 5 m3 1 2007 -  故障中 

2.4 
コンパクター 
トラック 

TONGPHONG 8 m3 1 2012 -  故障中 

2.5 
コンパクター 
トラック 

HINO 5 m3 4 2007 KM7 稼働中 

2.6 
コンパクター 
トラック 

TONGPHONG 8 m3 2 2012 KM7 稼働中 

2.7 
コンパクター 
トラック 

ISUZU 4 m3 2 2012 KM7 稼働中 

2.8 ダンプトラック ISUZU 8 m3 6 1997 KM7 稼働中 

2.9 ダンプトラック TONGPHONG 6 m3 2 2012 KM7 稼働中 

2.10 ダンプトラック ISUZU 6 m3 1 2003 KM7 稼働中 

2.11 ダンプトラック ISUZU 5 m3 1 1997 KM7 稼働中 

2.12 ダンプトラック MITSUBISHI 5 m3 1 2012 KM7 稼働中 

2.13 ダンプトラック ISUZU 5 m3 2 2012 KM32 稼働中 

2.14 ダンプトラック MITSUBISHI   2 1997 KM32 稼働中 

2.15 ダンプトラック 
MITSUBISHI 

/FUSO 
6 m3 2 2011 KM7 稼働中 

2.16 
スキップ 
ローダー 

ISUZU 5 m3 4 1997 稼働中 

2.17 
スキップ 
ローダー 

MITSUBISHI 5 m3 1 2012  KM7 稼働中 

 

（２） LPB 

LPB の UDAA が保有している廃棄物事業に係る保有機材リストを下表に示す。 
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表 9 LPB  UDAA の保有機材リスト 

1.重機 

 
種類 メーカー 型番 数量 調達年 作業場所 状態 

1.1 掘削機 CATAPILAR 320D 1 2012 KM8 稼働中 

1.2 ブルドーザ KOMATSU 1 KM8 故障中 

2. 収集車両 

 
種類 メーカー 仕様 数量 調達年 駐車場所 状態 

2.1 ダンプトラック  5 t 2 2012 UDAA  稼働中 

2.2 
スキップ 
ローダー 

 5 m3 1 1999 UDAA 稼働中 

 

（３） XYB 

LPB の UDAA が保有している廃棄物事業に係る保有機材リストを下表に示す。 

表 10 XYB UDAA の保有機材リスト 

1.重機 

 
種類 メーカー 型番 数量 調達年 作業場所 状態 

1.1 
バックホー 
ローダ 

CATAPILAR WB140-2 1 2012 KM9 稼働中 

2. 収集車両 

 
種類 メーカー 仕様 数量 調達年 駐車場所 状態 

2.1 ダンプトラック  5 t 2 2008 UDAA  稼働中 

2.1 ダンプトラック ISUZU 5 t 1 2012 UDAA  稼働中 

2.2 
スキップ 
ローダー 

HINO 5 m3 1 2008 UDAA 稼働中 

 

２-２ プロジェクトサイト及び周辺の状況 

２-２-１ 関連インフラの整備状況 

２-２-１-１ 道路状況 

廃棄物中継基地が計画されている VTE では、市内中心部の首相府を基点とした環状・放射状の

道路ネットワークシステムが形成されている。放射状道路は、主に南北に延びる国道 13 号、国道

10 号、首都道路 1 号線で構成されており、環状道路は、内環状道路および外環状道路で構成され

ている。 内環状道路は市内中心から半径約 5km、外環状道路は同じく半径約 15km に位置して

いる。本案件で計画中の廃棄物中継基地の建設予定地は、外環状の機能を担う 450 周年記念道路

付近にあり片側 2 車線を有する。 

２-２-１-２ 上水および下水道 

VTE の上水は、①既成市街地における VTE 水道公社による水道給水、②郊外における井戸ま
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たは小規模水道による家屋または集落単位の給水という、2 つの方法によって供給されている。 

下水道については、VTE を含めて「ラ」国には分流式の下水道が存在しない。VTE 市街地は浸

水被害を受けやすく、市街地内で 175 ヶ所の常襲地域が確認されている。排水路の維持管理は

VUDAA であり、都市サービス課が実施している。 

２-２-１-３ 廃棄物中継基地施設の建設予定地周辺のインフラ整備状況 

廃棄物中継基地の建設予定は、Xaysettha District Nahai Village 内にある。450 周年記念道路沿い

に建つ 22kmポスト付近（Kaysone Phomvihanh Rd.との交差点から西側約 7km、メコン川沿い Tadeua 

Rd.との交差点から北へ約 10km）から約 1km 程離れた原野の中にあり、宅地造成区域に隣接する。

調査時における中継基地施設建設予定地周辺のインフラ整備状況を下表にまとめた。 

表 11 中継基地施設建設予定地の敷地概要とインフラ整備状況 

項目 概要 

敷地情報 

 位置：Xaysettha District Nahai Village内 
 450周年記念道路の22kmポスト付近から脇へ約1km離

れた原野内 
 建設中のVTE中心部から放射状に延びる新規道路が完

成すれば、中心部から約12km、最終処分場へは約25km
 周辺環境：宅地造成区域に隣接 

敷地面積 1.28ha 
所有者 VTE 
近隣住宅までの距離 約700m 
公共施設までの距離 近隣になし 

周辺道路の渋滞の可能性 
主要道路（450周年記念道路）から離れているので渋滞
は発生しない。 

電気 なし。約700m先の住宅地から電線を引く必要あり。 
上水道 なし。約700m先の住宅地から上水道を引く必要あり。
下水道 なし。約700m先の住宅地の下水道へ接続する必要あり。
敷地内での携帯電話 使用可能 

 

２-２-２ 自然条件 

２-２-２-１ VTE の位置 

「ラ」国はインドシア半島の中央部に位置し、タイ、カンボジア、ベトナム、ミャンマー、中

国の 5 カ国と国境を接した内陸国である。国土は 236,000km2 であり、日本の本州ほどの広さを持

つ。VTE は国のほぼ中央に位置し、メコン川の堆積平野に都市を構え、タイ国境の一部を構成し

ている。 

２-２-２-２ VTE の気象条件 

VTE の気候はサバナ気候に区分され、夏は赤道低圧帯に入り多雨、冬は中緯度高圧帯に入り乾

燥するため、1 年の間で雨期（5-10 月）と乾期（11-4 月）がはっきりと分かれている。月平均降

雨量は最高で 334.6mm（8 月）、最低で 2.5mm（12 月）である。 
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表 12  気象条件（VTE） 

項目 気象条件 
雨期 5 月-11 月 
乾期 12 月-4 月 
平均最高気温*(1951-2000 年) 34.3Ԩ(4 月) 
平均最低気温*(1951-2000 年) 16.4Ԩ(1 月) 
平均最高降雨量*(1951-2000 年) 334.6mm(8 月) 
平均最低降雨量*(1951-2000 年) 2.5mm(12 月) 
平均最高湿度** 約 80%(8 月) 
平均最低湿度** 約 60%(3 月) 

出典:*World Weather Information Service, http://www.worldweather.org/121/c00235.htm 
    **World Weather and Climate, http://www.weather-and-climate.com/average-monthly-Humidity-perc,Vientiane,Laos 

２-２-２-３ 自然災害 

「ラ」国で起こりやすい自然災害は、メコン川周辺の洪水である。最近では 2008 年 8 月に洪水

が発生し、水位は観測史上でもっとも高い 13.68m を記録した。この時、VTE においてはメコン

川周辺の Nong Da 地区と Kaoliou 地区（VTE 中心部の西部）および Bor O 地区（同中心部の東部）

などの低い土地で大規模な浸水被害が発生した。VTE の他に 12 の州で洪水が報告されており、全

国で 228,320 人が被害、12 人が死亡、被害総額は 441 万ドルの被害規模であったと報告されてい

る。なお中継基地施設建設地は、メコン川沿いの Tadeua Rd から北方の 450 周年記念道路沿いの

約 10km離れた地点にある。河川域から 10km離れたこの地域へのメコン川氾濫による浸水被害は、

報告されていない。 

ADRC によると他の自然災害としては、ラオス北部・中部で台風（熱帯性暴風）被害が発生す

る。干ばつ、地震、伝染病、異常気温、地すべり・斜面崩壊、噴火、高潮、森林火災などの災害

が発生することもある。しかし、VTE ではこれら災害による甚大な被害は発生していない。 

２-２-２-４ 地形 

2013 年 9 月に中継基地施設の建設予定地全体をカバーする面積約 2.4ha および C/P 負担事項と

なるアクセス道路を対象に測量調査を実施し、得られたデータをもとに縮尺 1/1,000 の地形図を作

成した。これによると敷地予定地で最も標高が高い個所は東南角の約 181m であり、ここから北

西へ緩やかな勾配で低くなっており、最も低い標高は敷地予定地の北西角の約 179m となる。 

２-２-２-５ 地盤 

VTE はメコン川の堆積平野の一角に都市を構えている。この地域の地盤は、一般的には粘土質

の地盤に覆われた砂礫層から形成されている。2013 年 9 月にごみ中継基地施設および進入斜路の

基礎を検討するため、ごみ中継基地施設の敷地 4 箇所および進入斜路 1 箇所を対象にボーリング

調査を行い、地盤性状を調査した。地層は表土（厚さ約 1.0ｍ）、ラテライト（厚さ約 1.0m～2.0m）、

礫混じり砂質シルト（厚さ約 2.0m～3.0m）、シルト質粘土（厚さ約 2.0m～3.0m）、シルト質細砂

などからなり、N 値は約 10～50、地下水位は地盤-2.0m～-3.0m である。 
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２-２-３ 環境社会配慮 

２-２-３-１ 環境社会影響を与える事業コンポーネント 

VTE の廃棄物収集システム改善を目的とした廃棄物中継基地及びアクセス道路（共にNahai村）

建設が、環境社会配慮調査の対象事業となる。以下に施設概要を記載する。 

表 13 施設概要_廃棄物中継基地 

1．中継施設棟 

区画 階 室名 床面積(m2) 内容・備考 

積み替え

区画 

1 
貯留・ 
排出設備室 

336.00
貯留ドラム(回転ドラム方式)・排出コンベア(ベルトコンベア式)
設備 2 系統の収容スペース 

2 
搬入車旋廻スペー

ス 
252.00

地上からスロープ(進入斜路)を辿って上がってきたスキップロー

ダー車(5m3)及びコンパクター車(6m3)が旋廻するのに必要なスペ

ース 
2 プラットホーム 189.00 収集車が収集ごみをホッパーへ排出するために必要なスペース 
2 監視室 25.5 貯留ドラムの操作監視員の居室 

小計 802.5  

管理区画 

1 1 階事務室 84.00
必要面積は事務の総面積(174 m2)-局長室面積(16.5 m2)=157.5 m2 
階あたり 157.5 m2/2=78.75 m2以上を設置 

2 所長室 16.5 局長室面積は来客対応を兼ねて 16.5 m2 

2 2 階事務室 84.00
必要面積は事務の総面積(174 m2)-局長室面積(16.5 m2)=157.5 m2 
階あたり 157.5 m2/2=78.75 m2以上を設置 

小計 184.5  

その他 
区画 

1 
玄関ホール・ 
階段・トイレ 

42.00 トイレは 1 階で執務する管理職員用、男女別に設置 

2 
ホール・階段 
トイレ 

42.00 トイレは 2 階で執務する管理職員用、男女別に設置 

1 倉庫 24.00 スペアパーツ等の保管庫 
1 電気室 18.00 動力の主幹盤等の収容スペース 

小計 126.00  

合計 1,113.00  

2.トラックスケール管理棟 16.00
廃棄物中継基地へごみを運搬してくる収集車両のごみを計量し

て、廃棄物中継基地運営の基礎データを収集する。 

3. トイレ棟 40.00
車両のドライバー、収集作業員およびトラックスケール管理棟の

監視員専用とする。 

4. 進入斜路 426.80
ごみ収集車が、地上から中継施設棟 2 階のプラットホームへ上が

るための進入路であり、道路勾配は 10%で設置する。 

5. 洗車場 104.00
車両を適切に維持管理して長期間、良好な状態で使用することを

目的とする。 

車両 
トリップ数 

6m3 コンパクタートラック（VTE 中心部から中継基地） 約 9 回/日 
5m3  スキップローダー（VTE 中心部から中継基地） 約 25 回/日 

20m3 コンパクタートラック（中継基地から最終処分場） 約 9 回/日 
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表 14 施設概要_アクセス道路 

項目 概要 

延長 (Nahai 村道から) 約 0.7km 

車線 2 車線 

舗装 コンクリート舗装 

排水設備 土側溝 約 0.7km 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 中継基地概略平面図 

 

 

 

図 13 中継基地概略立面図 
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以下に計画地及びアクセス道路位置図を示す。計画地は 450 周年記念道路東側へ約 1km、Nahai

村の中心から北西約 1km に位置し、現在は原野となっている。アクセス道路は Nahai 村道より北

へ約 0.7km、現在の小道を拡幅舗装する予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 計画地及びアクセス道路の位置 

２-２-３-２ ベースとなる環境及び社会の状況 

（１） 土地利用 

計画地及びその周辺は現在原野となっており、農耕や牧畜といった住民の生計に関わる土地利

用はされていない。また「ラオス国首都ビエンチャン都市開発マスタープラン策定プロジェクト 

(JICA 2011)」で 2030 年の土地利用計画構想を示しており、その中で計画地及びその周辺は NE 

(Public preservation zone) に指定されている。しかし CP 側によると、本計画地も将来工業地帯に

指定される予定であり、CP 側より本プロジェクトの候補地としてこの計画地の推薦があった。 

KM32  
最終処分場 

VTE中心街  約 12km 

計画地 

Nahai 村 

Nahai 村VTE 中心街 

約 12km
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（２） 自然環境 

 VTE には国定保護エリア 2 箇所、市指定保護エリア 4 箇所の計 6 箇所が存在するが、計画地

及びその周辺は保護エリアが存在しない。計画地周辺の保護エリアを以下に示す。また VTE には

歴史的遺産・寺院等が数多く残されているが、そのほとんどが市内に点在しており、計画地及び

その周辺には存在しない。 

表 15 計画地周辺の保護エリア 

出典：ビエンチャン水環境改善計画調査、事前調査報告書（案）) 

 

 

No. エリア名 面積(ha) 所在地 

1 Dong Phosy 1,793.95 
Xaysetha district: B. Xiengda, B. Nakhuay 
Hadxaifong district: B. Nong Hieo, 
B. Dong Phosy, B. Dong Khamsang. 

2 Dong Houay Gnang 808 Xaythany district 

3 Dong Banxay 788.75 
Xaythany district: B. Dong Sanghin, B. Phokham, B. 
Xaysomsouk, 
B. Khok Sa At, B. Phonthong and B.Nakhok 



 第２章 プロジェクトを取り巻く状況 

21 

 

出典：ビエンチャン特別市総合都市交通計画調査 

図 15 計画地周辺の保護エリア 

 

計画地 
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出典：VTE 総合都市計画調査(2007) 

図 16 VTE 都市部の歴史的遺産、寺分布 

（３） 社会経済 

中継基地及びアクセス道路が建設予定である Nahai 村（人口 665 人 148 世帯 2013 年）の社会

経済状況について、以下に記載する。ほとんどの村民は農業に従事し、稲や野菜（キュウリ、サ

計画地 
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ヤインゲン等）を栽培して生計を立てているが、VTE 市内もしくは隣国タイまで出稼ぎをしてい

る村民もいる。近年村内に食品市場が建設され、販売機会が増大したが、依然として経済状態は

厳しい。 

新設された食品市場 炊事場外 

図 17 計画地周辺の社会経済状況 

２-２-３-３ 「ラ」国の環境社会配慮制度・組織 

現況の環境影響評価法令 (Decree on Environmental Impact Assessment) 下においては、「ラ」国

内で実施される全ての開発プロジェクトに Environmental Impact Assessment(EIA)の手続きが義務

付けられている。開発プロジェクトはリスト一覧 (Agreement on List of Investment Project to Initial 

Environmental Examination (IEE) and EIA)により Category 1 もしくは 2 に分類されるが、リストにな

いプロジェクトは MONRE にその判断を仰ぐことになる。本プロジェクトはリスト一覧中の

「Non-Hazardous Waste Storage」に分類され、この施設は規模に関わらず Category1 に分類される

ため、本件は IEE を実施することになる（Category1 は IEE を、Category2 は EIA を実施する）。 

i) EIA の手続きに先立ち、VUDAA が MONRE に IA (Investment Application) を提出し、2013

年 9 月 20 付けで IEE 実施の Category 1 に相当するという回答が得られた（添付資料参照）。

そのため本章では IEE について記載する。 

ii) 全ての開発事業者は、EIA の手続きに先立って IA を作成し MONRE に提出する。MONRE

はその IA を元にスクリーニングを行い、15 勤務日以内に事業の Category を判断する。 

iii) スクリーニングの結果、如何なる環境調査も必要ないと判断されたプロジェクトは、EIA

手続き終了となり、MONRE は ECC (Environmental Compliance Certification) を発行する。 

iv) スクリーニングの結果、IEE の実施が必要と判断されたプロジェクトは、物理的、生物的、

社会環境的局面から調査を行い、事業実施による周辺地域への影響評価を行う。 

v) 村レベルの説明会を開催して、ステークホルダー及び住民等の意見を反映させた IEE 報告

書を作成する。その報告書を元に SB (Sectoral Bodies (本プロジェクトでは DONRE に該当))

と共に村レベルの協議会を、地元行政と共に郡レベルの協議会を開催し、その結果に従っ
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て IEE 報告書を改訂して SB へ提出する。 

vi) SB は 10 勤務日以内に IEE 報告書が妥当であるかどうかを開発事業者へ伝える。妥当と判

断した場合、SB は 25 勤務日以内に地元行政及び関係機関からの意見を収集し、テクニカ

ルワークショップを開催後、議事録と共に IEE 報告書を MONRE へ提出する。 

vii) IEE 報告書が受理された場合、MONRE は 0～25 勤務日以内に ECC を発行し手続きは終了

する。ただし、開発プロジェクトにより IEE ではカバー出来ない深刻かつ複雑な社会環境

影響が見込まれると判断した場合、MONRE は開発事業者に対し、EIA の実施を求める。 

 
注：EIA: Environmental Impact Assessment       EA: Environmental Assessment 
    ECC: Environmental Compliance Certification   PD: Project Developer 
     SB: Sectoral Bodies (DONRE) 
     LA: Local Administration 

 

図 18 「ラ」国における IEE フロー 

Project 
Process 

 
Identifi-cati

on 

Pre- 
Feasibility 
Study 
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EIA 
Process 

 
EIA Flow 
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Further EA 
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Re-Revised Report 
on IEE 

Technical Workshop 

Approval Unapproved 

Issue ECC 

Feasibility 
Study 
(F/S) 

Further EA 

Up to survey 
and Meetings 

≦25day 
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２-２-３-４ 代替案の比較検討 

中継基地候補地の評価表を以下に示す。当初 VUDAA より提案された計画地は次頁のとおり 2

ヶ所あり、その選定に当たって各項目の点数化を行った。本計画地である第 1 候補地は主要道路

までのアクセス距離や整備インフラ等交通経済面では劣位だったが、周辺に住宅や公共施設がな

いこと、自然保護区域に指定されていないことから主に環境配慮面で優位だった。 

表 16 中継基地候補地の評価表 

対象候補地仮名称 
第1候補 第2候補 

450周年道路 KM16 

対象地情報 

 位置：Xaysethha district Nahai village 
 450周年記念道路から脇へ約１km、建

設中の新規道路が完成すればビエンチ

ャン市内から約12km、最終処分場へは

約25km 

 位置：Saythani District, Phonkham 
village国道13号線沿いKM16付近北側

の官地。市内から約16km、最終処分

場へは約16km 
 周辺環境：ナショナルスタジアムの正

面。ベトナム企業のプロジェクトへ貸

し出す予定だったがプロジェクトが

頓挫した。現在は予定がなく原野。 
評価項目 詳細 点数 詳細 点数

1 
現況 
(既存施設有:0、無1) 

原野 1 原野 1 

2 
ビエンチャン市内からの距離

（>15km:0, <15km:1） 
新規道路（1，2年に完成予定）が

完成すれば約12㎞ 
1 約16㎞ 0 

3 敷地面積（<2ha:0, >2ha:1） 約8ha 1 2ha以上 1 
4 所有者（VTE以外:0, VTE:1） DONRE 1 DONRE 1 

5 
地形状況 
（勾配有:0,平坦:1） 

平坦 1 平坦 1 

6 
近隣住宅までの距離 
（<1km:0, >1km:1） 

約0.7km 0 約0.5㎞ 0 

7 
公共施設までの距離 
（<1km:0, >1km:1） 

近隣に存在しない 1 
約0.5㎞以内にナショナルスタジア

ムの正面玄関有 
0 

8 
主要道路までの距離 
（>1km:0, <1km:1） 

450周年記念道路まで約1.8km 0 国道13号線まで約0.2km 1 

9 
収集車両が原因による周辺道

路の渋滞の可能性 
(あり:0,なし:1) 

主要道路から離れているので渋滞

は発生しない 
1 

主要道路に面しているため渋滞の

原因となる可能性大 
0 

10 
アクセス道路の舗装状況 
（未舗装:0,舗装済:1） 

未舗装 0 未舗装 0 

11 

インフラ整備状況 
(未整備:0） 
(電気または水道のみ:1) 
(水道電気有り:2) 

三相電線のみ敷設済み 1 電気と水道が敷設済み 2 

12 
周辺施設 
（施設あり:0） 
（施設なし:1） 

原野（工業地帯として指定される

計画あり） 
1 ナショナルスタジアム、ゴルフ場 0 

13 
基礎地盤状況 
(直接基礎以外:0) 
(直接基礎:1） 

台地部に位置し、中継基地の建屋

に対し地耐力が十分に確保できる

ため直接基礎で建設可能 
1 

旧水田地帯であり、GL-5m程度まで

軟弱地盤となっており、中継基地

の建屋に対し杭基礎や地盤改良が

必要 

0 

14 
自然保護区 
(保護区内:0) 
(保護区外:1) 

計画地及びその周辺は、国定保護

エリア及び市定保護エリアに該当

しない 
1 

計画地及びその周辺は市が定める

保護エリア「Dong Houay Gnang」
及び「Dong Banxay」内に該当して

いる (出典：ビエンチャン特別市総

合都市交通計画調査(2007)) 

0 

15 
非自発的住民移転 
(発生する:0,発生しない:1) 

計画地及びアクセス道路周辺には

住宅がないため、住民移転は発生

しない。 
1 

アクセス道路の拡幅のために住民

移転が発生する可能性がある。 
0 

合計（スコアが多い候補地が中継基地としてふさわしい） 12  7 
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図 19 中継基地候補地の位置図 

 

２-２-３-５ スコーピング 

表 17 スコーピングチェックリスト 

No. 影響項目 
評価 

評価理由 工事前 
工事中 

稼動時 

社会環境 

1 非自発的住民移転 D D 
中継基地及びアクセス道路の計画地は全て官地であるた

め、非自発的住民移転は発生しない。 

2 雇用や生計手段等の地域経済 C+ C+ 

中継基地及びアクセス道路の建設及び稼動に伴って、新規

雇用が発生する可能性がある。 
また中継基地の従業員用に、周辺に飲食店や売店の出店が

予想される。 

3 土地利用や地域資源利用 D D 
現在計画地は原野のため、土地利用区分としては未利用地

である。また周辺地域も未利用地が大部分のため、大きな

影響はない。 

4 
社会関係資本や地域の 
意思決定機関等の社会組織 

D D 
本プロジェクトによる行政組織、自治組織、議会、事業等

の地域分断及び構造変化等の可能性はない。 

5 
既存の社会インフラや 
社会サービス 

B+ B+ 

工事中：運搬車両による交通量の増加が見込まれるが、工

事開始までにアクセス道路及び村道も舗装される予定であ

るため、近隣住民にとっても利便性が高まる。 
稼動時：収集車による交通量の増加が見込まれるが、道路

舗装によるアクセス改善が見込まれる。また中継基地の完

成により、現況の廃棄物収集システムの改善が見込まれる。

6 貧困層 D B+ 
工事前：貧困層の非自発的住民移転は発生しない。 
供用後：既存の道路が舗装されることにより、貧困層にと

ってもアクセス改善につながる。 

7 先住民族・少数民族 D D 
計画地及びその周辺に、先住民族及び少数民族は存在しな

い。 

8 被害と便益の偏在 D D 
本プロジェクトの廃棄物収集計画には周辺地域も含まれる

ため、中継基地建設によって周辺地域に不公平な被害と便

益をもたらすことはない。 

9 地域内の利害対立 D D 
建設される中継基地はウェストピッカーの活動を認めない

ため、地域内の利害対立はない。 

10 水利用 C- C- 
工事中：計画地周辺で井戸水の利用がある場合、工事中の

濁水による影響が考えられる。 

KM32  
最終処分場 

VTE 中心街  
約 12km

第 1 候補地 (計画地) 

第 2候補地

約 16km
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No. 影響項目 
評価 

評価理由 工事前 
工事中 

稼動時 

稼動時：計画地周辺で井戸水の利用がある場合、敷地内で

発生する汚水による影響が考えられる。 

11 ジェンダー D D 
本プロジェクトによるジェンダーの負の影響は想定されな

い。 

12 子供の権利 D D 
本プロジェクトによる子供の権利の負の影響は想定されな

い。 
13 文化遺産 D D 計画地及びその周辺に、貴重な文化遺産は存在しない。 

13 HIV/AIDS等の感染症 C- C- 
工事中及び稼動時共に、作業員の流入により感染症が広が

る可能性が考えられる。 

14 労働環境 D B+ 

工事中及び稼動時共に、労働者への負の影響が想定される

ような作業は想定していない。 
特に稼動時に至っては、現況KM7で行われているゴミの入

れ替え作業が手動から自動へ切り替わるため、労働環境は

改善する。 
自然環境 

15 地形、地質 D D 
計画地はほぼ平坦であり工事時に大規模な掘削や盛土の必

要がないため、負の影響はない。 

16 底質 D D 
本プロジェクトで底質へ影響を及ぼすような作業は想定し

ていない。 

17 生物・生態系 D D 
本プロジェクトは自然保護地域に含まれていないため、生

物・生態系に大きな影響はない。 

18 水象 D D 
計画地周辺に河川や湖沼が確認されないことから、水象へ

の影響はない。 
19 景観 D C- 中継基地の建設により、新たな構造物が出現する。  

20 保護区 D D 
計画地及びその周辺は国立公園や自然保護区に指定されて

いない。 
21 地球温暖化 D D 本プロジェクトによる地球温暖化への影響は小さい。 

汚染対策 

22 大気質 D D 

工事中：重機稼動や運搬車両の走行に伴い、大気質への影

響が想定されるが、計画地は居住エリアから1km以上も離

れているため、影響はほとんどない。 
稼動時：廃棄物収集車の走行時において大気質の影響が想

定されるが、既存の道路も舗装されるため、その影響は軽

微である。 

23 水質汚濁 C- C- 

工事中：工事現場、重機、運搬車両及び工事宿舎からの排

水等による水質汚濁の可能性がある。 
稼動時：敷地内で発生する生活排水、廃棄物汚水等による

水質汚濁の可能性がある。 

24 土壌汚染 C- B- 

工事中：重機、運搬車両からの油漏れ等による軽微な土壌

汚染の可能性がある。 
稼動時：ゴミ汁、洗車水等に含まれる有害物資による土壌

汚染の可能性がある。 

25 廃棄物 C- C- 
工事中：建設廃材、建設残土が発生する可能性がある。 
稼働中：適切に処理されない廃棄物が敷地内に堆積される

可能性がある。 

26 騒音・振動 B- B- 

工事中：重機稼動や運搬車両の走行に伴い、騒音・振動の

影響が想定される。 
稼動時：廃棄物収集車の走行時において騒音・振動の影響

が想定される。 
27 地盤沈下 D D 地盤沈下を起こすような作業は想定されていない。 
28 悪臭 D B- 稼動時において、廃棄物由来の悪臭が想定される。 

29 事故 B- B- 
工事中：重機及び運搬車両による影響が考えられる。 
稼働中：廃棄物収集車による影響が考えられる。 

ランク: 
A+/-    : 重大な影響が想定される。 
B+/-    : 軽微な影響が想定される。 
C+/-    : 影響の程度は不明 (要調査。調査段階で影響が明確になる可能性がある。) 
D      : 影響なし 
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２-２-３-６ 環境社会配慮調査の TOR 

表 18 環境社会配慮調査の TOR 

No. 環境項目 調査項目 調査手法 

社会環境 

1 水利用 
計画地周辺における井戸の利用状

況 
住民へのヒアリング 

2 
HIV/AIDS等の 
感染症 

工事中及び稼動時における周辺住

民への影響 
住民へのヒアリング  

自然環境 
3 景観 周辺からの現況風景 現地踏査 

汚染対策 

4 水質汚濁 

① 環境基準等の確認（「ラ」国、

日本国の環境基準） 
② 計画地周辺における井戸の利用

状況 
③ 工事中及び稼動時の影響 

① 既存資料調査 
② 現地踏査及びヒアリング 
③ 工種、期間及び排水方法の確

認 

5 土壌汚染 
① 工事中のオイル漏れ防止 
② 廃水 

① 工種、期間等の確認 
② 処理方法の確認 

6 廃棄物 
① 建設廃棄物 
② 未処理の収集廃棄物 

① 処理方法の確認 
② 保管・貯留方法の確認 

7 騒音・振動 

①環境基準等の確認（「ラ」国、日

本国の環境基準） 
② 計画地から近隣の住居、学校、

病院等までの距離 
③ 工事中及び稼動時の影響 

①既存資料調査 
②現地踏査及びヒアリング 
③工種、期間等の確認 

8 悪臭 
① 稼動時の影響 
②計画地から近隣の住居、学校、病

院等までの距離 

① 廃棄、処理、貯留及び運搬方

法の確認 
② 現地踏査及びヒアリング 

9 事故 工事中及び稼動時の影響 対策案の策定 

 

２-２-３-７ 環境社会配慮調査結果 

（１） 水利用 

各家庭は井戸水を利用しており、深井戸(30m)もしくは浅井戸(5m)より水を引いている。しかし

排水インフラは整っておらず、各家庭の庭に穴を掘って生活雑排水を浸透させている。雨水は村

道沿いの簡易型側溝を経由して水田や湿地へ流している。 
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使用中の深井戸 使用済みの井戸 

図 20 計画地周辺の水利用 

（２） HIV/AIDS 等の感染症 

住民へのヒアリングの結果、現状で大きな問題は起きていない。 

（３） 景観 

計画地及びその周辺は 2013 年 12 月現在原野であり、近隣の住居まで 0.7km 程度離れているこ

とから、中継施設棟の建設により周辺景観への影響はないと思われる。計画地南西側に住宅建設

のための分譲地が広がっているが、その境界に高さ 5m 以上の森林が鬱蒼としているため、南西

側から中継施設棟はほとんど眺望できないと思われる。 

計画地周辺 計画地南西側からの眺望 

図 21 計画地周辺の景観 

（４） 水質汚濁 

１）環境基準 

「ラ」国における水質の環境基準項目のうち、CP が継続して測定を行えることや、その測定が

地下水の水質及び涵養の把握を目的とすることに鑑み、モニタリング項目として以下を挙げる。 
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表 19 水質のモニタリング項目 

項目 単位 規制基準 
水素イオン濃度 pH 6.5-9.5 

電気伝導度 EC <1,000 
出典：「Agreement on the National Environmental Standards」(Vientiane Capital 2010) 

２）計画地周辺における井戸の利用状況 

各家庭は井戸水を利用しており、深井戸(30m)もしくは浅井戸(5m)より水を引いている。しかし

排水インフラは整っておらず、各家庭の庭に穴を掘って浸透させている。雨水は村道沿いの簡易

型側溝を経由して水田や湿地へ流している。 

３）工事中及び稼動時の影響 

計画地において 2013 年 9 月（雨期）に実施した 10m 前後のボーリング調査によると深度 2m 程

度の地下水の存在が認められたが、これは雨期の降雨による宙水であると考えられる。中継基地

工事における最大掘削深度は浄化水槽設置工事などの 5m 程度であるが、これらの施工は乾期に

実施することから、宙水は存在しないと予想され本工事による地下水への影響はほとんどないと

考えられる。また、稼動時おける各排水の処理方法は下表のとおりとすることから、周辺への影

響は軽微であると考えられる。 

表 20 中継基地内で発生する汚水の種類及び処理方法 

汚水の種類 処理方法 
雨水 側溝を経由して敷地外へ排水 
洗車水 汚水タンクへ貯留後、バキュームカーで最終処分場へ輸送 

キッチン、トイレ由来の汚水 
浄化槽へ貯留し、嫌気処理。汚泥はバキュームカーで最終処

分場へ輸送 
収集廃棄物由来の汚水 20m3コンパクタートラックにて直接最終処分場へ輸送 

（５） 土壌汚染 

１）工事中のオイル漏れ防止 

工事機械工程表より、主な建設機械の使用期間は以下のとおりとなる。使用期間が 2～3 ヶ月に

及ぶことから、機械の故障やメンテナンスには特に注意する必要がある。 

表 21 使用する工事機械の内訳 

建設機械名 目的 使用期間 使用台数 
バックホウ(0.8m3) 

準備、土工・地業工事 
2ヶ月 1 

ダンプトラック(10t) 2ヶ月 4 

トラッククレーン(25t) 躯体工事、鉄骨工事、屋根工事 3.5ヶ月 1 

２）廃水 

中継施設稼動時における汚水排水処理については、「表 20：中継基地内で発生する汚水の種類

及び処理方法」のとおりとする。 
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（４） 廃棄物 

１）建設廃棄物 

工事計画では、建設廃材を最終処分場へ運搬する予定である。 

２）未処理の収集廃棄物 

1 日当りの計画収集量は 51t (130m3) であるのに対し、中継施設棟での最大可能貯留量は 170m3

であることから、十分な貯留容量であると言える。また、ロータリードラムでの処理が難しい木

の枝等の長尺の廃棄物や、家電やレンガ等の硬い廃棄物は、建設廃棄物同様に別途直接最終処分

場へ運搬する予定である。 

（６） 騒音・振動 

１）環境基準 

「ラ」国及び日本国の工事騒音及び環境騒音の規制基準は下表のとおりである。 

 

表 22 「ラ」国及び日本国の騒音に係る規制基準 

項目 規制値 
騒音規制法

（日本） 
工事中   
伐採・開墾作業 

右の値を超過しないこと 

84 dB (A) 

85 dB (A) 
整地作業 89 dB (A) 
建物基礎工事 77 dB (A) 
建物建設工事 84 dB (A) 
内装工事 89 dB (A) 
稼動時 
定常音の等価騒音レベル 1 日平均値が超過しないこと 70 dB (Aeq) 70 dB (Aeq)

出典：「Agreement on the National Environmental Standards」(Vientiane Capital 2010) 

A= A 特性：騒音計による測定に使われる、人間の聴覚を考慮した周波数重み付け特性 
Leq：騒音ﾚﾍﾞﾙが時間とともに変化する場合、測定時間内でこれと等しい平均二乗音圧を与える連続定常音の騒音ﾚﾍﾞﾙ 

２）計画地から近隣の住居、学校、病院等までの距離 

計画地から近隣の住居までは約 0.7km、また Nahai村の中心市街地までは 1km程度離れている。 

３）工事中及び稼動時の影響 

工事中においては、建設機械の稼動や発生土等を運搬するダンプトラックの走行等が考えられ

るが、前頁に示したとおりいずれも数台である。 

中継施設稼動時においては、上表に示すとおり一日 35 台程度が走行する予定であるが、稼動時

にアクセス道路は舗装されているため、騒音は軽減されると考えられる。 

（７） 悪臭 

１）稼動時の影響 

中継施設棟で採用する貯留排出機方式は密閉型であるため、ゴミの投入から排出までの過程に
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おいて露出することがない。そのため悪臭の発生が最小限に抑えられるため周辺への影響は軽微

であると考えられる。 

２）計画地から近隣の住居、学校、病院等までの距離 

計画地から近隣の住居までは約 0.7km、また Nahai村の中心市街地までは 1km程度離れている。 

（８） 事故 

工事中においてはアクセス道路が舗装されてスピードが出るが、走行車両は数台であるため、

事故が起こる可能性は低い。しかし、中継施設稼動後は走行台数が一日 35 台に増加するため、現

状よりも事故が起こる可能性が高まる。 

２-２-３-８ 影響評価及び緩和策 

環境配慮調査結果を踏まえた影響評価及び緩和策は以下のとおりである。 
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表 23 調査結果に基づく影響評価 

No. 影響項目 

スコーピング時の

影響評価 
調査結果に基づく

影響評価 
評価変更理由 

工事前 
工事中 

稼動時
工事前

工事中
稼動時

社会環境 

1 水利用 C- C- B- B- 

工事中：計画地周辺で井戸水の利用があ

るため、工事中の濁水による影響が考え

られる。 
稼動時：計画地周辺で井戸水の利用があ

るため、敷地内で発生する汚水による影

響が考えられる。 

2 HIV/AIDS等の感染症 C- C- D D 
現状で大きな問題は起きておらず、また

工事中及び稼動時においては、作業員へ

の指導・教育を徹底する。 
自然環境 

3 景観 D C- D D 
現地踏査の結果、中継施設棟は近隣住宅

から離れているため、視覚的な影響はな

い。 
汚染対策 

4 水質汚濁 C- C- D D 

工事中：掘削工事等による地下水への影

響はない。 
稼動時：中継基地内で発生する汚水の域

外排水は行われないため、影響はない。

5 土壌汚染 C- B- B- D 

工事中：重機、運搬車両からの油漏れ等

による軽微な土壌汚染の可能性がある。

稼動時：中継基地内で発生する汚水の域

外排水は行われないため、土壌への影響

はない。 

6 廃棄物 C- C- D D 

工事中：建設廃材、建設残土が発生する

可能性があるが、全て最終処分場へ運搬

する計画である。 
稼働中：廃棄物の受入容量は十分である

が、毎日の廃棄物運搬量を把握する必要

がある。 

7 騒音・振動 B- B- B- B- 

工事中：重機稼動や運搬車両の走行に伴

い、騒音・振動の影響が想定されるが稼

動台数が少ないため、その影響は軽微で

ある。 
稼動時：廃棄物収集車の走行時において

騒音・振動の影響が想定されるが、既存

の道路も舗装されるため、その影響は軽

微である。 

8 悪臭 D B- D B- 

稼動時において廃棄物由来の悪臭が想

定されるが、採用する貯留排出機方式は

密閉型のため、悪臭による影響は軽微で

ある。 

9 事故 B- B- B- B- 

工事中：道路が舗装されてスピードが出

るが、運搬車両台数も少ないことから影

響は軽微である。 
稼働中：道路が舗装されてスピードが出

る上、収集車量による交通量の増加が見

込まれる。 
ランク: 
A+/-    : 重大な影響が想定される。 
B+/-    : 軽微な影響が想定される。 
D      : 影響なし 

 



 第２章 プロジェクトを取り巻く状況 

34 

表 24 緩和策 

No. 影響項目 緩和策 

社会環境 

1 水利用 

工事中：敷地内で発生した汚水については、域外排水は行わず、アク

セス道路の舗装に伴って整備される側溝に排水するよう、従業員への

指導・教育を徹底する。 
稼動中：表 20に示した排水処理方法を、従業員へ徹底・指導する。

汚染対策 

2 土壌汚染 
工事に使用する重機及び車両の検査及びメンテナンスを定期的に行

う。 
不良や故障が確認された場合には、速やかに修理または交換を行う。

3 騒音・振動 
重機及び運搬車の運転手に対し、不要な空ぶかしやアイドリングの禁

止を徹底・指導する。 

4 悪臭 
廃棄物の投棄口である受入ホッパーについて、投入時以外は蓋を閉め

るよう従業員へ徹底・指導する。 
5 事故 工事中・稼動時共に、作業員に対する安全運転の徹底・指導を行う。

 

２-２-３-９ モニタリング計画 

影響評価結果及び緩和策を考慮したモニタリング計画は以下のとおりである。 

表 25 モニタリング計画 

環境項目 項目 頻度 規制基準 地点 

工事中 

水質（地下水） 
水素イオン濃度 

4 回/年 
6.5-9.5 

観測井戸 
電気伝導度 <1,000μs/m3 

廃棄物 運搬量 1 回/月 ― 敷地内 

騒音・振動 

騒音・振動レベル 1 回/月 77-89dB 

敷地内及びその周辺 低騒音・低振動 

工法の採用確認 
1 回/年 ― 

事故 事故記録 1 回/月 ― 敷地内及びその周辺 

稼動時 

水質（地下水） 
水素イオン濃度 

4 回/年 
6.5-9.5 

観測井戸 
電気伝導度 <1,000 

廃棄物 運搬量 1 回/月 ― 敷地内 

騒音・振動 騒音・振動レベル 4 回/年 70dB 

敷地内及びその周辺 悪臭 悪臭発生記録 2 回/年 ― 

事故 事故記録 1 回/月 ― 
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２-２-３-１０ ステークホルダー協議 

2013 年 10 月に村レベル、11 月に郡レベルの協議会を各 1 回開催した。廃棄物中継処理施設の

建設は「ラ」国初のため、住民からも大きな関心が寄せられ、様々な意見やコメントがあった。

しかし両会議において目立った反対意見はなく、本プロジェクト案は了承された。協議内容は下

表のとおりである。 

表 26 協議内容（村レベル協議会） 

開催日 2013 年 10 月 17 日 開催場所 Nahai 村内寺院 参加者数 70 人 
主な参加機関 
VUDAA、DONRE Saysetha 郡事務所、Nahai 村長及び重役、その他機関、村民 
協議内容等 
ローカルコンサルタントより本プロジェクトの詳細及び IEE 結果に関する説明を行い、その後 VUDAA
より設備の技術的問題等についての説明を行った。 
これらを踏まえた参加者からの質問や要望は以下のとおりである。 
 
1. 廃棄物中継処理施設は「ラ」国内で初めて建設されるため、誰一人として将来どのような問題  
 が起きるのか予測することは不可能である。よって何かしらの問題が発生した場合、プロジェ 
 クト開発者及び関係機関は適切な判断を下す責任を持つものとする。 
2. 近隣住民に対する悪臭や交通渋滞の影響を緩和するため、廃棄物運搬は夜間に行うことが望ま 
 しい。 
3. 悪臭や交通渋滞、粉塵等の様々な環境問題に適切に対処すると説明しているが、それらに対す 
 る住民の関心は尚根強い。 
 
以上の要望を受け、閉会前に再度部分的に詳細な説明を行った。その結果全ての参加者より十分な理

解が得られ、首尾よく閉会となった。 

 

表 27 協議内容（郡レベル協議会） 

開催日 2013 年 11 月 26 日 開催場所 Saysetha 郡会議室 参加者数 50 人 
主な参加機関 
VUDAA、Saysetha 郡副知事、土地利用公社、Nahai 村長及び近隣 4 村長、その他機関、村民 
論点 
ローカルコンサルタントより本プロジェクトの IEE 報告書草案に関する説明を行った。本協議会にお

ける論点は以下のとおりである。 
1. 環境影響予測及び実施する緩和策について 
2. 環境管理及びモニタリングプラン 
3. 廃棄物中継処理施設に対するパブリックコメント 
 
協議結果 
1. 廃棄物中継処理施設は、現状の収集システムの改善を目的としているため、基本的に全ての参 
 加者はその建設に賛成である。 
2. 汚水処理設備により重点を置き、また悪影響を回避するため、国際基準を遵守するよう提案が 
 あった。 
3. 参加者のコメントを踏まえ、報告書の一部を改訂するよう提案があった。 
 
コメント及び提案の要約 
1. プロジェクト開発者は環境管理計画に適宜従うこととする。 
2. 建設完了後は、悪臭や汚水排出等の環境モニタリング実施の責任部門を明らかにすべきである。 
3. 可能であれば、施設操業を夜間に実施すべきである。 
以上、本協議会は論点に沿って滞りなく閉会した。 
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（１） 用地取得・住民移転 

本プロジェクトにおける中継基地及びアクセス道路の建設は、全て政府所有の土地で実施する

ため、新たな用地取得及び住民移転は発生しない。 

（２） その他 

ステークホルダー協議結果を踏まえ、2013 年 12 月上旬に、VUDAA は DONRE に対して IEE

報告書を提出した。DONRE は報告書の内容を検討した結果問題ないと判断し、2014 年 1 月 10 日

に IEE を承認し、同日に VUDAA に対し ECC を発行した。  
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第３章 プロジェクトの内容 

３-１ プロジェクトの概要 

３-１-１ 上位目標とプロジェクト目標 

JICA の技術協力プロジェクトである LPP-E では、「Environmental Sustainable City (ESC) の促

進」をプロジェクト目標に掲げ、この目標に向かって成果１として「ESC ガイドラインの策定・

普及」を挙げている。またパイロット都市として、本件と同じく VTE、LPB および XYB を、ま

たパイロットセクターとして廃棄物管理事業を特定し、成果 2「C/P 機関の廃棄物管理能力の向上」

および成果 3「参加型環境管理の促進」をそれぞれ目指している。 

成果 2「C/P 機関の廃棄物管理能力向上」は、人的資源によるものと物的資源によるものがある。

廃棄物収集を例にすれば、収集ルールを整え費用を回収し車両を整備する能力という人的資源と、

車両という物的資源が不可欠である。LPP-E においては、技術協力プロジェクトというスキーム

の性質上、人的資源による能力向上に力点を置き、物的資源の部分は最小限の支援に留まってい

るが、本件の無償資金協力はこの点を補うことになる。 

さらに成果 3「参加型環境管理の促進」に関しても、本件との関連を見出すことが出来る。廃

棄物管理における住民参加の最も基本的な形態は、ごみの適正排出である。この適正排出には、

適切に排出されたものは必ず適切に収集されるという収集事業への「信頼」が欠かせない。信頼

に値する恒常的なサービスは物的資源を必須条件とし、これを本件が満たしうるのである。 

本件では、このような業務範囲や活動内容の相補関係（図 22参照）を把握の上、両者の一体的

実施を目指す。 

 

図 22 本件業務と LPP-E との相補関係 

プロジェクトの目標は次表に示すとおりである。 

 

ASEAN 統合ロードマップより 

 成果 1： 
ESC ガイドラインの

策定・普及 

ESC 促進パイロット事業 

パイロット都市 

VTE, LPB, XYB 
パイロットセクター

廃棄物管理事業 成果３： 

参加型環境管理の促

進 

成果２： 

C/P 機関の廃棄物 

管理能力向上 

技術協⼒プロジェクト 
(LPP-E)

無
償
資
⾦
協
⼒

プロジェクト目標 

ESC 促進 

人的資源による能力 
 

物的資源による能力 

サービスの信頼性 
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表 28 プロジェクトの目標 

項目 概要 

(1) 上位目標 
固形廃棄物に関連する衛生環境を改善することにより VTE、LPB、XYB が清潔

で、緑があり、美しい（Clean, Green, Beautiful）環境的に持続可能な都市として

整備される。 

(2) プロジェクト 

  目標 

「ラ」国において環境的に持続可能な都市として位置づけられている VTE、
LPB、XYB において、廃棄物管理に関する施設建設と機材調達を行うことによ

り、廃棄物の収集・輸送環境が改善される。 

(3) 期待される成果 

1) VTE、LPB、XYB における廃棄物収集に係るキャパシティが向上する。 

2) VTE、LPB、XYB における廃棄物処分に係るキャパシティが向上する。 

3) VTE における廃棄物中継基地が整備され、収集・輸送の効率性向上に係るキ

ャパシティが向上する。 

(4) プロジェクトの 

   成果指標 

1) 定量的効果：（プロジェクト全体計画の目標達成示す成果指標） 

指標名 
対象地域

名 
基準値（2013 年） 

目標値（2020 年）

【事業完成 4 年後】

廃棄物 
収集量 

(トン/日) 

VTE 69.3  259.7 
LPB 20.6  54.4 
XYB 19.2  39.1 

廃棄物収集

対象人口 
（人） 

VTE 70,495 199,596 
LPB 33,362 48,319 
XYB 31,099 47,594 

2) 定性的効果： 

 VTE の VUDAA 及び LPB、XYB の UDAA の廃棄物収集能力が向上

する。 
 VTE で廃棄物中継基地を用いることにより、小型収集車両の廃棄物

収集が効率化される。 
 上記により対象 3 地域の衛生状況が改善され、且つ実施中の技術協

力「LPP-E」による相乗効果が期待される。 
(5) 対象地域 (サイト) VTE、LPB、XYB 

(6) 受益者 
直接受益者：VTE、LPB、XYB のごみ収集・処理関係者 

間接受益者：VTE、LPB、XYB の住民約 87.5 万人 

(7) 関係省庁・機関 

実施機関： 

【国レベルでの政策担当】公共事業交通省住宅都市計画局  

(Department of Housing and Urban Planning (DHUP), MPWT) 

【都市レベル】VTE 都市開発管理庁 

(Vientiane Urban Development & Administration Authority: VUDAA) 

LPB・XYB 郡都市開発管理機構 

 (Urban Development & Administration Authority: UDAA) 
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３-１-２ プロジェクトの概要 

本案件は、各対象地域の廃棄物の収集運搬車両の調達と最終処分場における重機の調達および

VTE における廃棄物中継基地の建設を実施することによって廃棄物収集・輸送の効率化を図り、

廃棄物処理能力の向上を目指すものである。廃棄物中継基地については、持続的な運営維持管理

を可能にするための技術指導（ソフトコンポーネント）を実施するものである。 

３-２  協力対象事業の概略設計 

３-２-１ 設計方針 

３-２-１-１ 基本方針 

本無償資金協力は、廃棄物管理能力の向上を目的とする「ラ」国側 LPP-E プロジェクトの実施

に資するため、VTE において、廃棄物中継基地（中継施設棟、トラックスケール管理棟、トイレ

棟、洗車場および外溝他、敷地面積約 1.3ha）の建設と VTE、LPB、XYB において廃棄物収集車

両、最終処分場重機及びその他機材（コンパクタートラック、ダンプトラック、スキップローダ

ー、医療廃棄物用収集車、ブルドーザー、エクスカベータ、散水車、汚水用バキュームカー、洗

車機）の調達及び廃棄物中継基地の円滑な運営・維持管理に資するソフトコンポーネント「VTE

廃棄物中継基地に関連する１）収集車両の配車計画策定の支援、２）廃棄物中継基地の運営規則

の策定支援、３）積み替えられた廃棄物を最終処分場で適正に処分するための支援」を行うため

に、「ラ」国政府の要請と現地調査及び協議の結果を踏まえて、以下の方針に基づき計画するこ

ととした。 

（１） 改善計画の内容 

今後、人口増加と経済発展に伴って増加する廃棄物を適正に収集運搬するために、新規収集機

材を投入して収集運搬能力を向上させるとともに、廃棄物中継基地の設立によって運搬効率の向

上と作業環境の改善させることによって、プロジェクト予定地の廃棄物管理能力の向上を図る。

計画に際しては以下の前提条件に従って内容を検討した。 

 本計画の目標年は、同時進行中の LPP-E との連携を図り、2020 年とする。 
 人口、予測ごみ量等に関しては、先行 LPP-E の調査資料をもとに検討する。 
 現時点 2013 年から目標年 2020 年にかけての廃棄物収集量の増加分のうち、民間業者の

収集量をのぞき、行政機関により収集する廃棄物に対して必要な収集車を必要な機材と

して算定する。 
 廃棄物中継基地で積み替えを行う収集車両は、原則として VUDAA が、所有するスキッ

プローダー(5m3)とコンパクタートラック(6m3)とし、大型の収集車両は含まないこととす

る。2020 年の計画積み替え量は、約 50 ton/日とする。 

（２） 施設 

「ラ」国には一般建築物の設計基準、設計コード等がないので施設の設計に際しては、日本の

設計基準に準拠することとした。 
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（３） 機材 

機材計画に際しては、「ラ」国対象 3 都市が実施する総合的な廃棄物管理計画全体のうち、特

に緊急性、必要性の高い機材を厳選することとした。 

（４） 要請内容から対象外とした機材 

VTE の焼却炉は全地域の病院やクリニックから発生する医療廃棄物を焼却する大型の仕様であ

った。一方で、2012 年 5 月に JICA が小型焼却炉を導入しており、これは病院数が 10 軒程度を対

象としている。第１次現地調査が実施された 2013 年 9 月の時点では小型焼却炉を用いて医療廃棄

物を処理する体制（法整備、実施主体）などが確立されておらず、その状況で大型の焼却炉を導

入するのは時期尚早ということで削除された。 

LPB の医療廃棄物収集車両は、2013 年 9 月に JICA によって供与されたため対象外とした。 

（５） ソフトコンポーネント 

これまで「ラ」国では、廃棄物中継基地は存在しなかったため、本件の施設計画、設計、施工

および運営は初めての経験となる。特にその運営面では、１）供与される収集車両による収集エ

リア拡大のうち中継基地に廃棄物を搬入する車両に関する配車計画の策定、２）中継基地施設の

適正な組織運営、および３）積み替えた廃棄物を搬送する大型コンパクタートラックの最終処分

場における進入路確保などを行う必要があり、これらを支援するためにソフトコンポーネントに

よる技術指導が必要となる。 

３-２-１-２ 自然環境に対する方針 

「ラ」国は熱帯モンスーン気候に属し、1 年は大きく雨期と乾期の二つの季節に分かれている。

雨期は 5 月下旬～10 月下旬で、雨量は雨期後半の 2 ヵ月間(9～10 月)が最も多くなる。乾期は

11 月上旬～5 月上旬にかけてであるが、その間ほとんど雨は降らず、3 月～4 月にかけて 35℃

を超える高温になる。 

・気温 15℃～35℃  

・標高 海抜 160～180m 

・降雨 1,500mm／年程度  

・雨期 5～10 月 

廃棄物中継基地の建築計画を行う際は、これらの気候条件のもとに廃棄物の積み替えエリアの

作業環境と管理事務所の居住性を考慮する必要がある。廃棄物の積み替えエリアについては、天

井高さが約 10m で床面積も広いため、維持管理を容易にするために自然通風による換気とし、日

中の直射日光の差込と雨の吹き込みを避けるため、開口部では開閉が簡単なオーバーヘッドドア

を計画する。管理事務所については常時、職員が居室で事務作業するのでエアコンによる空気調

整を計画する。「ラ」国に地震の記録はないが、安全で耐久性のある構造計画とする。 

廃棄物の収集車両については、各プロジェクトサイトの気候は一年を通じて高温･多湿であり、
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特に雨期の湿度が高く、路面の排水状態も悪いため、車両のシャーシや屋根・外板材料の防さび・

防蝕に留意する。また、燃料にも水分が混入している場合が多いため、混入水を分離するための

ウォーターセパレーターの装着を考慮する。 

３-２-１-３ 社会経済条件に対する方針 

「ラ」国の国家社会経済開発計画 2011-2012（計画投資省）によると、2011/2012 年の GDP は

8,061百万ドルで前年比 8.0％増となっており、国民一人あたりでは 1,263米ドルである。近年は 7％

を上回る高い経済成長率が続いていおり、この傾向は今後も続くと予想される。一般的に将来の

廃棄物量の発生量を予測する場合は、人口増加によるごみ排出量の増加と経済成長に伴う一人当

たりのごみ排出量の増加も考慮する必要があり、「ラ」国においては両者について十分な検討が

必要である。 

３-２-１-４ 建設事情／調達事情に対する方針 

（１） 建設技術 

「ラ」国の一般民家において特徴のある建築様式は、屋根勾配がある木造の高床式建築である。

通風を考慮し、雨漏りを防ぐ自然条件に対応した様式であると言える。古い寺院建築などは木造

とレンガ造の組み合わせで、比較的新しい建築物は主体構造が鉄筋コンクリート造で、特徴のあ

る屋根は軽量鉄骨で構成されている。本計画においても現地の一般的な工法を基本とし､廃棄物の

積み替え区画の構造躯体は RC 造、屋根は鉄骨造を採用し､外壁はレンガ積みモルタル下地吹付け

塗装とする。洗車場、トイレ棟およびトラックスケール管理棟については RC 造による現地の一

般的な工法を採用する。 

（２） 労務 

「ラ」国は VTE を含め大規模な建設プロジェクトは極めて少ない。このため特に建設に係る技

術者、熟練工が不足しており、ある程度品質を求められるプロジェクトの場合、タイやベトナム

等の周辺国から必要な人材を調達している。本案件では、日本人技術者と現地で調達可能な人的

資源で対応可能なシンプルな施設計画とし、施工についても特殊で複雑な技術は採用しないこと

とする。 

雨期（5 月から 10 月）は、VTE への出稼ぎ労働者たちが田植え作業のため農村部へ帰省するた

め、建設作業員の確保が難しくなる。そのため雨期における労務単価は若干高めになることに留

意する。 

（３） 建設資材 

主要建設資材は、現地製品と隣国タイからの建設資材が現地市場に出回っており、容易に入手

可能であるため現地調達を原則とする。労働力と同様に建設資材についても季節による変動があ

り、例えば川砂は雨期に確保することが難しいため資材単価が上昇することについても留意する。 

本案件では外構施設として駐車場を計画しているが、「ラ」国ではコンクリート舗装の材料が
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アスファルト舗装の材料よりも安価に手に入るため、コンクリート舗装を採用する。「ラ」国で

はアスファルト舗装の維持管理が出来ないため、維持管理が不要なコンクリート舗装を採用する

傾向にあり、そのためアスファルトの需要が減り多くのアスファルトプラントが撤退した。一方

で需要が増えたコンクリートを供給するため多くのセメントプラントが建設されたこともあり、

現在ではコンクリート舗装の方が安価であり主流となった。 

（４） 商習慣 

現地の建設資材市場で使われる基軸通貨はタイ・バーツ(Bahts)である。 

３-２-１-５ 現地業者の活用に係る方針 

（１） 建設施工に関する現地業者の活用 

「ラ」国内では現地建設会社が約 180 社存在しており、日本の建設会社も数社が VTE に事務

所を開設している。現地建設会社の大手は日本の無償資金協力案件に従事した経験も持っている

が、一般的に「ラ」国の現地建設会社は品質、出来高、工程、安全の管理能力はあまり高くない。

本案件の施設建設は一部に特殊設備の据え付けが含まれるが、それ以外は日本の建設会社の監理、

指導の下に現地建設会社、現地作業員を活用する施工計画を策定する。 

（２） 機材調達に関する現地業者の活用 

本案件では廃棄物の収集車両と処分場重機の機材調達を計画しているが、「ラ」国では日本製

のトラック、乗用車、重機が数多く利用されており、大部分の日本メーカーの純正スペアパーツ

は、現地代理店を通じて日本やタイから容易に入手できる。機材調達計画を策定する際は、「ラ」

国内に現地代理店が存在しており、スペアパーツの供給体制が確立されている機材仕様を考慮す

る。 

３-２-１-６ 運営・維持管理に対する方針 

（１） 廃棄物中継基地の運営・維持管理に対する方針 

廃棄物中継基地の積替え設備を計画する際は、運営・維持管理のための特殊な専門知識や高い

経費を必要としない「ラ」国でも容易に運営・維持管理できる構造設備を検討する。具体的には、

誰でも運転できるシンプルな構造であること、油圧式駆動の代わりに修理が簡単な機械式駆動を

採用すること、メンテナンス期間が短く費用も安価であることなどを考慮して設備を検討する。 

廃棄物の積替え業務については、ソフトコンポーネントにおいて１）供与される収集車両のう

ち廃棄物中継基地に関係する配車管理を適正に行うための支援、２）収集した廃棄物を廃棄物中

継基地で滞りなく積み替えて移送するための支援、３）廃棄物中継基地で積み替えられた廃棄物

を最終処分場で適切に処分するための支援をおこなって、適正な運営・維持管理についての能力

強化を図る。 
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（２） 機材に対する方針 

VUDAA は修理部門を保有しており、製造から約 15 年が超過した車両も修理及び部品交換を実

施しながら使用し続ける維持管理能力を保有しており、本案件においてごみ収集車両が調達され

た場合も、十分に維持管理する能力を保持していると考えられる。LPB, XYB に関しては市街地

に修理工場があるため維持管理する体制が存在する。初期操作・運用指導については調達車両に

ついて精通しているメーカー技術者を 2 週間程度派遣し、エンジンメンテナンスなどについての

技術指導を行う事とする。 

３-２-１-７ 施設･機材等のグレードの設定に係る方針 

（１） 施設建設 

自立発展性及び継続性を確保するため、廃棄物中継基地の維持管理が容易であることを優先す

る。VUDAA 関連の各施設においては、比較的良好に維持管理が実施されてきたため、施設のグ

レードに関しては、これらの施設と同等とする。 

（２） 機材調達 

VTE、LPB、XYB で現在使用されている機材は 10 年以上前に製造され旧式なものも多いが、

各サイトの運転要員、修理要員の現存機材の操作技術、修理技術の熟練度は高い。したがって調

達機材は、現有の運転要員、修理要員等にも維持管理が可能なシンプルな使用とし、電子機器等

を多用した仕様の採用は最小限にとどめるものとする。 

３-２-１-８ 工法／調達方法、工期に係る方針 

（１） 施設建設 

「ラ」国の気候は雨期と乾期が明確に分かれ、雨期に建設工事を実施した場合、施工内容の制

限、遅延等が発生しやすいので、特に基礎工事については、工事品質を確保するために雨期を避

ける工期を計画する。プロジェクト全体工程のクリティカルパスは、積み替え設備の設計、製造、

据え付けとなるので施設建設の工程は、これらを十分に考慮する必要がある。特に据え付けにつ

いては約 1 か月間を必要とするので、施設建設の作業と十分な調整を事前に検討する。 

（２） 機材調達 

本案件で調達を予定しているごみ収集車両、重機、ドラムタイプ貯留排出機は「ラ」国では生

産されていないため日本調達を基本計画とする。ドラムタイプ貯留排出機の据え付けと廃棄物中

継基地建設は密接に関係していることから、ドラムタイプ貯留排出機の輸送時期は全体施工計画

を考慮し計画する。また VTE 向けの調達ごみ収集車両（約 50 台）は本案件で建設される廃棄物

中継基地内に駐機することとなる。廃棄物中継基地建設前にこれらの車両を輸送してしまうと保

管場所の確保が難しいため、廃棄物中継基地建設の完成に合わせて輸送を行う計画とする。 
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３-２-２ 基本計画 

３-２-２-１ 敷地・施設配置計画 

本案件で建設する廃棄物中継基地施設の建設予定地は、VTE Xaysethha 郡 Nahai 村に位置する

VTE 所有の官地とする。本施設へは、Nahai 村の主要道路から北上する延長約 800m の接続道路を

通ってアクセスする。 敷地の広さは 160ｍ×80ｍの 1.28ha であり廃棄物中継基地の内訳は以下の

とおりである。 

廃棄物中継基地の内訳 

 中継施設棟 

 トラックスケール管理棟 

 進入斜路 

 トイレ棟 

 洗車場 

 その他の外構施設 

VTE 市内で廃棄物を収集した小型の収集車は、初めに本施設のトラックスケールで計量され、

その後、進入斜路を経て受入れ設備の投入ホッパーに廃棄物を排出する。投入ホッパーに排出さ

れた廃棄物は、スクリューコンベアによって貯留・排出設備の貯留ドラムに送り込まれ、さらに、

その貯留ドラムによって大型輸送車へ積み替えられる。大型車両は廃棄物中継基地から約 25km

離れた KM32 最終処分場へ運搬して廃棄する計画である。 

３-２-２-２ 建築計画 

（１） 平面計画 

１） 中継施設棟の平面計画 

中継施設棟は、廃棄物の受入れ・貯留・排出・防臭設備を備えた機械設備を運転することで、

廃棄物を適正に積み替えることを主目的とし、１）積み替え区画、２）管理区画、３）その他区

画の 3 区画からなる。積み替え区画は、廃棄物の積み替え機械設備を収容することを目的とし、

管理区画は機械設備の運営・維持管理および廃棄物の積み替えに係る車両の運転手・作業員の勤

務管理を行なうことを目的とする。その他区画はトイレや玄関、階段、倉庫などである。 

① 積み替え区画の必要面積 

積み替え区画は「貯留・排出設備室」「搬入車旋廻スペース」「プラットフォーム」「監視室」

からなる。 

ア) 貯留・排出設備室 

貯留ドラム（回転ドラム方式）・排出コンベア（ベルトコンベア式）設備 2 系統を収容す

る面積を計画する。 
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イ) 搬入車旋廻スペース 

地上から進入斜路を辿って上がってきた中小収集車(スキップローダー車(5m3)及びコンパ

クター車(6 m3))が旋廻するのに必要な面積を計画する。 

ウ) プラットフォーム 

収集車が収集ごみを投入ホッパーへ排出するために必要な面積を計画する。 

エ) 監視室 

貯留ドラムの操作監視員が常駐するために必要な面積を計画する。 

② 管理区画の必要面積 

管理区画は、中継施設棟の積み替えに係る車両のドライバーおよび収集作業員の勤務管理を行

う VUDAA 職員の事務室と局長室からなる。 

収集車のドライバーと作業員の勤務管理の責任部局は、VUDAA の KM7 ワークショップの

Waste Control & Service 局であり、その構成は、局長（1 名）と副局長（2 名）の下に、次の 3 つ

の部署：総務課（6 名）、財務課（16 名）、廃棄物収集運搬課 （3 名）からなる総計 28 名であ

る。これら 28 名を含む Waste Control & Service 局は、既存の KM７ワークショップから新設され

る中継施設棟へ移転する予定なので、これらの職員が執務することを想定して平面計画を策定す

る。Waste Control & Service 局の職員の職掌は、廃棄物収集車のドライバー・収集作業員の管理で

あり、財務課の一部の職員を除き管理職級の職位である。必要な管理区画を検討するにあたって

日本の国土交通省「新営一般庁舎面積積算基準」にある事務所の面積算定基準を参考にした。 

表 29 中継施設棟内の管理区画の算出根拠 

VUDAA Waste 
Control& Service 局

内の部署名 
必要面積(㎡) 人数

居室面積算定根拠 
(3.3 ㎡/人(基準値)×係数(等級))(注 1) 

備考 

局長 16.5m2 1 3.3×5 係数 5=課長級 
副局長 16.5m2 2 3.3×2.5 係数 2.5=補佐級 
総務課 35.64 m2 6 3.3×1.8 係数 1.8=係長級 

財務課 60.72 m2 16 
3 名×3.3×1.8 係数 1.8=係長級 
+13 名×3.3×1 係数 1.0=一般職 

廃棄物収集運搬課 17.82 m2 3 3.3×1.8 係数 1.8=係長級 
小計 147.18 m2    
補正値 14.72 m2   小計の 10％（注 2） 
執務ｽﾍﾟｰｽ小計 161.9 m2   小計＋補正値 

その他ｽﾍﾟｰｽ 

キッチン 12 m2  
最大 6 m2/箇所×2 箇所のｽﾍﾟｰｽを事

務スペース内に確保することを想

定 
 

合 計 173.9 m2    
注 1)｢新営一般庁舎面積積算基準｣（国土交通省）によると、一般官庁舎事務室の必要面積は、“3.3 ㎡/1 人×職位係数（1～30）”

により算定される。本案件では、職位係数を 1(一般職)～5(課長級)の範囲で設定した。 
注 2)｢新営一般庁舎面積積算基準｣に従い、補正値として基準の 10％を加えた。 
 

以上の結果から、中継施設棟には局長室および副局長室を含む合計 174 m2 を管理区画の必要面



 第３章 プロジェクトの内容 

46 

積として算出した。 

③ 中継施設棟の計画面積の一覧 

前述の管理区画、積み替え区画の必要面積計算を基に策定した計画面積を次表に掲載する。 

表 30 中継施設棟の計画面積一覧 

区画 階 室名 床面積(㎡) 内容・備考 

積み替え

区画 

1 
貯留・ 

排出設備室 
336.00 

貯留ドラム(回転ドラム方式)・排出コンベア(ベルトコンベア式)設備

2 系統の収容スペース 

2 
搬入車旋廻

スペース 
252.00 

地上からスロープ(進入斜路)を辿って上がってきたスキップローダ

ー車(5m3)及びコンパクター車(6m3)が旋廻するのに必要なスペース 

2 
プラット 
フォーム 

189.00 収集車が収集ごみをホッパーへ排出するために必要なスペース 

2 監視室 25.5 貯留ドラムの操作監視員の居室 

小計 802.5  

管理区画 

1 1 階事務室 84.00 
必要面積は事務の総面積(174 m2)-局長室面積(16.5 m2)=157.5 m2 
階あたり 157.5 m2/2=78.75 m2 以上を設置 

2 所長室 16.5 局長室面積は来客対応を兼ねて 16.5 m2 

2 2 階事務室 84.00 
必要面積は事務の総面積(174 m2)-局長室面積(16.5 m2)=157.5 m2 
階あたり 157.5 m2/2=78.75 m2 以上を設置 

小計 184.5  

その他 

区画 

1 
玄関ホール・ 
階段・トイレ 

42.00 トイレは 1 階で執務する管理職員用、男女別に設置 

2 
ホール・階段 

トイレ 
42.00 トイレは 2 階で執務する管理職員用、男女別に設置 

1 倉庫 24.00 スペアパーツ等の保管庫 

1 電気室 18.00 動力の主幹盤等の収容スペース 

小計 126.00 
 

合計   1,113.00 
 

④ 中継施設棟の平面計画 

積み替え区画と管理区画の面積を考慮した中継施設棟の平面計画を次表および次図に掲

載する。 

ア) 貯留・排出設備室 

貯留ドラム（回転ドラム方式）・排出コンベア（ベルトコンベア式）設備 2 系統を収容す

ることを目的とする。 
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図 23 平面図：貯留・排出設備室 

イ) 搬入車旋廻スペース 

地上からスロープ（進入斜路）を辿って上がってきた中小収集車(スキップローダー車(5 m3)

及びコンパクター車(6 m3))が旋廻することを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 24 平面図：搬入車旋回スペース 
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ウ) プラットフォーム 

収集車が収集ごみを投入ホッパーへ適正に排出することを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 25 平面図：プラットフォーム 

エ)  監視室 

貯留ドラムの操作監視員が常駐することを目的とする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 26 平面図：監視室 
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オ) 1 階、2階事務室 

中継施設棟の積み替えに係る車両のドライバーおよび収集作業員の勤務管理を行なう VUDAA

職員が執務することを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 27 平面図：1 階（左図）2 階（右図）事務室 

カ) 所長室 

収集車のドライバーと作業員の勤務管理および廃棄物中継基地運営を総括する所長が執務する

ことを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 28 平面図：所長室 

２） トラックスケール管理棟の平面計画 

トラックスケールを施設のメインゲート付近に設置する。その目的は、廃棄物中継基地内へご

みを運搬してくる収集車両のごみを計量して、廃棄物中継基地運営の基礎データを収集すること

である。本建物は、データ収集を行う職員用に建設される。構造は、鉄筋コンクリート造＋組積

造、平屋建てとする。トラックスケールはロードセル 4 点式で秤量は 50ton とする。 
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図 29 平面図：トラックスケール管理棟 

３） トイレ棟の平面計画 

車両のドライバー、収集作業員およびトラックスケール管理棟の監視員専用のトイレ。利用者

は最大 70 人と設定。合計 4 器設置。構造は、鉄筋コンクリート造＋組積造、平屋建てとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 30 平面図：トイレ棟 
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４） 進入斜路の平面計画 

ごみ収集車（スキップローダー車およびコンパクター車）が、地上から中継施設棟 2 階のプラ

ットフォームへ上がるための斜路であり、道路勾配は 10 パーセントで設置する。 

 

図 31 平面図：進入斜路 

５） 洗車場の平面計画 

 車両の定期的な洗浄により長期間の車両維持が可能となるため、洗車のためのスペースを設け

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 32 平面図：洗車場 

６） 外構の平面計画 

① 駐車場 

市内で回収したごみの積み替えのために来る小型車両 9 台（スキップローダー車（5 m3）5 台＋
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コンパクター車（6 m3）4 台）および廃棄物中継基地から最終処分場へ向かう大型コンパクター車

（20 ㎥）3 台の保管場所として、最低限これら車両の駐車スペースを確保する。舗装は「ラ」国

で一般的なコンクリート舗装とする。 

② ゲート 

「ラ」国側の費用負担でゲートを場内道路の施設入口付近に設置する。収集車両の出入りを管

理すること、また夜間の不法侵入を防止する目的で設置する。ゲートは鉄製でマニュアルによる

開閉とする。 

③ フェンス 

「ラ」国側の費用負担で、廃棄物中継基地の敷地境界に設置する。 

④ 場内道路 

ゲートと中継施設棟間を結ぶ一般車両および収集車両用場内道路を敷設する。場内道路の舗装

は、コンクリート舗装とする。なお、路肩部分には U 字側溝を設け、雨水排水を行う。 

（２） 断面計画 

断面計画は以下のとおりとする。 

 建設予定地東側の現況道路は標高 EL+181.0m、計画地西側の地盤の標高は EL+179.5m で、

約 1.5ｍの高低差がある。造成の負担を減らすために、可能な限り現況の地盤レベルを基

準として地表勾配沿いの 設計地盤レベル（GL）を設定する。 

 集中豪雨による冠水を避けるため、1 階床基準高は GL より+20cm とする。 

 積み替え区画の屋根はトラス形式とする。 

 管理区画およびその他区画の屋根はコンクリートスラブアスファルト防水とする。 

 居室は天井を貼り、天井内の空気層でも断熱を行う 

 積み替え区画のプラットフォームの階高は、1 階床高＋4,500 ㎜を 2 階プラットフォーム

床上高さとする。 

 積み替え区画の貯留排出設備室は、床レベル＋10,700 ㎜を天井梁下とする。 

 管理区画およびその他区画の 居室は、天井高さ１階 2,800mm、2 階 2,850mm により決定

する。 

（３） 構造計画 

１） 構造計画条件 

 VTE において地震は記録されておらず、基準値もないため考慮しない。 

 VTE においては、過去台風等の強風は発生していない。ただし、モンスーン時の突風を

考慮して、設計基準風速 50m/s を採用し、クライテリアは短期許容応力以内とする。 
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 本件建設地での地質調査データから、地層は表土（厚さ約 1.0ｍ）、ラテライト（厚さ約

1.0m～2.0m）、礫混じり砂質シルト（厚さ約 2.0m～3.0m）、シルト質粘土（厚さ約 2.0m
～3.0m）、シルト質細砂などからなる。N 値は約 10～50 であり、地下水位は地盤-2.0m
～-3.0m となっている。 

２） 構造計画 

 積み替え区画：貯留・排出設備室およびプラットフォームは間口 14ｍの無柱空間で、屋

根はロングスパンの梁となるため鉄骨トラス構造とする。プラットフォームの主架構は

現地材料のコンクリートと鉄筋による鉄筋コンクリート造とし、純ラーメン架構とする。 

 管理区画、その他区画：主架構は現地材料のコンクリートと鉄筋による鉄筋コンクリー

ト造とし、純ラーメン架構とする。壁は、部分は現地材料のレンガ壁とする。 

 プラットフォーム、進入斜路：管理区画の主架構は現地材料のコンクリートと鉄筋によ

る鉄筋コンクリート造とし、純ラーメン架構とする。 

３） 基礎計画 

 積み替え区画は、積み替え設備や廃棄物収集車両が走行するなど活荷重と死荷重は大き

く、管理区画、その他区画については、RC 構造の 2 階建なので荷重は大きい。一方で支

持地盤は、地表面から深度 1ｍ程度に存在するため建物全体の基礎は、杭無しのフーチ

ング基礎とする。 

 ドラムタイプ貯留排出機の基礎は別構造とする。 

４） 設計荷重 

 地震荷重：過去に地震の実績は無いため、地震荷重は考慮しない。 

 風荷重：台風の被害記録はないが、日本の基準並とし設計基準風速 50m/s を採用する。 

 積載荷重：（日本国）建築基準法、施行令等を参考に下表とする。 

表 31 代表積載荷重 

居室名 
積載荷重（Ｎ/m2） 

床用 架構用 地震用 

積替え区画 16,000 8,000 4,000 
管理区画／その他区画 2,900 1,800 800 

出典：日本国建築基準基準法 

 

５） 使用材料 

 コンクリート：「ラ」国産セメントを使用し、コンクリートの設計基準強度は、構造体

が Fc 24N/mm2、捨コンは 28N/mm2、トラックスケール基礎は 28N/mm2 とする。 

 鉄筋：「ラ」国産の異形鉄筋 SD295（DB16 以下）および SD390（DB20、DB25）を使

用する。 

 鉄筋の継手：現地では鉄筋の圧接ができないため、重ね継手とする。 
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 鉄骨：タイ産の鉄骨とし、日本の JIS G 3101 SS400 と同等品とする。 

（４） 設備計画 

１） 空調設備 

管理区域の空調設備は、部屋の用途に応じた空調機を計画し、自然通風にも対応する計画とす

る。積み替え区画は、廃棄物収集車両の通行のために常時、出入り口が解放されているので空調

設備は設置しない。その他区画は共用部分が主なので空調設備を設置しない。 

空調に使用する空調機は、「ラ」国内で一般的に利用されている空調機（セパレート型エアコ

ン）を採用する。 

２） 換気設備 

基本的に自然換気とする。ただし、臭気や湿気が発生する居室は換気設備を設置する。 

３） 給水排水設備 

VTE の上水は、市内に設置された水道公社の高架水槽から供給されている。近隣の既存の配水

管から本件建設予定地までは、約 1 ㎞はなれているが「ラ」国側の負担でプロジェクト開始まで

に配水管が施工される予定である。 

① 引込設備 

上水の引き込みは、建設予定地北側の道路に埋設される予定の本管 (配管サイズ 150 Φ)から建

設予定地内東側の受水槽まで引き込む。工事区分は、上水本管の分岐からメーター取付け位置ま

でを水道公社工事とする。メーター以降は本工事にて施工する。 

② 給水設備 

受水槽 6.6m3 を設置し加圧給水ポンプにて給水タンク 2m3 へ送水する。受水槽は 2 槽式ポンプ

室付のものとして水位制御（ボールタップ）を用いて制御する。給水タンクは、2 槽式とし、管

理区画の屋上に設置し、ここから各所へ送水する。 

ア) 中継施設棟 

(ア) 職員 30 名ｘ30 リットル/人（トイレ他）   ＝ 900 リットル/日 

(イ) 収集車両洗車 49 台ｘ15 リットル/分ｘ4 分/台   ＝2,940 リットル/日 

(ウ) 貯留ドラム洗浄 2 台ｘ15 リットル/分ｘ10 分/台   ＝ 300 リットル/日 

イ) トイレ棟：ドライバー43 名＋収集作業員 86 名＝129 名 

(エ) 127 名ｘ5 リットル/人（トイレ他）    ＝ 635 リットル/日 

(オ) 64 名ｘ25 リットル/人（シャワー）    =1,600 リットル/日 

                                                合計 6,375 リットル/日       
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③ 衛生器具設備 

衛生器具設備はそれぞれ以下のタイプとする。 

表 32 衛生器具設備のタイプ 

衛生器具設備 タイプ 備考 

小便器 フラッシュバルブ式  

大便器 洋式 
ロータンク式、 大便器ブース内に、「ラ」国内で一般的

に設置されている小型ハンドシャワーを設置する。紙巻

器も設置する。 

 

アジア式便器 単水栓を設置する。  

手洗器  カウンター式、単水栓  

 

④ 排水設備 

建設予定地内において汚水・雨水の排水は分流とする。 

中継施設棟の管理区画と作業員やドライバーのトイレ棟から発生する汚水排水は、保守管理の

簡便な浄化槽を各棟に設置し、そこで処理した後に地下浸透させる。洗車場から発生した洗浄水

は、オイルトラップを経て汚水槽に貯留する。同様に維持管理の一環として行う積み替え施設の

洗浄の際に発生する洗浄水も同じ汚水槽に貯留し、1 日 1 回バキュームカーで汲み取って KM32

最終処分場へ運搬して廃棄する。それぞれの浄化槽と汚水槽の容量算定根拠は次のとおりである。 

表 33 汚水設備の容量算定根拠 

施設名 容量 算定根拠 

中継施設棟浄化槽 2m3  (カ) 職員 30 名ｘ30 リットル/人（トイレ他）＝900 リットル

/日 
900 リットルｘ1.2（安全率）＝1.08m3<2m3 

トイレ棟浄化槽 3m3 (キ) 127 名ｘ5 リットル/人（トイレ他）＝635 リットル/日 
(ク) 64 名ｘ25 リットル/人（シャワー） ＝1,600 リットル/日 
           合計 2,145 リットル/日 
2,335 リットルｘ1.2（安全率）＝2.68m3＜3m3 

汚水貯留槽 10m3 (ケ) 収集車両洗車 49 台ｘ15 リットル/分ｘ4 分/台/日 
＝3,225 リットル/日 

(コ) 貯留ドラム洗浄 2 台ｘ15 リットル/分ｘ10 分/台 
＝ 300 リットル/日     

    合計 3,240 リットル/日 
3,240 リットル×3 日＝9.72m3 

 

雨水排水施設は、降雨強度を 130mm/時、降雨確率年 3 年で計画し、収集した雨水は建設予定地

内の北西角に設置する放流工から隣地の原野へ放流する。排水溝への接続工事は本工事とする。 
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４） 消火設備 

「ラ」国には、近い将来日本の消防法に準じた消防法を作成する予定はあるもの、現在消防法

は整備されていない。このため本計画においては、日本の基準に準じた消防設備を設置する。 

表 34 消火設備 

消火設備 設置場所 
消火器 歩行距離 20m 以内に1 台設置 

５） 電気設備 

① 電力引込設備 

建設予定地周辺には高圧架空線が存在しないため、「ラ」国側の負担事項として工事開始まで

に Nahai 村の幹線道路から建設予定地の前面道路まで高圧架空線(100kV、50Hz)を敷設する予定で

ある。本案件では、この高圧架空線(100kV、50Hz)から架空にて電力を引き込むこととする。建設

予定地内引込第１柱の上に変圧器を設置し、低圧(380/220V)に降圧して、建物内電気室に引き込む。

変圧器 1 次側開閉器の接続まで、「ラ」国側負担工事となる。 

変圧器の 2 次側に積算電力計(電力会社工事)と配電盤を設置し、以降建物内電気室へ引込む。

停電は雨期に落雷があった時のみであること(年 2～3 回程度)、日常的に電力は安定して供給され

ていること、本施設は緊急を要する用途を持たないこと等から発電機は設置しない。 

エアコンの配線には、メンテナンス用の開閉器箱を設ける。貯留ドラム（回転ドラム方式）・

排出コンベア（ベルトコンベア式）設備、ポンプの異常、タンクの水位異常の警報を各動力分電

盤に表示それらの信号を一括して、機械室の動力分電盤まで送信し、管理事務室に設ける警報盤

に警報表示させる。 

② 電灯設備 

一般諸室および積み替え区画の照明に関しては、「ラ」国内で一般的であり入手が容易で照明

効率の高い蛍光灯を主体として照度基準は JIS をベースに計画する。 

主要室の照度と照明器具は、下表による。 

表 35 照明器具と照度 

区画 階 居室名 照明器具 照度 

積み替え区画 
1 貯留・排出設備室 逆富士型 300Lx 
2 プラットフォーム 逆富士型 300Lx 

2 監視室 逆富士型 300Lx 

管理区画 
1 1 階事務室 埋込型 300Lx 

2 所長室 埋込型 300Lx 

2 2 階事務室 埋込型 300Lx 

その他区画 

1 玄関ホール・階段・トイレ 逆富士型 75Lx 

2 ホール・階段トイレ 逆富士型 75Lx 

1 倉庫 逆富士型 75Lx 
1 電気室 逆富士型 75Lx 

外部  防犯灯 壁付（防水型） 75Lx 

 駐車場、緑地帯 ポール型（防水型） 75Lx 
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③ コンセント設備 

コンセントは、各室の必要に応じた数を設置する。積み込み区画には、メンテナンス時の照明

用のコンセントを用意する。 

④ 電話設備 

電話設備は携帯電話を使用することを想定しているため設置しない。 

⑤ 放送設備 

中継施設棟及び場外への必要事項の伝達用として放送設備を設置する。2 階事務室に放送アン

プを設置し、積み替え区画及び場内駐車場にスピーカーを設置する。 

表 36 放送設備機器仕様 

機器仕様 トランペットスピーカー、卓上型放送アンプ、CD プレイヤー、マイクロフォン 

⑥ 雷保護設備 

避雷導線を設置し建物をカバーする。「ラ」国には、避雷設備の設置基準が無いため、日本の

｢JIS A 4201：1992｣に基づいて計画する。 

⑦ トラックスケール 

トラックスケール管理棟の照明及びコンピュータ、トラックスケールのロードセル用として単

相電力を引き込む。 

⑧ トイレ棟 

トイレ棟は照明用として単相電力を引き込む。 

（５） 建築資材計画 

「ラ」国の場合、建設資材は国内で一般的に入手できる多くのものはタイからの輸入品となる

が、主要な建設資材は、同国で一般的なもので将来独自でメンテナンス可能なものを採用する。 

以下に建物の主な外部仕上げと内部仕上げを示す。 
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表 37 外部仕上げ表 

施設 区画 部位 仕上げ 

中継施設棟 

積み替え区画 

屋根 
波型カラー鉄板/アスファルトルーフィング 
/セメントボード/断熱材 

外壁 レンガ 1 枚積み、モルタル下地、EP 塗装 

建具 アルミサッシ、鋼製扉 UE 塗装、オーバースライドドア 

管理区画 
/その他区画 

屋根 RC スラブ屋根/アスファルト防水 

外壁 レンガ 1 枚積み、モルタル下地、EP 塗装 

建具 アルミサッシ、鋼製扉 UE 塗装 

トラックスケール管理棟 

屋根 
コンクリート瓦/アスファルトルーフィング 
/セメントボード/断熱材 

外壁 レンガ 1 枚積み、モルタル下地、EP 塗装 

建具 アルミサッシ、鋼製扉 UE 塗装 

洗車場 
屋根 波型カラー 

外壁 レンガ 1 枚積み、モルタル下地 

トイレ棟 

屋根 
波型カラー鉄板/アスファルトルーフィング 
/セメントボード/断熱材 

外壁 レンガ 1 枚積み、モルタル下地、EP 塗装 

建具 アルミサッシ、木製扉 CL 塗装 

 

 

表 38 内部仕上げ表 

施設
名 

区画 
階
数 

居室名 
仕上げ 

床 幅木 壁 天井 

中継施
設棟 

積替 
区画 

1 
貯留 
排出設備室 

コンクリ 
直押え 

モルタル/金ゴテ
EP 塗装 

モルタル/金ゴテ 
EP 塗装 

- 

2 
プラット 
フォーム 

コンクリ 
直押え 

モルタ/金ゴテ 
EP 塗装 

モルタル/金ゴテ 
EP 塗装 

- 

2 監視室 磁器タイル ソフト幅木 
モルタル/金ゴテ 

EP 塗装 
化粧石膏 
ボード 

管理
区画 

1 事務室 磁気タイル ソフト幅木 
モルタル/金ゴテ 

EP 塗装 
化粧石膏 
ボード 

2 所長室 磁気タイル ソフト幅木 
モルタル/金ゴテ 

EP 塗装 
化粧石膏 
ボード 

2 事務室 磁気タイル ソフト幅木 
モルタル/金ゴテ 

EP 塗装 
化粧石膏 
ボード 

その
他区
画 

1 
玄関ホール 
・階段・トイレ 

磁器タイル ソフト幅木 
モルタル/金ゴテ 

EP 塗装 
化粧石膏 
ボード 

1 倉庫 
モルタル 
金ゴテ 

モルタル/金ゴテ
EP 塗装 

モルタル/金ゴテ 
EP 塗装 

コンクリ 
打放し 

1 電気室 
モルタル 
金ゴテ 

モルタル/金ゴテ
EP 塗装 

モルタル/金ゴテ 
EP 塗装 

コンクリ 
打放し 

2 
ホール・ 
階段トイレ 

磁器タイル ソフト幅木 
モルタル/金ゴテ 

EP 塗装 
化粧石膏 
ボード 

トラックスケール管理棟 磁気タイル ソフト幅木 
モルタル/金ゴテ 

EP 塗装 
化粧石膏 
ボード 

洗車場 
コンクリー
ト直押え 

モルタル金コテ モルタル金コテ 
化粧石膏 
ボード 

トイレ棟 

洗面室 磁器タイル
モルタル/金ゴテ

EP 塗装 
モルタル/金ゴテ 

EP 塗装 
化粧石膏 
ボード 

トイレ 磁器タイル 磁器タイル 
床上 15cm まで磁器タ
イル/以上はモルタル

金ゴテ EP 塗装 

化粧石膏 
ボード 
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３-２-２-３ 機材計画 

（１） 全体計画 

目標年度における必要機材の算定にあたっては、以下の方針で行った。 

i) 2013 年のごみ収集サービスエリアとその収集率（ごみ収集サービス契約率）を調査し、こ

れを GIS Mapping 処理によって視覚的に表わし、「ラ」国側とごみ収集の現状を確認する。 

ii) 2013 年の VUDAA または UDAA による収集サービスエリアと、民間業者による収集エリ

アを明確に区別する。 

iii) 目標年次の 2020 年における計画ごみ収集エリアと、そのエリアにおける計画収集率を「ラ」

国側と協議し、実現可能な目標を設定した。同じく GIS Mapping 処理を行い、幹線道路と

の位置関係などを視覚的に確認する。 

iv) 目標年 2020 年の収集エリアも VUDAA、UDAA と民間業者と区別する。 

v) 2013 年から 2020 年にかけてのごみ収集量の増加分のうち、民間分を除いた行政による収

集ごみ量に対する必要機材（収集車）を算定する。 

vi) 廃棄物中継基地で積み替えを行う収集車両は、原則として VUDAA が、所有するスキップ

ローダー(5m3)とコンパクタートラック(6m3)とし、大型の収集車両は含まないこととする。

廃棄物中継基地における 2020 年の計画積み替え量は、約 50 ton/日とする。 

2013 年のごみ収集エリアと 2020 年の目標ごみ収集エリアを次図に示す。 
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図 33 2013 年のごみ収集エリア(上図)と 2020 年の目標ごみ収集エリア(下図) (VTE) 
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 図 34 2013 年のごみ収集エリア(上図)と 2020 年の目標ごみ収集エリア(下図) (LPB) 
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図 35 2013 年のごみ収集エリア(上図)と 2020 年の目標ごみ収集エリア(下図) (XYB) 
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表 39 2013 年と 2020 年のごみ収集量、人口とごみ収集率 

対象地 実施主体 
2013 2020 ごみ収集量

増分 
ton /日 

人口 
ごみ収集量 

ton /日 
収集率% 
(人口比) 

人口 
ごみ収集量 

ton /日 
収集率% 
(人口比) 

VTE 

VUDAA 70,495 69.3 8.6% 199,596 259.7 18.6% 190.4

民間業者 97,434 97.4 11.9% 234,281 304.8 21.8% 207.4

小計 167,929 166.7 20.5% 433,877 564.5 40.4% 397.8

未収集 652,826 - 79.5% 641,123  59.6% 

合計 820,755 - 100.0% 1,075,000  100.0% 

LPB 

UDAA 33,362 20.6 38.4% 48,319 54.4 49.1% 33.8

民間業者 26,010 16 30.0% 29,470 21.2 30.0% 5.2

小計 59,372 36.6 68.4% 77,789 75.6 79.1% 39

未収集 27,413 31.6% 20,541  20.9% 

合計 86,785 100.0% 98,330  100.0% 

XYB 

UDAA 31,099 19.2 43.5% 47,594 39.1 59.3% 19.9

民間業者 5,629 3.5 7.9% 6,319 5.2 7.9% 1.7

小計 36,728 22.7 51.4% 53,913 44.3 67.2% 21.6

未収集 34,721 48.6% 26,287  32.8% 

合計 71,449 100.0% 80,200  100.0% 

 

（２） 対象機材 

１） 調達機材の一覧表 

本事業で調達を予定している機材を次表に掲載する。各調達機材の数量の算出根拠を巻末

の参考資料 7-5 に添付する。 

表 40 調達機材一覧表 

 

分類 機材名 単位 VTE LPB XYB 合計 

収
集
機
材

 

コンパクタートラック(20m3) 台 3 - - 3 

コンパクタートラック(10m3) 台 16 - 2 18 

コンパクタートラック(6m3) 台 17 4 - 21 

コンパクタートラック(6m3 4WD) 台 4 - - 4 

ダンプトラック(10m3) 台 2 3 1 6 

スキップローダー（5m3） 台 4 1 1 6 

医療廃棄物用収集車 台 1 - - 1 

処
分
場

機
材

 ブルドーザ(21t) 台 1 - - 1 

ブルドーザ(10t) 台 - 1 - 1 

エクスカベータ(0.6m3) 台 - - 1 1 

廃棄物中継基地機材 基 2 - - 2 

そ
の
他

 散水車 台 1 1 1 3 

汚水用バキュームカー(6m3) 台 1 - - 1 

洗車機 台 2 1 1 4 
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２） VTE 

VTE の計画対象機材を次表に掲載する。 

表 41 VTE の計画対象機材 

項目 
要

請 
検討 
結果 

理由 

6m3 

コンパクタートラック 
〇 〇  廃棄物中継施設への運搬車両は、収集・運搬効率を考慮

し6 m3コンパクタートラックを計画する。 
 廃棄物中継基地を経由せず各収集エリアから直接最終

処分場へ運搬する車両として、収集・運搬効率や狭幅員

の収集エリアを考慮し、10m3コンパクタートラックと6 
m3コンパクタートラックの両タイプを採用することと

し、その比率を1：1の台数比で計画する。 

10m3 

コンパクタートラック 
〇 〇 

20m3 

コンパクタートラック 
－ 〇 

 廃棄物中継基地から最終処分場へ運搬する際、大量のご

みを一度に運搬できること、廃棄物中継基地から最終処

分場までのルートは広幅員道路が整備されていること

から20 m3コンパクタートラックを計画する。 

ダンプトラック － 〇 
 コンパクタートラックでは収集できない剪定ごみ等を

収集するためダンプトラックを計画する。 

スキップローダー 〇 〇 

 スキップローダーは収集・運搬効率を上げるため廃棄物

中継基地を経由することを計画しているが、現有5台の

内、老朽化している4台を入れ替える計画とする。 

ブルドーザー 〇 〇 
 最終処分場に搬入されたごみの敷き均し、締め固め用の

重機としてブルドーザーを計画する。 
長距離輸送車 
（トレーラー） 

〇 － 
 トレーラーに代わる輸送車として上記コンパクタート

ラック20 m3を計画している。 

エクスカベータ 〇 － 
 覆土材の掘削、積み込み作業用の重機としてエクスカベ

ータを計画する。 

散水車 〇 〇 
 最終処分場内道路の路面乾燥から発生する砂、粉塵の飛

散防止対策、投棄されたごみの火災時における消火目的

として散水車を計画する。 

汚水用 
バキュームカー 

－ 〇 

 廃棄物中継基地内で発生する収集車両や積替設備の洗

浄水は地下タンクに一旦貯留され最終処分場内にある

「し尿処理施設」で処理されることになるが、この間を

運搬する車両としてバキュームカーを計画する。 

医療廃棄物用焼却炉 〇 － 
 焼却炉は既にLPP-E（2012年）で供与しているため、供

与内容から外す。 

医療廃棄物用収集車 〇 〇 
 VTE市内の病院から感染性廃棄物を収集して焼却処理

場まで運搬する医療廃棄物用収集車を計画する。 

洗車機 － 〇 
 調達機材を有効により長く使用するためには日頃の洗

車が必須であることから、洗車機を計画する。 

ドラムタイプ貯留排出機 〇 〇 
 廃棄物中継施設でごみの積み替えを行うための機材を

計画する。 
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ア) 廃棄物中継基地のごみ積み替え機械システムの計画 

ごみ中継輸送とは、各地で収集したごみを一箇所に集め（1 次輸送）、より大型の車両へ積み

込えて最終処分場まで輸送（2 次輸送）する輸送プロセスであり、収集と輸送を区分してごみの

収集輸送の効率化を図る目的で行われる。しかし、あらゆる状況下において効率化が図れるわけ

ではなく、ごみ収集された地点から最終処分場までの輸送距離や道路状況によっては、収集車両

が中継基地施設を経由せずに最終処分場へ直接輸送した方が効率的なケースがある。そのため、

大型車両の場合、最終処分場までの輸送距離がある程度長くても、道路状況によっては中継基地

施設を経由せずに最終処分場へ直接輸送したほうがよいケースも有り得る。以上のケースを留意

しながら廃棄物中継施設のドラムタイプ貯留排出機を計画する。 

イ) 廃棄物積み替え量の算定 

1997 年に実施された無償資金協力事業「「ラ」国首都圏廃棄物処理計画（D/D）」を通じて VTE

側へ供与した 5 台のスキップローダー車（5 m3）は、現在も稼働中であり、その全てが VTE の市

街地で稼動しており、各所で収集されたごみは、KM7 ワークショップの簡易な施設で積み替えら

れている。KM7 ワークショップにある簡易な積み替え施設では危険を伴う作業が行われており、

改善する必要性が求められている。少なくともスキップローダー車（5 m3）5 台分が 1 日あたりに

収集するごみ量が受け入れられる規模のドラムタイプ貯留排出機を計画する必要がある。 

廃棄物中継基地で積み替えられるごみ量を現地調査した結果、上述のスキップローダー車によ

る積替え量は 33～34t／日であり、さらに今回の無償資金協力事業で供与されるコンパクター車（6 

m3）2 台により 18t／日が積み替えられることから、廃棄物中継基地における計画ごみ積み替え量

は合計 51～52t／日とした。このごみ量を適切に処理する上で、費用面や効率性を勘案しながら適

切な機械システムを提案する。 

ウ) ごみ積み替え機械システムの選定 

一般的にごみ積み替え機械システムは、コンパクタ・コンテナ式、ドラムタイプ貯留排出機方

式、ホッパー方式が採用されている。各方式間には、コスト、処理能力、維持管理面等でメリッ

ト・デメリットがある。機械システムの採用に関し、廃棄物中継基地でのごみ積み替え量（51～

52 t/日）や「ラ」国側の技術面・財務面からの維持管理能力などを勘案し、ドラムタイプ貯留排

出機方式が適切であると判断した。
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表 42 ごみ積み替え機械システムの検討

方式 コンパクタ•コンテナ方式 ドラムタイプ貯留排出機方式 ホッパ方式 
概念図    

概要 供給されたごみをコンテナに圧縮し詰み込む機能を有す

るコンパクタと駆動源からなる。コンテナは汚水も貯留

出来る密閉式であり、脱着装置付きコンテナ専用車で運

搬する。 

貯留排出機方式は、ごみを連続かつ定量的に切り出すことが出

来る構造となっている。収集車によるごみの投入を容易にする

ため、貯留排出機上層部に小容量の投入ホッパおよび供給装置

を設けることが多い。 

収集したごみをホッパに卸し、ホッパ下の車両やコンテナに積

み替える簡易な方式である。車両は大型ダンプ車、脱着装置付

きコンテナ専用車等が用いられる。ホッパの下に車両が置かれ

た時のみ投入が可能となる。 
1系列の最

小取扱量 
40～60 ㎥／hour の処理能力をもつ。1 日あたりでは、300
㎥／日（1 日あたりの稼働時間を 5hour と仮定） 

 パッカー車の容量による。排出時間は、1 ㎥/分。 
 貯留排出機（ダスト・ドラム）の容量は、6～40 ㎥。 

大型ダンプ車またはコンテナ容量による。 

運営／維

持管理 
 専門知識は不要である。 
 2 名の作業員が運転を監視する。 
 電力と水を必要とする。 
 コンテナのパッキンは 1 年に１度交換が必要。 
 6 ヶ月に 1 度、集塵機のフィルター、活性炭(1t)の交

換を必要とする。 
 1 年に 1 度、シリンダーの維持管理が必要。 

 専門知識は不要である。 
 2 名の作業員が運転を監視する。 
 電力を必要とする。 
 清掃時に水を必要とする。 
 貯留排出機は、定期的なメンテナンスが必要である。 
 適宜、ホッパのメンテナンスが必要である。 

 専門知識は不要である。 
 2 名の作業員が運転を監視する。 
 電力は不要である。 
 清掃時に水を必要とする。 
 適宜、ホッパのメンテナンスが必要である。 

建設費  施設に必要な延床面積および敷地面積は、他の 2 方式

と比べて広い面積を必要とする。そのため、建物建設

費は 3 つの方式の中で最も高い。 
 特殊設備の建設費は 3 方式で最も高い。 

 施設に必要な延床面積及び敷地面積は、コンパクタ・コン

テナ方式と比べて小さく抑えられる。 
 施設の延床面積は、ホッパ方式と同程度。 
 特殊設備の建設費は、3 方式のうち中程度である。 

 施設に必要な延床面積及び敷地面積は、コンパクタ・コン

テナ方式と比べて小さく抑えられる。 
 施設の延床面積は、貯留排出機方式と同程度。 
 特殊設備の建設費は 3 方式のうち最も安価である。 

運営費 3 方式で最も高い 3 方式のうち中程度である。 3 方式で最も安い。 
周辺環境

への影響 
 防塵、防臭装置が必要となるが、規模は小さい。  防塵、防臭装置が必要な場合があるが規模は小さい。  防塵、防臭装置が必要であるが、規模は 3 方式の中で最も

大きい。 
作業中の

汚水 
 処理の過程で発生する汚水の量は、3 つのシステムの

中で最も多い。 
 処理の過程で発生する汚水の量は、3 つのシステムの中で

中程度である。 
 処理の過程で発生する汚水の量は、3 つのシステムの中で

最も少ない。 
総合評価  積み替え能力は高い一方で、環境への影響は低い。し

かし、運営維持管理費が高いため「ラ」国が継続して

適正な運営を継続するのは困難と推測される。 

 積み替え能力は中程度であり、環境への影響は低い。操作

は容易で運営維持管理費も廉価であるため「ラ」国が適正

な運営を継続することが可能である。 

 積み替え能力は高く、操作も容易であるが、環境への影響

は 3 方式の中でもっとも大きい。環境影響を低減する対策

を講じた場合に維持管理費が高くなり、結果として「ラ」

国が継続して適正な運営を継続するのは困難と推測され

る。 

天蓋付きコンテナ方式 大型ダンプ車方式 
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３） LPB 

LPB の計画対象機材を次表に掲載する。 

表 43 LPB の対象機材 

項目 要請 
検討

結果
理由 

6m3コンパクター 
トラック 

〇 〇 

 市街地においては、ごみの飛散、臭気、ごみ汁等の環

境面を考慮したコンパクタートラックを基本とし、道

路幅員が狭い箇所や、行き止まり道路が多いことから

車体の比較的小さい6m3を計画する。 

ダンプトラック 〇 〇 
 郊外は現況の収集方法と同じ大容量を収集できるダン

プトラックを計画する。 
スキップローダー 〇 〇  現有1台が老朽化しているため、1台を入れ替える。 

ブルドーザー 〇 〇 
 最終処分場に搬入されたごみの敷き均し、締め固め用

の重機としてブルドーザーを計画する。 

散水車 〇 〇 
 最終処分場内道路の路面乾燥から発生する砂、粉塵の

飛散防止対策、投棄されたごみの火災時における消火

目的として散水車を計画する。 

洗車機 － 〇 
 調達機材を有効により長く使用するためには日頃の洗

車が必須であることから、洗車機を計画する。 
医療廃棄物用収集

車 
〇 － 

 2013年にJICAラオス事務所が供与したため、対象から

外す。 

 

４） XYB 

XYB の計画対象機材を次表に掲載する。 

表 44 XYB の対象機材 

項目 要請 
検討

結果
理由 

10m3コンパクター 
トラック 

－ 〇 

 市街地においては、ごみの飛散、臭気、ごみ汁等の環

境面を考慮したコンパクタートラックを基本とし、幅

員の広い道路が多いため比較的車体の大きい10m3を計

画する。 

ダンプトラック 〇 〇 
 郊外は現況の収集方法と同じ大容量を収集できるダン

プトラックを計画する。 
スキップローダー 〇 〇  現有1台が老朽化しているため、1台を入れ替える。 

エクスカベータ － 〇 
 覆土材の掘削、積み込み作業用の重機としてエクスカ

ベータを計画する。 

散水車 〇 〇 
 最終処分場内道路の路面乾燥から発生する砂、粉塵の

飛散防止対策、投棄されたごみの火災時における消火

目的として散水車を計画する。 

洗車機 － 〇 
 調達機材を有効により長く使用するためには日頃の洗

車が必須であることから、洗車機を計画する。 
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３-２-３ 概略設計図 

協力対象施設の概略設計図リストについて、次頁以降に示す。 

表 45 図面リスト 

番号 図面名称   頁 

 

図 36 

廃棄物中継基地 配置図 69 

図 37 中継施設棟 1 階平面図 70 

図 38 中継施設棟 2 階平面図 71 

図 39 中継施設棟 立面図（1） 72 

図 40 中継施設棟 立面図（2） 73 

図 41 中継施設棟 断面図（1） 74 

図 42 中継施設棟 断面図（2） 75 

図 43 トラックスケール管理棟 平面図 76 

図 44 トラックスケール管理棟 立面図 77 

図 45 トラックスケール管理棟 断面図 78 

図 46 進入斜路 平面図/立面図/断面図 79 

図 47 洗車場 平面図 80 

図 48 洗車場 立面図 81 

図 49 洗車場 断面図 82 

図 50 トイレ棟 平面図 83 

図 51 トイレ棟 立面図 84 

図 52 トイレ棟 断面図（1） 85 

図 53 トイレ棟 断面図（2） 86 
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３-２-４ 施工計画／調達計画 

３-２-４-１ 施工方針／調達方針 

（１） 基本事項 

本案件は、一般無償資金協力のスキームに則って実施される。日本国政府と被援助国政府との

間で、交換公文（Exchange of Notes、以下「E/N」）で合意された開発プロジェクト（以下「プロ

ジェクト」）のために、生産物及び役務を日本の贈与（以下、「贈与」）を使用して調達する。

贈与によって資金を受ける特定のプロジェクトへの適用は、JICA と被援助国との間で署名される

贈与契約（Grant Agreement、以下「G/A」）の中で規定される。被援助国とプロジェクトのために

生産物及び役務を提供する者の権利及び義務は、入札図書と被援助国が生産物及び役務を提供す

る者と締結する契約によって定められる。プロジェクト関係者の役割は、以下のとおりである。 

 日本国政府は、日本国の法令に従い、被援助国に贈与を供与することを決定する。 

 JICA は、日本国の法令に従い、E/N の範囲内で、プロジェクトのための贈与の適正、か

つ効果的な使用にかかる説明責任を確保すべく、真剣な注意を払い、贈与を被援助国に

供与する。 

 被援助国は贈与の受取者であり、プロジェクトの実施に責任を有する。施主もしくは買

主として被援助国は、JICA から供与される贈与を使用してプロジェクト実施に必要な生

産物及び役務を調達する。 

 コンサルタントは、プロジェクトの設計、積算、入札、調達及び施工の監理に関連して、

被援助国との契約に則り、被援助国に役務を提供する企業である。 

 契約業者は、被援助国との契約に則りプロジェクトに必要な生産物及び役務を供給する

企業である。 
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図 54 プロジェクトの実施体制 

 

（２） 「ラ」国側実施体制 

「ラ」国側の本案件に係る責任機関は MPWT、実施機関は VUDAA および LPB,XYB の UDAA

である。プロジェクトを円滑に進めるため、MPWT は日本のコンサルタント及び契約業者と密接

な連絡及び協議を行い、本案件を担当する責任者を選任する必要がある。選任された責任者は、

本案件で建設される廃棄物中継基地および供与される機材の役割を理解し、建設予定地のインフ

ラ整備等、「ラ」国側の負担事項を遅滞なく実施する必要がある。 

（３） コンサルタント 

本案件の施設建設及び機材調達を実施するため、日本のコンサルタントが MPWT と詳細設計、

及び施工／調達監理業務契約を締結する。各段階での主要な業務内容は以下のとおりである。 

１） 入札開始前における業務 

コンサルタントは、本調査において実施した業務と調査結果についてレビューを行い、業務の

一貫性を保障する。 

２） 入札段階における業務 

コンサルタントは、入札の実施段階において、次の業務を担当する。 

 
 

コンサルタントの推薦 

契約書認証 等 

日本国政府 

「ラ」国政府 

交換公文 

(E/N) 

JICA 

MPWT 

 
 

施設建設工事 

機材調達 等 

 
 

詳細設計実施 

入札実施支援 

契約業者に対する監理、指導 

生産物・役務に関する検査 等 

コンサルタント 

契約業者 

施工・調達監理 

贈与契約 

(G/A) 

請負契約 

コンサルタント

契約 
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 入札図書の編纂 

 入札会の開催補助 

 質問回答･アメンド案の準備 

 技術評価の実施及び評価表・評価レポートの作成 

 価格評価の実施、評価表・評価レポートの作成、契約交渉の補助 

３） 施工／調達監理段階における業務 

施工／調達の品質を確保するためには、本邦技術者を配置する必要がある。本邦コンサルタン

トを常駐配置し、「ラ」国側関係者や施工業者等関係者間の調整、施工／調達監理を実施する計

画とする。 

（４） 契約業者 

我が国の無償資金協力の枠組みに従って、公開入札により選定された日本国法人の契約業者が、

本案件の施設建設及び機材調達を実施する。 

契約業者は本案件の完成後も引続き建設施設の補修・修理時の対応等のアフターサービスが必

要と考えられるため、当該施設の引渡し後の連絡及び調整についても十分に配慮する必要がある。 

１） 技術者派遣の必要性 

長期にわたり実施される本案件の施設建設は、資機材調達、国内輸送、現場施工等からなる工

事であり、関係者間の調整のとれた管理が必要である。また工程、品質、出来形及び安全管理の

ため、工事全体を一貫して管理・指導出来る現場主任を日本から派遣することが不可欠である。

本案件においては施設建設の際、現地の施工業者・労務を効果的・効率的に活用する方針である

ため、工法・工事内容の調整や確実な工程の管理は重要であり、日本人技術者の派遣が必要であ

る。 

２） 施設施工方針 

現地の材料、工法を効果的・効率的に用い、スムーズな施工とコスト縮減に努めることが求め

られる。 

３） 調達方針 

市販汎用機材を調達することが求められる。 

３-２-４-２ 施工上／調達上の留意事項 

本計画施工上の留意点としては下記のような項目があり、これらに配慮した施工計画を策定す

る必要がある。 

（１） スケジュール管理について 

基礎工事は雨期を避けて計画すること、4 月のラオス正月や農繁期には作業員が不足すること

など、「ラ」の気候条件や習慣に配慮した工事スケジュールを計画する。 
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（２） 機材据付技術者の派遣 

案件実施後、ドラムタイプ貯留排出機や供与車両機材が継続的かつ適正に稼働して、各市の廃

棄物事業に十分に寄与するためには、機材の適正な操作および維持管理法を伝達することが極め

て重要である。本計画のごみの積み替え機械であるドラムタイプ貯留排出機については据え付け

および取り扱いに習熟した技術者を派遣するとともに､取り扱いの説明(操作技術､簡易な修理技

術や点検方法等)には十分な時間をとり､受け入れ側担当者の理解度を十分に確認しつつ実施する。 

（３） 調達に関する一般事情 

ソフトコンポーネント実施時に機材が円滑に使用開始できるよう、廃棄物中継基地へのドラム

タイプ貯留排出機の据え付けを収集車両機材の納入に先立ち完了しておく必要がある。また機材

製作期間を考慮した上で、契約業者に対して機材の調達に向けた事前準備を促すことが重要であ

る。 

（４） 安全対策 

建設工事現場において、作業員に対する安全確保に留意する必要がある。本案件の施設建設で

は、屋根工事等の高所作業があり、転落・墜落等の事故も考えられる。上下作業の禁止及び足場

での確保、ヘルメットや安全靴の着用等、安全を確保した上で作業を実施するよう指導・教育し、

安全対策を万全にする必要がある。 

３-２-４-３ 施工区分／調達・据付区分 

（１） 施工区分 

１） 敷地 

 建設予定地は、「ラ」国政府の所有地なので、利用に関しては特に支障がない。ただし、現状

は雑木林であるため、プロジェクト開始前に「ラ」国側の負担で伐開除根を行って整地する必要

がある。 

２） アクセス道路 

 既存の幹線道路から建設予定地への現状アクセスは、延長約 1,900m の未舗装道路となっている

ため、プロジェクト開始前に「ラ」国側負担でこの未舗装道路をアスファルト又はコンクリート

舗装に整備する。 

３） 関連インフラ 

① 電力 

既存施設と同様に 100kV の電力を敷地内に引き込む。敷地内への引き込み、受変電施設ま

での配線工事を「ラ」国側負担とする。受変電施設の整備、施設内への配電、施設内配線工

事は協力対象に含める。 
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② 給水 

Nahai 村の既存の配水管から本件建設予定地までは、給水管が敷設されていないため「ラ」

国側の負担でプロジェクト開始までに約 700m の配水管の敷設が施工される予定である。 

③ 排水 

建設予定地内において汚水・雨水の排水は分流とする。 

中継施設棟とトイレ棟からの汚水は、浄化水槽で処理した後に地下浸透させる。洗車場か

ら発生した洗浄水は、オイルトラップを経て汚水槽に貯留して、1 日１回バキュームカーで

汲み取って KM32 最終処分場へ運搬して廃棄する。収集した雨水は建設予定地内の北西角に

設置する放流口から隣地の原野へ放流する。排水溝への接続工事は本工事とする。 

④ 備品等 

廃棄物中継基地の、作業用机･椅子、書棚等、協力対象に含まれない備品について、すべ

て「ラ」国側負担とする。 

４） 許認可手続き 

 建築確認申請 

申請に必要な図面を日本側で準備し、「ラ」国側で申請を行う。 

（２） 調達・据付区分 

１） 計画地までの輸送 

本案件で調達が予定されている機材は、各 3 対象サイトの廃棄物収集と VTE の廃棄物中

継基地で利用される。プロジェクトサイトまでの輸送は日本側負担で実施する。 

２） 機材据付 

機材搬入後、収集機材、最終処分場重機、廃棄物中継基地の初期操作指導を日本側負担で

実施する。 

３） 区分表 

次表に、日本・「ラ」国の施工区分、調達・据付区分表を示す。 
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表 46 施工区分／調達・据付区分 
業務内容 日本国側 「ラ」国側

1. 敷地の確保、既存施設・樹木撤去、整地  ● 

2. 施設建設 
(1) 廃棄物中継基地 ●  

(2) 廃棄物中継基地周囲のゲートおよびフェンス  ● 

(3) 駐車場の整備 ●  

(4) 廃棄物中継基地内のアクセス道路 ●  

(5) 廃棄物中継基地外のアクセス道路  ● 

3. インフラストラクチャー 
(1) 電力 

1)  主要道路から建設予定地への空中線電力の引き込み  ● 

2) 電線の接続と場内配線 ●  

3) 回路遮断器、変圧器の設置、敷地内配線 ●  

(2) 給水 
1) 主要配水管から建設予定地までの給水管敷設  ● 

2) 施設内配管・給水設備（受水槽、高架水槽、消火水槽）） ●  

(3) 排水 
1) 排水本管  ● 

2) 敷地内排水設備（雨水排水） ●  

(4) 家具. 備品   

  1) 一般的な家具および備品  ● 

    2) プロジェクト関連の特殊な備品 ●  

4.  輸入・通関手続き 
(1) 日本から援助国までの海上、航空輸送 ●  

(2) 荷揚港における通関業務、免税措置  ● 

(3) 荷揚港からプロジェクトサイトまでの輸送 ●  

5. 免税手続き(関税、付加価値税等)  ● 

6. 本業務関係者の出入国・滞在に必要な許認可・手続き及び

その諸費用 
 ● 

7. プロジェクト実施のための施設・機材の適性利用  ● 

8. 無償資金協力に含まれない関連業務にかかる費用の負担  ● 

9. 銀行取極めに基づく手数料 
(1) 支払授権書（A/P）の発行  ● 

(2) 上記銀行手続きに係る諸費用  ● 

10. 環境社会配慮上の手続き  ● 
 

３-２-４-４ 施工監理計画／調達監理計画 

（１） 基本方針 

我が国の無償資金協力制度に基づき、コンサルタントは概略設計の趣旨を踏まえ、詳細設計・

施工監理業務について一貫したチームを編成し、円滑な業務実施を図る。 

コンサルタントは、施設建設、機材調達に係る業務が適正、かつ円滑に履行されるよう、契約

業者の業務を監理する。施工監理／調達監理の目的は、施設建設工事／機材調達が契約書で規定

される仕様書、設計図等に則って所定の品質を確保しながら正しく施工／調達されることを監理
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することであり、品質・規格・出来形等が契約書に規定されているものと相違ないかを確認する

ものである。また品質管理データ・写真等の工事記録や機材調達に係る書類が適切に整理・保管

されているか等について監理する。またコンサルタントは必要に応じて製造・製作・生産・調達

される資機材の立会検査を実施し、資機材のサイト搬入後のトラブル発生を未然に防ぐように監

理を行う。 

本案件は施設建設、機材調達、ソフトコンポーネントを含んだプロジェクトであるため、全体

工程を遵守するためには、各々のコンポーネントの工程計画に沿って、所定の期間内に施工／調

達を完了させることが重要である。また全体工程の円滑な進行のために不可欠な「ラ」国側の負

担事項の進捗についても随時把握することが重要である。工事監理内容は、資機材調達、仮設工

事、基礎工事、躯体工事、設備工事、内装工事及び外構と多岐に亘る。そのため、コンサルタン

トは相手国側実施機関、建築・設備・インフラ関係諸官庁、周辺住民等及び施工業者との連携・

協力によって、工事監理を円滑に実施する。 

（２） 施工監理計画 

１） 工程管理 

契約業者が契約書に示された納期を守るために、契約時に計画した実施工程と実際の進捗

状況との比較を各月に行うものとする。工程遅延が予測されるときは、契約業者に対し注意

を促すと共にその対策案の提出と実施を求め、契約工期内に工事及び資機材の納入が完了で

きるように指導を行う。計画した実施工程と進捗状況との比較は主として以下の項目による。 

 工事出来高確認（建設資材調達状況及び工事進捗状況） 

 資機材搬入実績確認（建設資機材及び備品） 

 仮設工事及び建設機械準備状況の確認（必要に応じて） 

 技術者、技能工、労務者等の歩掛と実数の確認 

２） 品質･出来型管理 

建設された施設及び製作・納入された建設資材が、契約図書で要求されている施設及び資

機材の品質、出来型を満足しているかどうか監理を行う。確認及び照査の結果、品質や出来

型の確保が危ぶまれる時は、直ちに契約業者に訂正、変更、修正を求める。主として以下の

項目による管理を行う。 

 建設工事施工図及び使用資材仕様書の照査 

 備品・建具の製作図及び仕様書の照査 

 資機材の製造・生産現場への立会い又は検査結果の照査 

 資機材の据付施工図及び据付要領書の照査 

 出来型・仕上り状況の監理・確認 
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３） 安全管理 

契約業者の安全管理責任者と協議・協力し、建設期間中の現場での労働災害、及び第三者

に対する傷害、及び事故を未然に防止するための監理を行う。現場での安全管理に関する留

意点は以下のとおりである。 

 安全管理規定の制定と管理者の選任 

 建設機械類の定期点検の実施による労働災害の防止 

 工事用車両、運搬機械等の運行ルート策定と安全走行の徹底 

 安全施設設置及び定期的な点検 

 労働者に対する福利厚生対策と休日取得の励行 

４） コンサルタントの派遣 

監理については、海外における建設工事監理の経験を有する建築技術者が担当する。本案

件の施設建設工事の規模・内容等に応じて、次表に示すコンサルタント技術者の現場監理者

を適宜派遣するものとする。 

表 47 コンサルタントの派遣内容 

要員 業務内容 派遣期間 

統括責任者 プロジェクト全般の管理、全般の協議等 適宜 

常駐施工監理者 
施設建設工事全般の監理、関係機関との折衝・

協議、設計意図・仕様の確認 
工事期間中 

構造担当者 地業工事、躯体工事等の監理 適宜 

設備担当者 給水設備・配管、空調設備工事等の監理 適宜 

電気担当者 電気設備・配線の監理 適宜 
 

５） 契約業者の施工管理計画 

限られた工期内に、求められる建物の品質を確保するため、日本人による管理が必要であ

る。そのため、十分経験のある日本人技術者を着手時から完了まで派遣することが望ましい。

また設備担当技術者等を工程に応じて現地に派遣することが望ましい。 

また多くの工種の熟練作業員や材料を現地で調達する必要があるため、工事期間中を通じ

現地技術者への工事管理に関する技術移転を図ることが望ましい。 

本案件における施設建設工事の規模及び内容から、契約業者としては以下に示す技術者の

現場常駐が最低限望ましい。 
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表 48 契約業者の派遣内容 

要員 人数 業務内容 派遣期間 

所 長 1 
工事全般及び建築工事の管理、承認取得、 

資材・備品調達管理、労務管理、経理事務 
全工事期間 

建築技師 

設備技師 
適宜 

建築設備・電気工事の管理、承認取得、 

資材・備品調達管理、労務管理 
工事期間中適宜 

事務管理者 1 資材・備品調達管理、労務管理、経理事務 全工事期間 
 

（３） 調達監理計画 

１） 品質・仕様の監理 

契約図書に要求される品質・仕様・数量を満足しているかどうか、確認を行う。 

２） 機材の据付及び操作指導の監理 

施設と機材の取り合いに留意し、対象施設が機材の納入までに施工されるか確認する。ま

た機材の納入に際して、初期操作指導が適切に実施されたかどうか、確認する。 

３） コンサルタントの派遣 

機材調達は、機材調達業者が行なう。機材調達監理には次表に示す監理要員が派遣される

ことになる。機材納入時期については、建設工事の進捗に応じて調整する。 

表 49 調達監理内容 

要員 業務内容 派遣期間 

調達監理技術者 初期操作指導後の検収及び引渡しを実施 適宜 

常駐調達監理技術者 機材の荷受・員数検査、初期操作指導、検収を実施 適宜 

検査技術者 
日本国内において調達業者が作成する製作図の確

認、出荷前検査、船積み前機材照合検査を実施 
適宜 

完成検査技術者 保障期間終了前の製品検査 適宜 
 

３-２-４-５ 品質管理計画 

本案件においては、建設工事用資材の多くが現地調達可能である。ただし、タイ、ベトナム、

中国などの周辺国から様々な資材が輸入されており、仕様、製作・製造段階での品質管理も多様

であるため、材料承認段階での入念な性能及び仕様確認は不可欠である。なお、現場において加

工・施工される鉄筋・コンクリート・モルタル等の品質管理については、施工計画の策定段階に

おいて施工管理基準に倣った規定を設け、品質管理の指針とする。 

コンクリート温度が高い場合には、スランプ低下、表面水分の急激な蒸発によるひび割れ発生

等の危険性が増すため、コンクリートの温度が高くならないよう、現場内運搬・打込・養生等に

ついて配慮する必要がある。 

コンクリートの品質に関し、コンクリート圧縮試験については、公的機関による試験を行う。

また鉄筋については、ミルシートの確認による品質管理を行う。 
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施工品質を確保するため、主要工種については以下の品質管理を必要とする。 

表 50 主要工種の品質管理項目と方法 

工種 品質管理項目 品質管理方法 

仮設工事 建設物、仮設物の位置等 縄張り検査、ベンチマーク確認 

土工事 根切り 支持地盤の確認 

鉄筋工事 
鉄筋材料 引張試験、ミルシート確認 

配筋 径、本数、結束等の確認 

コンクリート工事 

フレッシュ・コンクリート スランプ、空気量、温度等の確認 

コンクリート打設 打設状況の確認 

型枠 組立の目視検査 

コンクリート強度 圧縮強度試験結果の確認 

屋根工事 取り合い、漏水の有無 目視検査、散水検査 

左官工事 平坦さ、むらの有無 仕上げの目視検査 

建具工事 取付状況 目視検査 

塗装工事 表面仕上がり、色 目視検査 

受変電設備工事 性能、動作 工場検査結果確認、動作テスト 

配管工事 屈曲状況、支持間隔 目視検査 

配線工事 損傷 抵抗測定、目視検査 

避雷設備工事 抵抗値 抵抗測定、目視検査 

照明工事 性能、動作 目視検査 

給水配管工事 支持間隔、漏れ 水圧テスト、目視検査 

空調工事 性能、動作 動作テスト 

 

３-２-４-６ 資機材等調達計画 

（１） 調達方法 

１） 建設資材 

「ラ」国内で生産している建設資材は、砂・砂利、木材、空洞レンガ、素焼瓦、コンクリート

ブロックの他に、最近はセメント、鉄筋を生産しており、これらには輸入規制が掛けられている。

他の建設資材の多くはタイ製の輸入品であるが、「ラ」国内で調達可能である。しかし、品質、

量の問題から、杭、鉄骨、屋根金属材料については隣国タイからの調達を考慮する。 

（２） 調達機材の交換部品・消耗品の調達計画 

本協力対象事業における機材の調達は日本製品または「ラ」国製品を原則とするが、下記の条

件に照らして本計画実施上有利と判断される場合は、日本政府の承認を得た上で第三国製品も調

達対象に含めうるものとする。 

・調達機材が日本で製造されていないもの 

・日本で製造されているが、調達対象を日本に限定することにより、公正な入札が確保されな     

  い恐れがあるもの 

・輸送費が著しく高くなるもの、協力効果を損なう恐れがあるもの 
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（３） 輸送方法と引渡し地点 

海外から VTE へ建設資材および機材を輸送する場合のルートは、タイのレムチャバン港で陸揚

げされ、タイ国内の内陸輸送でタイ側のノンカイを経て友好橋を渡り、「ラ」国側のタナレーン

で通関手続きを経て VTE に到着する。レムチャバン港から VTE まで約 2 週間を要している。 

 

３-２-４-７ 初期操作指導・運用指導等計画 

調達対象とする機材のうち、廃棄物収集車両、処分場重機、廃棄物中継基地のドラムタイプ貯

留排出機については安全、かつ適切な運転技術を指導する必要がある。よって、調達メーカーの

専門技術者による初期操作指導を行う。初期操作指導の対象者は、プロジェクト完了後の廃棄物

収集車両の運転手、処分場重機のオペレーター、ドラムタイプ貯留排出機の運転管理者とする。

初期操作指導には、運転方法、日常のメンテナンスに関する指導を含める。 

３-２-４-８ ソフトコンポーネント計画 

これまで「ラ」国では、このような廃棄物中継基地は存在しなかったため、本件の廃棄物中継

基地にかかる施設計画、設計、施工および運営は初めての経験となる。特にその運営面では、１）

供与される収集車両による収集エリア拡大のうち中継基地に廃棄物を搬入する車両に関する配車

計画の策定、２）廃棄物中継基地の適正な組織運営、および３）積み替えた廃棄物を搬送する大

型コンパクタートラックの最終処分場における進入路確保などを行う必要があり、これらを支援

するためにソフトコンポーネントによる技術指導が必要となる。ソフトコンポーネント計画の詳

細は、本報告書の添付参考資料のとおりである。 

３-２-４-９ 実施工程 

本案件の実施設計、施設建設工事、機材調達に係る実施工程は次表のとおりである。 

5 月から 10 月にかけて「ラ」国では雨期にあたるため、降雨による工期への影響を考慮し、稼

動率を減じて工期を設定する。またプロジェクトサイト、及び周辺には機材保管場所が存在しな

いため、建設工事の進捗と併せて機材調達時期を計画する。 
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表 51 事業実施工程表 
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（躯体工事）
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（外構工事）

【機材調達】

（製造・調達；中継基地設備）
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（製造・調達；車両、重機）

（輸送）

（初期操作指導）

計　14.0ヶ月

1 2 3 4 5 6 187 8 9 10 11 12

5 6

19 20 2113 14 15 16 17

1 2 3 4 17 187 8 9 10 11 12 19 20 2113 14 15 16

実
施
設
計

施
工
・
調
達



 第３章 プロジェクトの内容 

 99   

３-３ 相手国分担事業の概要 

３-３-１ 一般的な相手国側分担事業 

本案件を実施するにあたり、「ラ」国側が実施・負担する一般的な事項は以下のとおりである。

これらが実施されて初めて本案件の成果の発現が期待できる。 

1) 贈与に基づいて購入される生産物の荷揚げ港における陸揚げ、通関、国内輸送に必要な

手続きを速やかに実施すること 

2) 生産物及び役務に関し、当該国において日本国民に課せられる関税、内国税、及びその

他の財政課徴金を免除すること。 

3) 生産物及び役務の供与に関連する業務を遂行するため、日本国民に対して入国及び滞在

に必要な便宜を与えること。 

4) 無償資金協力により建設される施設及び購入される機材が、当該計画の実施のために適

正、かつ効果的に維持され使用されること。 

5) 無償資金協力によって負担される経費を除き、計画の実施のために必要なすべての経費

を負担すること。 

6) 銀行取極め、支払い授権書に係る諸手続き及び手数料を負担すること。 

３-３-２ プロジェクト固有の相手国側分担事業 

本案件を実施するにあたり、「ラ」国側に求められる本案件固有の分担事項は以下のとおりで

ある。 

1) 施設建設のための建設許可、国内法規上必要な許可・承認の取得 

2) 建設予定地の伐開・抜根 

3) 入り口の門と周囲のフェンスの設置 

4) アクセス道路の建設 

5) 電気、上水道の敷設と排水施設の建設 

6) 供与機材の駐機場所の確保 

7) 周囲を囲む緩衝帯の植栽 

３-３-３ 相手国側分担事業の実施可能性・妥当性 

日本国の無償資金協力により本計画が実施されるうえで、「ラ」国側の負担で実行されること

が、本調査における 2013 年 9 月 20 日付けの協議議事録において合意署名された。さらに廃棄物

中継基地建設にかかわるインフラ整備として、「ラ」国側の負担事項概算金額について、2013 年

10 月 2 日付け Technical Notes において合意署名された。
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３-４ プロジェクトの運営・維持管理計画 

３-４-１ 収集機材・処分場機材 

３-４-１-１ 運営計画 

（１） 運営体制および組織 

本案件における収集・処分場機材を使用して廃棄物管理を行う実施機関は、VTE は VUDAA で

あり、XYB、LPB は UDAA である。これらの機関は、1999 年から実際に収集業務、処分場の運

営を行っている機関であり、同時進行中の LPP-E の対象都市で、職員の能力強化も実施中である

ことから、運営体制ならびに組織として確立している。新たな機材の供与後はこれらを運営して

いくための組織の拡充、新規雇用運転手などの教育が重要となるが、これらの機関は既存の組織

であり、かつ熟練した労務者、運転手などを保有し、管理部門も有することから十分に対応可能

である。 

（２） 人員計画 

対象となる収集機材は、2020 年の目標収集量をカバーする内容となっており、毎年、収集エリ

アの拡大と、それにともなう収集量の増大に対応して順次、人員を増員する計画とする。2013 年

から 2020 年までに増員するドライバー及び作業員は、VUDAA は 184 名、LPB の UDAA は、32

名、XYB の UDAA は 16 名であり増員に伴う労務管理体制、組織、契約体系の拡充が必要である。 

最終処分場の運営に関しては、各対象地に既に現場監督など処分場の運営に必要な職員が配置

されているので 2020 年の処分場重機の供与時はオペレータの増員のみが必要となる。 

以下に 2013 年と 2020 年の必要な人員計画を示す。 

表 52 人員計画 

対象機関 項目 単位 2013年 2020年 増員 

VUDAA 

収集車両 台 25 71  

運転手 人 25 71   

労務者 人 75 213   

作業員計 人 100 284 184 

重機オペレータ 人 1 3 2 

LPB 
UDAA 

収集車両 台 3 11   

運転手 人 3 11   

労務者 人 9 33   

作業員計 人 12 44 32 

重機オペレータ 人 1 2 1 

XYB 
UDAA 

収集車両 台 4 8   

運転手 人 4 8   

労務者 人 12 24   

作業員計 人 16 32 16 

重機オペレータ 人 1 2 1 
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（３） 収集・処分業務運営計画 

１） 収集業務 

本案件の対象 3 都市では、廃棄物収集料金を支払った住民のみから廃棄物を収集しており、こ

れら住民や事業者などから徴収する収集料金によって廃棄物収集に掛る全ての費用を処理してい

る。本案件によって供与される収集機材についても同様に排出者から徴収される収集料金によっ

て運営されるが、その際に新規の排出者と収集契約を結んで収集エリア、収集率の拡大を図る必

要がある。VUDAA または UDAA は、排出者との契約業務を担当する職員（村の環境管理ユニッ

ト職員）を教育して契約の拡大普及を促進することとする。 

２） 収集業務における廃棄物中継基地の妥当性について 

VTE の廃棄物中継基地の運営に際しては、廃棄物を小型収集車両から大型の運搬車両に積み替

えることによって、処分場への運搬コストを低減することが第一の目的となる。従って積み替え

によって、小型収集車両がそのまま処分場へ運搬するよりもコスト削減になれば、その目的を満

足することになる。そこで小型収集車両（5m3 スキップローダー）が、処分場へ直接、廃棄物を

運搬する場合にかかる収集費用と、大型の運搬車両（20m3コンパクター車）に廃棄物中継基地で

積み替えて運搬する場合のごみ 1 トンあたりの費用を試算した。その試算によると下表のとおり

廃棄物中継基地で積み替えを実施する方式が、直接運搬する方式よりも費用が掛らないとういう

結果となった。計算根拠を参考資料 7-6 として添付する。 

表 53 中継基地ごみ積み替えによる収集コスト比較 

項目 
直接運搬方式 
(LAK/トン) 

積み替え方式 
（LAK/トン） 

1次収集（収集ポイント→中継基地 or 処分場） 130,088 57,914 

2次収集（中継基地→処分場）  47,558 

積み替えコスト（中継基地運営）  11,951 

  合計 130,088 117,423 

 

これら廃棄物中継基地に関連する収集車両の収集地域および運搬距離、車種など具体的な計画

はソフトコンポーネントで詳細を検討する。 

３） 処分業務 

VTE および LPB の最終処分場については、搬入される廃棄物の重量を既存のトラックスケール

で計量しており、本案件で供与される収集車両についても供与後、直ちに料金徴収が出来るよう

に事前に登録などの準備をする。 

本案件の対象 3 都市の最終処分場では、ウエストピッカーが有価物回収活動を行っているが、

本案件で供与される収集車両や処分場重機と作業動線が交差しないように双方の作業時間や作業

場所を別々にするなどの対策を講じる。 

VTE の最終処分場では、大型コンパクタートラック(20m3)による最終処分場内での作業を確実
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に行うためにソフトコンポーネント支援の下に処分場内進入路の平面線形および縦断線形を確認

する。最終処分場で大型コンパクタートラックが廃棄物を投棄する際は円滑な作業が行えるよう

に場内に 1～2 名の誘導員を配置する。 

３-４-１-２ 維持管理計画 

VUDAA は 1997 年に無償資金協力で設立された修理部門を保有しており、製造から約 15 年が

超過した車両も修理及び部品交換を実施しながら使用し続ける維持管理能力を保有しており、本

案件において廃棄物収集車両が供与された場合も、十分に維持管理する能力を保持している。LPB、 

XYB に関しては簡易なワークショップが既に存在しており軽微な修理はここで行い、それ以上に

ついては市街地の修理工場で行うという維持管理体制が存在するので、本案件で機材が供与され

た後もこの体制を継続する。 

３-４-２ 廃棄物中継基地 

３-４-２-１ 運営計画 

（１） 運営体制および組織 

廃棄物中継基地はVTEのみに建設され、その運営はVUDAAの廃棄物収集・処分課が担当する。 

（２） 人員計画 

廃棄物中継基地の維持管理は、VUDAA の KM7 ワークショップの 4 名の職員の異動によって確

保する予定である。現在の KM7 ワークショップには 10 名のスタッフが働いており、収集車両の

修理業務を担当しているが、職員の廃棄物中継基地への異動に伴って 4 名を補充する計画とする。 

（３） 運営計画 

5m3 スキップローダーの搬入スケジュールと貯留容量、さらに積み替え用大型コンパクター車

の搬出スケジュールを考慮して、適正な配車計画を策定する。さらに中継基地の運営に関しては、

積み替え機材の保守点検のみならず、日々の清掃業務、収集車の駐機管理、配車計画などが必要

となってくるが、これらはソフトコンポーネントで教育・指導を行う計画とする。 

３-４-２-２ 保守管理体制 

中継基地の保守管理体制は、VUDAA の KM7 修理工場のスタッフを増員して行うことになる。

現在の KM7 には 10 名のスタッフが働いており、修理工場の運営を行っている。 

中継基地の機材は、シンプルな構造でモーターによる回転運動のみであり、機器の保守点検項

目は非常に限られているため、試運転時に担当スタッフに指導をすることで対応は可能である。 

ただしフィーダー及びドラムにダメージを与える可能性のあるコンクリート片や長尺物などが

混入しないように、ごみ発生源の調査を実施して搬入可能ごみの選定を事前に計画しておく必要

がある。 
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３-５ プロジェクトの概略事業費 

３-５-１ 協力対象事業の概略事業費 

先に述べた「ラ」国の負担区分に基づく経費内訳は、次のとおりと見積もられる。 

（１） ラオス国側負担経費    

ラオス国側負担経費 665,964USD （約 66.1 百万円）

  

① 廃棄物中継基地外のアクセス道路 532,000USD （約 52.9 百万円）

② 電力引込み 100,000USD （約 10.0 百万円）

③ 主要配水管から建設予定地までの給水管敷設 10,000USD （約 1.0 百万円）

④ フェンス 10,000USD （約 1.0 百万円）

⑤ ゲート 2,000USD （約 0.1 百万円）

⑥ 緩衝帯としての植樹帯 5,000USD （約 0.5 百万円）

⑦ 銀行取り決め手数料 6,964USD （約 0.6 百万円）

 

（２） 積算条件 

１）積算時点  平成 25 年 6 月～平成 25 年 8 月（3 か月間交換平均レート） 

２）為替交換レート  1USD＝99.38 円 

３）施工・調達期間 詳細設計、工事または機材調達の期間は施工工程に示したとおり。 

４）その他  積算は日本政府の無償資金協力の精度を踏まえて行うこととする。 

 

 

３-５-２ 運営・維持管理費 

３-５-２-１ 収集運営・維持管理費 

2020 年の収集業務に関わる供与機材と既存収集車両の運営維持費の合計は、VTE12,592,186 千

LAK、LPB が 1,898,795 千 LAK、XYB が 1,006,688 千 LAK と予想される。これらの維持管理費は

排出者から徴収する収集料金（VTE :24,000LAK/契約、 LPB :20,000LAK/契約、 XYB : 10,000LAK/

契約）によって運営される。それぞれの内訳を次表に 1 日 1 台当り運営維持費を参考資料 7-7 に

掲載する。 



 第３章 プロジェクトの内容 

 104   

 

表 54  2020 年の収集業務に関わる運営・維持管理費（民間委託分除く） 

対

象

地 
項目 

1 台当たり 
年間運営維持費

供与車
両台数

年間運営
維持費 

(2020 年) 備考 

千 LAK/年/台 台 千 LAK/年

V
T

E
 

供
与
機
材

 

コンパクタートラック(6m3) 129,421 21 2,717,841 431,404(LAK/日)×300 日/年 

コンパクタートラック(10m3) 140,816 16 2,253,056 469,388(LAK/日)×300 日/年 

コンパクタートラック(20m3) 346,700 3 1,040,100 1,155,665(LAK/日)×300 日/年 

スキップローダー 140,730 4 562,920 469,100(LAK/日)×300 日/年 

ダンプトラック 135,032 2 270,064 450,106(LAK/日)×300 日/年 

散水車 135,032 1 135,032 450,106(LAK/日)×300 日/年 

バキュームカー 135,032 1 135,032 450,106(LAK/日)×300 日/年 

医療廃棄物収集車 135,032 1 135,032 450,106(LAK/日)×300 日/年 

既存収集車両 （2012 年の運営維持費と同等と仮定） 5,343,109  

合計 12,592,186  

L
P

B
 

供
与
機
材

 コンパクタートラック(6m3) 135,032 4 540,128 450,106(LAK/日)×300 日/年 

スキップローダー 140,730 1 140,730 469,100(LAK/日)×300 日/年 

ダンプトラック 135,032 3 405,096 450,106(LAK/日)×300 日/年 

散水車 135,032 1 135,032 450,106(LAK/日)×300 日/年 

既存収集車両 （2012 年の運営維持費と同等と仮定） 677,809  

合計 1,898,795  

X
Y

B
 

供
与

機
材

 コンパクタートラック(10m3) 140,816 2 281,632 469,388(LAK/日)×300 日/年 

スキップローダー 140,730 1 140,730 469,100(LAK/日)×300 日/年 

ダンプトラック 135,032 1 135,032 450,105(LAK/日)×300 日/年 

散水車 135,032 1 135,032 450,106(LAK/日)×300 日/年 

既存収集車両 （2013 年の運営維持費と同等と仮定） 314,262

合計 1,006,688

※1LAK=0.013 円 

３-５-２-２ 最終処分場 

2020 年の最終処分場の運営維持管理費は既存の重機と供与機材の運転費用からなり、VTE は

1,730,155 千 LAK/年、LPB は 321,182 千 LAK/年、XYB は 133,364 千 LAK/年と予想される。それ

ぞれの内訳を下表に記載する。 

最終処分場の運営は、収集業務と同様に原則として処分場に廃棄物を搬入する収集事業者から

徴収した最終処分料金で運営する方針である。しかし VTE においては処分場持込み料金として

15,000LAK/ﾄﾝを徴収しているが、VUDAA が不足経費分を補填しており、その額は 2012 年で約

100,000 千 LAK/年（13,000US$）となっている。LPB, XYB では UDAA は処分料金を徴収しておら

ず、病院ゴミや剪定ゴミのみからの収入となっているので、今後、段階的に VTE と同様に全搬入

者から徴収して処分場の運営費を確保する必要がある。  
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表 56  2020 年の最終処分場における運営維持管理費 

都市 機材 
日処分場重機 

運転費用(LAK/ﾄﾝ) 

処分量 

(ﾄﾝ/日) 

年間運転費用

(千LAK/年) 

備考 

VUDAA 

ブルドーザー

(21ton) 
7,741 464.1 1,077,779

増加分397.8ﾄﾝ/日×7日÷6日=464.1ﾄﾝ/日 

7,741×464.1×運転日数300日=1,077,779千LAK/年 

既存重機の運転費（2012年の運営維持費と同等と仮定） 652,376  

合計 
1,730,155

1,730,155千LAK/(659ﾄﾝ/日x300

日)=8,751LAK/ﾄﾝ 

 LPB 

UDAA 

ブルドーザー

(10ton) 
8,916 88.0 235,382

全収集量75.6ﾄﾝ/日×7日÷6日=88.0ﾄﾝ/日 

8,916×88.0運転日数300日=235,382千LAK/年 

既存設備の費用（2012年の運営維持費と同等と仮定） 85,800  

合計 
321,182

321,182千LAK/(88ﾄﾝ/日x300

日)=12,166LAK/ﾄﾝ 

XYB 

UDAA 

エクスカベータ

(0.6m3) 
7,063 52.0 110,183

全収集量44.3ﾄﾝ/日×7日÷6日=52.0ﾄﾝ/日 

7,063×52.0×運転日数300日=110,183千LAK/年 

既存設備の費用（2012年の運営維持費と同等と仮定） 23,181

合計 
133,364

133,364千LAK/(52ﾄﾝ/日x300

日)=8,549LAK/ﾄﾝ 

※1LAK=0.013 円 

日処分場重機運転費用の算出根拠を参考資料 7-8 に添付する。 

３-５-２-３ 廃棄物中継基地 

中継基地の運転コストは、労務費と積み替え機械のモーターを駆動するための電気代からなり、

運営維持管理費は、186,428 千 LAK/年となる。それぞれの内訳を下表に掲載する。 

これらの維持管理費は排出者から徴収する収集料金（VTE :24,000LAK/契約）から捻出される持

込み料金によって運営される。 

表 57 中継基地の運営維持管理費 

項目 単位 数量 
単価 

（LAK) 
金額 

（LAK) 
備考 

１．直接運転経費      12,946,400   

２．間接経費 % 20 12,946,440 2,589,280   

合計 LAK/月     15,535,680 1か月運転経費 

  千LAK/年   186,428 1年当り運転経費 

LAK/ﾄﾝ     11,951 トン当り運転費 

※ 1：搬入ごみ量：52 トン/日、 25 日/月稼働、1,300 トン/月受け入れ 
2：積み替え機械稼働時間、4 時間/日 25 日/月 モーター出力 52kW/基×2 基 
3.1LAK=0.013 円 

３-５-２-４ 予算措置 

各対象地の廃棄物事業に関する収支について、VTE の収入は、廃棄物収集料金、最終処分場持

込み料金からなり、支出は、廃棄物収集、廃棄物中継基地運営、最終処分場運営からなる。2020

年の収支は 1,530,923 千 LAK の黒字となるので、現在の収集料金および処分場持込み料金を継続

して徴収する限りは、事業を安定して運営することが可能である。 

LPB の収入は、廃棄物収集料金からなり、支出は、廃棄物収集、最終処分場運営からなる。2020
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年の収支は 99,335 千 LAK の黒字となると予想され、事業を安定して運営することが可能である。 

XYB の収入は、廃棄物収集料金からなり、支出は、廃棄物収集、最終処分場運営からなる。2020

年の収支は 2,204 千 LAK の黒字となると予想され、事業を安定して運営することが可能である。 

表 58 2020 年の各対象地の廃棄物事業に関する財務状況 

対
象
地 

項目 千 LAK/年 備考 

V
T

E
 

収入 廃棄物収集料金 14,370,912 199,596人÷4人/世帯×24,000LAK/契約×12か月

 
最終処分場 
持込み料金 

1,668,780
民間収集廃棄物の処分量×持ち込み料 
304.8 ﾄﾝ/日×365 日×15,000LAK/ﾄﾝ 

 合計(1) 16,039,692   
支出 廃棄物収集 12,592,186  
 廃棄物中継基地 186,428  
 最終処分場 1,730,155  
 合計(2) 14,508,769  
(1)-(2) 1,530,923

L
P

B
 

収入 収集料金(3) 2,319,312 48,319 人÷5 人/世帯×20,000LAK/契約×12 か月

支出 収集 1,898,795  

 最終処分場 321,182  

 合計(4) 2,219,977  

(3)-(4) 99,335  

X
Y

B
 

収入 収集料金(5) 1,142,256 47,594 人÷5 人/世帯×10,000LAK/契約×12 か月

支出 収集 1,006,688  
 最終処分場 133,364  
 合計(6) 1,140,052  

(5)-(6) 2,204  
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第４章 プロジェクトの評価 

４-１ 事業実施のための前提条件 

事業実施のための前提条件とその 2014 年 3 月の実施状況または予定を下表のとおり記載する。 

表 59 事業実施のための前提条件 

 
前提条件 

2014 年 3 月の実施状況 
または予定 

実施者 

1 VTE 廃棄物中継基地の用地取得 2013 年 12 月取得済み。 VTE 
2 VTE 廃棄物中継基地に関する IEE 手続き 2014 年 1 月承認済み。 申請者 VUDAA

承認者 DONRE 
3 VTE 廃棄物中継基地に関する建築確認申請 工事開始前までに承認。 

申請から承認まで約3週間 
申請者 VUDAA
承認者 DPWT 

4 銀行取り決めに係る手数料 各契約時 MPWT 
5 関税手続き 資機材の税関通過時 MPWT 
6 免税 適宜 MPWT 
7 相手国負担事項 

 敷地の整地、既存家屋・壁撤去、樹木伐採 

 廃棄物中継基地外のアクセス道路 

 電力引込み 

 主要配水管から建設予定地までの給水管敷設 

 フェンス 

 ゲート 

 緩衝帯としての植樹帯 

 

 工事開始前 

 工事開始前 

 工事開始前 

 工事開始前 

 竣工前 

 竣工前 

 竣工前 

VUDAA 

４-２ プロジェクト全体計画達成のために必要な相手方投入（負担）事項 

本案件を達成するために必要な先方政府の投入事項は次のとおりである。 

表 60 本案件を達成するために必要な先方政府の投入事項 

対象都市 投入事項 
VTE 供与する新規収集車両の運転手と作業員の配置 

廃棄物中継基地の運営組織の設立 

LPB 供与する新規収集車両の運転手と作業員の配置 

XYB 供与する新規収集車両の運転手と作業員の配置 

４-３ 外部条件 

本案件の外部条件を以下のとおり記載する。 

 現場周辺で大洪水など、想定を超える環境変化や災害が発生しない。 

 「ラ」国政府の関連政策に大きな変更・変化がない。 

 「ラ」国・本案件対象都市における極端な治安悪化、政治状況の変化が生じない。 

 各対象都市の廃棄物事業は、VTE においては VUDAA が、LPB および XYB においては、

それぞれ UDAA が実施主体となり、一部の収集業務については民間業者が実施する。 
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４-４ プロジェクトの評価 

４-４-１ 妥当性 

本案件の内容は、廃棄物収集・輸送の効率化であり、対象都市の環境衛生改善に資することか

ら、本事業実施の意義は高い。また、実施中の技術協力(LPP-E)との相乗効果も期待できる。本案

件実施による妥当性の具体的な内容は以下のとおりである。 

（１） 都市環境の整備と衛生状況の改善目的 

 本案件は、「ラ」国において環境的に持続可能な都市として位置づけられている VTE、LPB、

XYB において、廃棄物管理に関する中継基地建設と廃棄物収集車両等の機材調達を行うことによ

り、廃棄物の収集・輸送環境の改善を図り、もって都市環境を整備し、衛生状況の改善に寄与す

ることである。 

（２） 「ラ」国における廃棄物管理セクターの開発政策と本事業の位置づけ及び必要性 

 「ラ」国は、天然資源環境省による「環境管理アクションプラン（2011-2015）」において、本

案件対象都市での廃棄物管理能力強化の必要性をあげており、「国家環境戦略 2020（制定 2004

年 期間 2004-2020 年」や「第 7 次 5 ヵ年国家社会経済開発計画（制定 2011 年 10 月、期間 

2011-2015）」においても、環境にも配慮した持続的な経済社会発展に優先度を与えている。よっ

て、本案件はこれら戦略や計画に合致するものである。 

（３） 廃棄物管理セクターに対する我が国及び JICA の援助方針と実績 

 本事業は、「ラ」国別援助方針の重点分野「経済・社会インフラ整備」に位置づけられ、また、

事業展開計画の援助重点分野では、開発課題「環境と調和した快適な社会の実現」に位置づけら

れている。 

（４） 他事業、ドナー等との連携・役割分担 

 2014 年時点で LPP-E において、効率的な処分場運用や、収集料金の回収率向上など、本案件対

象都市と同じ地域の廃棄物管理改善のために必要な人材育成を包括的に実施しており、LPP-E で

は管理能力向上、本案件では中継基地建設、機材供与を一体的に実施することで最終処分場への

輸送の効率化等が可能となる。 

（５） 貧困削減の促進 

 廃棄物中継基地及びアクセス道路の建設及び稼動に伴って新規雇用が発生することにより、貧

困削減促進の可能性がある。 

４-４-２ 有効性 

本案件実施による有効性は、以下に記載する定量的効果と定性的効果からなる。 
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４-４-２-１ 定量的効果 

本案件の実施により、対象都市において以下のとおり目標が達成される。 

 

表 61 プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

指標名 対象地域名 基準値（2013 年） 
目標値（2020 年） 
【事業完成 4 年後】

廃棄物収集量 
(t/日) 

VTE 69.3 259.7 

LPB 20.6 54.4 

XYB 19.2 39.1 

廃棄物収集対象人口 
(人) 

VTE 70,495 199,596 

LPB 33,362 48,319 

XYB 31,099 47,594 

 

４-４-２-２ 定性的効果 

本案件の実施による定性的効果は以下のとおりである。 

 

 VTE の VUDAA 及び LPB、XYB の UDAA の廃棄物収集能力が向上する。 
 VTE で廃棄物中継基地を用いることにより、小型収集車両の廃棄物収集が効率化される。 
 上記により対象 3 地域の衛生状況が改善され、且つ実施中の技術協力「LPP-E」による相

乗効果が期待される。 
 

以上の内容により、本案件の妥当性は高く、また有効性が見込まれると判断される。 
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1. 調査団員・氏名

（１）協力準備調査

2013 年 8 月 22 日～2013 年 10 月 4 日 

氏名 役職 所属

1  村瀬 憲昭 総括
独立行政法人国際協力機構地球環境部

環境管理グループ 環境管理第一課 企画役

2  田口 達 計画管理
独立行政法人国際協力機構地球環境部

環境管理グループ 環境管理第一課 主任主査役

3  佐藤 尚文 業務主任/廃棄物管理計画  国際航業株式会社 海外事業部 都市環境部

4  河野 一郎 廃棄物機材計画 1  国際航業株式会社 海外事業部 都市環境部

5  安藤 圭吾
廃棄物機材計画 2/ 

環境社会配慮
国際航業株式会社 海外事業部 都市環境部

6  佐藤 秀男 調達計画/積算  国際航業株式会社 海外事業部 都市環境部

7  高沢 正幸 中継基地整備計画 国際航業株式会社 海外事業部 都市環境部

（2）概要説明調査 

2013 年 12 月 3 日～2013 年 12 月 12 日 

氏名 役職 所属

1  譲尾 進 総括
独立行政法人国際協力機構

ラオス事務所 次長

2  岸上    明子 計画管理
独立行政法人国際協力機構

ラオス事務所 企画調整員

3  佐藤 尚文 業務主任/廃棄物管理計画  国際航業株式会社 海外事業部 都市環境部
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2. 調査工程

（１）協力準備調査

年月日 

ＪＩＣＡ コンサルタント 

総括 計画管理 
業務主任/ 

廃棄物管理計画 
廃棄物機材計画 1 

廃棄物機材計画 2/
環境社会配慮 

調達計画/積算 中継基地整備計画 

20
13

年
 

1 
8/22 
(木) 

移動（NRT－BKK－VTE） 

2 23(金) 表敬、協議：VUDAA、DONRE 、MPWT、MONRE 

3 24(土) 現地調査：KM32 最終処分場、中継基地の候補地 

4 25(日) p.m. 移動 (VTE-LPB) 資料整理 

5 26(月) 

a.m. 表敬、協議：ルアン

プラバン県、UDAA 
p.m. 現地調査 KM8 最終

処分場、市街地 

a.m. 表敬、協議：ル

アンプラバン県、

UDAA 
p.m. 現地調査 KM8
最終処分場、市街地 
移動 (LPB-VTE) 

a.m. 表敬、協議：ルアンプラバン県、

UDAA 
p.m. 現地調査 KM8 最終処分場、市街地 

中継基地計画にか

かる法令および設

計条件調査（VTE） 

6 27(火) 

a.m. : 移動 (LPB-XYB) 
p.m. : 現地調査 KM9 最

終処分場、表敬、協議 
サヤブリ県、UDAA 

既存の廃棄物収集車

両の調査 (VTE) 

a.m. : 移動 (LPB-XYB) 
p.m. : 現地調査 KM9 最終処分場、 

表敬、協議 サヤブリ県、UDAA 

中継基地計画にか

かる法令および設

計条件調査（VTE） 

7 28(水) 

a.m.: 現地調査 KM9 最終

処分場、市街地 
p.m.: 移動 (XYB-LPB-
VTE) 

既存の廃棄物収集車

両の調査 (VTE) 
a.m.: 現地調査 KM9 最終処分場、市街地

p.m.: 移動 (XYB-LPB-VTE) 

中継基地計画にか

かる法令および設

計条件調査（VTE） 

8 29(木) 表敬、協議 : VTE 副知事 資料整理/報告書作成 

9 30(金) 
a.m. 中継基地の候補地に関する協議 VUDAA, 
DONRE ( 含む land authority) 、DPWT 
p.m. 中継基地候補地の視察(VTE) 

IEE 報告書作成に関

する支援(VTE) 

調達計画および積

算に関する調査 
(VTE,LPB,XYB) 

中継基地計画にか

かる法令および設

計条件調査（VTE） 

10 31(土) 
VTE 副知事と共に、中

継基地の候補地の現地調

査 (VTE) 
移動 (VTE-BKK) VTE 副知事と共に、中継基地の候補地の現地調査 (VTE) 

11 9/1(日) 資料整理 移動 (BKK-NRT) 資料整理

12 2(月) 
中継基地の候補地に関す

る協議 VUDAA 

収集車両の O&M に
関する調査(VTE, 
LPB, XYB) 

中継基地の候補地に関する協議 VUDAA 

13 3(火) 
中継基地の候補地に関す

る協議 DPWT 

収集車両の O&M に
関する調査(VTE, 
LPB, XYB) 

調達計画および積

算に関する調査 
(VTE,LPB,XYB) 

中継基地の候補地

に関する協議

DPWT 

14 4(水) 

a.m. 中継基地の候補地に

関する協議 VUDAA 
p.m. 中継基地の候補地

に関する協議 DHUP 

a.m. IEE 報告書作成

に関する支援(VTE) 
p.m. 中継基地の候

補地に関する協議

DHUP 

a.m. 中継基地の候補

地に関する協議

VUDAA 
p.m. 中継基地の候

補地に関する協議

DHUP 

a.m. 中継基地の候補

地に関する協議

VUDAA 
p.m. 中継基地の候

補地に関する協議

DHUP 

15 5(木) 
プロジェクト実施機関に

関する調査 
(VTE,LPB, XYB) 

IEE 報告書作成に関

する支援(VTE) 

調達計画および積

算に関する調査 
(VTE,LPB,XYB) 

地形測量調査およ

び地盤調査に関す

る準備（VTE） 

16 6(金) 
最終処分場の将来計画に

関する調査 
(VTE,LPB,XYB) 

IEE 報告書作成に関

する支援(VTE) 

調達計画および積

算に関する調査 
(VTE,LPB,XYB) 

中継基地計画およ

び設計（VTE） 

17 7(土) 
最終処分場の将来計画に

関する調査 
(VTE,LPB,XYB) 

IEE 報告書作成に関

する支援(VTE) 

調達計画および積

算に関する調査 
(VTE,LPB,XYB) 

中継基地計画およ

び設計（VTE） 

18 8(日) 資料整理 資料整理

19 9(月) 

a.m. 中継基地の候補地に

関する協議 VUDAA 候
補地視察

p.m. 他ドナープロジェ

クトに関する調査

（VTE,LPB,XYB） 

廃棄物機材計画

(VTE,LPB, XYB) 

調達計画および積

算に関する調査 
(VTE,LPB,XYB) 

a.m. 中継基地の候補

地に関する協議

VUDAA 候補地視察 
p.m. 中継基地計画

および設計（VTE） 

20 10(火) 
他ドナープロジェクトに

関する調査

（VTE,LPB,XYB） 

廃棄物機材計画

(VTE,LPB, XYB) 

調達計画および積

算に関する調査 
(VTE,LPB,XYB) 

中継基地計画およ

び設計（VTE） 

21 11(水) ソフトコンポーネント計画
廃棄物機材計画

(VTE,LPB, XYB) 
事業概算費の算出 
(VTE,LPB,XYB) 

中継基地計画およ

び設計（VTE） 
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年月日 

ＪＩＣＡ コンサルタント 

総括 計画管理 
業務主任/ 

廃棄物管理計画 
廃棄物機材計画 1 

廃棄物機材計画 2/
環境社会配慮 

調達計画/積算 中継基地整備計画 

20
13

年
 

22 12(木) ソフトコンポーネント計画
廃棄物機材計画

(VTE,LPB, XYB) 
事業概算費の算出 
(VTE,LPB,XYB) 

中継基地計画およ

び設計（VTE） 

23 13(金) 
a.m. VUDAA と会議 
p.m.ソフトコンポーネン

ト計画

a.m. VUDAA と会議 
p.m.廃棄物機材計画

(VTE,LPB, XYB) 

a.m. VUDAA と会議 
p.m.事業概算費の算

出(VTE,LPB,XYB) 

中継基地計画およ

び設計（VTE） 

24 14(土) ソフトコンポーネント計画
廃棄物機材計画

(VTE,LPB, XYB) 
事業概算費の算出 
(VTE,LPB,XYB) 

中継基地計画およ

び設計（VTE） 

25 15(日) 資料整理 資料整理

26 16(月) 
移動(Tokyo-
Bangkok-
Vientiane) 

要請コンポーネントの優

先順位策定 
移動（東京－バンコ

ク－VTE） 
廃棄物機材計画

(VTE,LPB, XYB) 
事業概算費の算出 
(VTE,LPB,XYB) 

中継基地計画およ

び設計（VTE） 

27 17(火) 
移動(Tokyo-
Bangkok-
Vientiane) 

コンサルタ

ントチーム

と会議 
a.m./p.m.JICA と会議

a.m.廃棄物機材計画

(VTE,LPB, XYB) 
p.m. JICA と会議 

a.m.事業概算費の算

出(VTE,LPB,XYB) 
p.m. JICA と会議 

a.m.中継基地計画お

よび設計（VTE） 
p.m. JICA と会議 

28 18(水) 
a.m. 表敬 DHUP 
p.m. 表敬、会議 VUDAA、DONRE、DPWT 

a.m. 表敬 DHUP 
事業概算費の算出 
(VTE,LPB,XYB) 

中継基地計画およ

び設計（VTE） 

29 19(木) 
a.m. KM7 ワークショップ、中継基地候補地、最終処分場

視察 
p.m. 報告 日本大使館 

資料整理 
JICA ラオス事務所

へ報告

a.m. IEE 報告書作成

に関する支援(VTE) 
p.m.:移動 (VTE-
BKK) 

a.m. 事業概算費の算

出(VTE,LPB,XYB) 
p.m.:移動 (VTE-
BKK) 

a.m.中継基地計画お

よび設計（VTE） 
p.m.:移動 (VTE-
BKK) 

30 20(金) 
a.m.: ミニッツ署名 
p.m.: JICA ラオス事務所へ報告 
移動 (VTE-BKK) 

a.m.: ミニッツ署名 
p.m.: JICA ラオス事務所

へ報告 

a.m. 資料整理 
p.m.: JICA ラオス事

務所へ報告 

移動 (BKK-NRT) 

31 21(土) 移動 (BKK-NRT) 
a.m. 資料整理 
p.m.:移動 (VTE-BKK) 

資料整理 

32 22(日) 移動 (BKK-NRT) 資料整理 

33 23(月) 処分場設備計画

34 24(火) 現地再委託業者管理 

35 25(水) IEE 手続きの支援 

36 26(木) 基本計画の整理

37 27(金) CP と協議 

38 28(土) 
調査結果に関する報

告書の策定 

39 29(日) 資料整理 

40 30(月) IEE 手続きの支援 

41 
10/1
(火) 

基本計画の整理

42 2(水) CP と協議 

43 3(木) 
a.m. JICA 事務所報告 
p.m.移動 (VTE-
BKK) 

44 4(金) 移動 (BKK-NRT) 
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（２）概要説明調査

年月日

JICA コンサルタント

総括 計画管理
業務主任/ 

廃棄物管理計画

20
13

年
 

1 
12/3 
(火) 

移動（東京－バンコク－VTE） 

2 4(水) 会議: コンサルタントチーム 
a.m. 会議 JICA ラオス事務所 
p.m. 会議 VUDAA 

3 5(木) 
a.m. 移動(VTE-LPB) 
p.m. 協議 LPB 県、UDAA 

4 6(金) 
a.m. 移動(LPB-XYB) 
p.m. 協議 XYB 県、UDAA 

5 7(土) 
a.m. 協議に関する報告書作成 
p.m.移動(XYB-LPB-VTE) 

6 8(日) 資料整理

7 9(月) 
a.m. 協議 コンサルタントチーム 
p.m. 協議 DPWT, MPWT, VUDA, LPB 
UDAA, XYB UDAA, DONRE 

a.m. 協議 JICA ラオス事務所 
p.m. 協議 DPWT, MPWT, VUDA, 
LPB UDAA, XYB UDAA, DONRE 

8 10(火) 
MD 締結 DPWT, MONRE, VUDAA, 
UDAA 

a.m. 資料整理 
p.m. MD 締結 DPWT, MONRE, 
VUDAA, UDAA 

9 11(水) 報告 コンサルタントチーム
a.m. 報告 JICA ラオス事務所 
p.m. 移動 (VTE-BKK) 

10 12(木) 移動 (BKK-NRT) 
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3. 関係者（面会者）リスト

氏名 役職名

【Ministry of Public Works and Transports, Department of Housing and Urban Planning】 

Mr. Khamthavy THAIPHACHANH  Director General 

Mr. Bounthong KEOHANAM  Director of Division 

Mr. Soulisack PHONHACHATH  Director of Planning and Building Division 

Mr. Nuphonh PHOSY

Mr. Phaikoun KEOMANIVONG  Engineer 

【Vientiane Urban Development & Administration Authority】 

Mr. Somboun THAMMAVONGSA 

Mr. Khampien INTHALUECHA 

Mr. Sonethavy PHIMMASANE 

Mr. Sisouk THORATHA 

【Ministry of Natural Resources and Environment 】 

Ms. Keobang AKEOLA  Director General 

Mr. Vanhxay PHIEWMANYVONE  DPC 

【Department of Public Works and Transports, Vientiane Capital 】 

Ms. Bouavone LUANGKHOT 

Mr.Thammanoh SINGHAVISAY 

【Department of Natural Resources and Environment, Vientiane Capital】 

Ms. Lotchana PHUANGMANYVONG 

Mr. Vilasack VENGPASERT 

【Luang Prabang District】 

Mr. Vongsavanh THEPPHACHANH  Governor 

Mr. Phoumy OPHETSANE  Vice Governor 

Mr. Padith THAMMAVONGSAVANH  UDAA 

Ms. Kaysone KOUSONSAVATH  UDAA 

Mr. Chanthy PHONESY  UDAA 

Mr. Soulaphone THIRAKOUN  DONRE 

Mr. Sackdaphone KEOPRACHAN  DONRE 

【Xayaboury District】 

Ms. Bounphak INTHAPAYA Governor

Dr. Bounly XAYTHONGPHET  Administration department, Xayaboury Province 

Ms. Khamphiew PHANTHAVONG  DONRE 

Mr. Kitsamon PHOTHILAK  DONRE 

Mr. Phuangkham PHILAKET  DPWT 

Mr. Somdet CHANTHAVONG  DHP 

Mr. Phonpadit  Provincial Hospital 

Mr. Bounkhong PHONGSAVANH  UDAA 

Mr. Thonglan PHEUAPHOM  UDAA 

Mr. Phongphorphat THAMMAVONG  UDAA 
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氏名 役職名

Mr. Phathanong SONEPHAN  UDAA 

Mr. Souliyan MANKHONG  UDAA 

Ms. Thavisouk SOMPASONG  UDAA 

Mr. Saythavin KHAMPHUVONG  UDAA 

Mr. Sinakhon DUANGPHACHAN  Administration office 

Mr. Souvan SIMI  Environment office 

Mr. Sonsavane CHANTHAVONG  Planning office 

Mr. Thongphin DUANGMALA  Police office 
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4. Minutes of Discussions

4-1 M/D (協力準備調査)
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4-2 M/D (概要説明調査)
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4-3 Technical Notes
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ラオス国

環境的に持続可能な都市における

廃棄物管理改善計画準備調査

ソフトコンポーネント計画

平成 25 年 10 月 

独立行政法人国際協力機構

国 際 航 業 株 式 会 社
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１ 

 

1 ソフトコンポーネントを計画する背景 

「ラオス国環境的に持続可能な都市における廃棄物管理改善計画準備調査」は、ラオスにおいて環

境的に持続可能な都市として位置づけられている首都ビエンチャン、ルアンパバン郡、サヤブリ郡に

おいて、廃棄物管理に関する施設建設と機材調達を行うことにより、廃棄物の収集・輸送環境の改善

を図り、もって都市環境の整備に寄与することを目的とする。 

ソフトコンポーネントの実施を予定している首都ビエンチャン（以下、VTE と称する）では、既存

の最終処分場が市内中心部より約 32kmと遠方に位置しており、小型収集車両の運搬は 1日 2トリップ、

大型収集車両で 1 トリップに留まっている。市内に約 90 個設置されている 5m3 の廃棄物貯留コンテナ

を運搬するスキップローダーについては、市内から約 7km に位置するワークショップへ貯留コンテナ

を運搬し、同敷地内に建設した簡易なやぐら施設で廃棄物の積み替え作業を行っている。この簡易や

ぐら施設による廃棄物の積み替え作業は、作業効率面、衛生面、環境面、安全面において課題がある

ため、適正に廃棄物の積み替えを行う中継基地の整備が急務となっている。 

本件では VTE の廃棄物事業管理の実施機関である首都ビエンチャン都市開発行政機構（Vientiane 

Urban Development Administration Authority：以下、VUDAA と称する。）の運営による新規の廃棄物中

継基地の設立が計画されており、その建設予定地として 450 周年記念道路に位置する約 2ha の用地（市

内中心部より直線距離で約 12km）が既に確保されている。これまで「ラ」国では、このような廃棄物

中継基地は存在しなかったため、本件の中継基地にかかる施設計画、設計、施工および運営は初めて

の経験となる。特にその運営面では、１）供与される収集車両による収集エリア拡大のうち中継基地

に廃棄物を搬入する車両に関する配車計画の策定、２）中継基地施設の適正な組織運営、および３）

積み替えた廃棄物を搬送する大型コンパクタートラックの最終処分場における進入路確保などを行う

必要があり、これらを支援するためにソフトコンポーネントによる技術指導が必要となる。 

2 ソフトコンポーネントの目標 

対象サイトである VTE では、本件の関連プロジェクトである JICA-ASEAN 連携「ラ」国パイロッ

トプロジェクト環境管理コンポーネント（以下、LPP-E と称す）が、2011 年から 2015 年 9 月までの予

定で VTE の都市環境管理計画の一貫として廃棄物事業改善計画プロジェクトを実施している。 LPP-E 

では VUDAA への廃棄物の排出収集ルールの改善、収集料金の改善、廃棄物に関する法整備などの支

援を行っているが、中継基地の導入による収集・運搬効率の改善は支援項目に含まれていないため、

ソフトコンポーネントでは以下の目標を設定してその運営管理を支援する。 

(1) 供与される収集車両のうち中継基地に関係する配車管理を適正に行うことができる。 

本件ではVUDAAの廃棄物収集業務を支援するために約 40台が新規収集車両として供与される予定

であるが、このうち 5 台のスキップローダーと 4 台の 6m3のコンパクタートラックについては中継基

地から約 12 ㎞以内のエリアで廃棄物の収集を行って中継基地へ運搬する予定である。 ソフトコンポ

ーネントでは、新規収集車による収集エリア拡大のうち中継基地に廃棄物を搬入する車両に関する収

集計画を策定してカウンターパートが適正な配車管理を行うことができるように支援する。 
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(2) 収集した廃棄物を中継基地で滞りなく積み替えて移送することができる。 

ビエンチャン市内で小型収集車両によって収集された廃棄物は中継基地へ搬入されて、積み替え施

設で 20m3コンパクタートラックへ積み替えられた後に既存の最終処分場へ運搬される。ソフトコンポ

ーネントでは収集した廃棄物を滞りなく積み替えて移送する機能を構築するために中継基地の適正な

組織運営を支援する。 

(3) 中継基地で積み替えられた廃棄物を最終処分場で適切に処分することができる。 

中継基地で 20m3 コンパクタートラックへ積み替えられた廃棄物は既存の最終処分場へ運搬されて

処分される予定であるが、これまで既存の最終処分場では大型コンパクタートラックが場内に進入し

て廃棄物を処分したことがない。ソフトコンポーネントでは、大型車両が最終処分場へ進入して円滑

に廃棄物を処分するための進入路の確保に関する技術指導とこれに関係する最終処分場運営の支援を

行う。 

3 ソフトコンポーネントの成果およびその確認方法 

以下にソフトコンポーネントの具体的な活動内容と成果を示す。 

表１ 活動内容と成果 

項目 活動 成果 確認方法 

1. 供与される収集車両のうち

中継基地に関係する配車

管理を適正に行うための

支援 

1.VUDAA収集サービス

課への配車計画の

策定指導 

各エリアの廃棄物量、中継基

地への運搬距離などを勘案し

た配車計画を策定する技術が

習得される。 

１．配車計画書 

２．収集した廃棄物を中継基

地で滞りなく積み替えて移

送するための支援 

1. 中継基地の積み替

え手順、就業規則、

安全衛生実施項目

など運営規則の策定

指導 

運営規則に従って中継基地が

運営されて、廃棄物が滞りなく

積み替えられる技術が習得さ

れる。 

１. 運営規則 

２. 指導記録 

３．中継基地で積み替えられ

た廃棄物を最終処分場で

適切に処分するための支

援 

1．処分場SV、重機オ

ペレータ、 20m3コンパ

クタートラック運転手へ

の適正な投棄方法の

指導 

最終処分場において、大型の

廃棄物運搬車両が適正に廃棄

物を処分する技術が習得され

る。 

１． 大型車両の進入路計

画を記載した衛生埋

立計画書 

２． 指導記録 

 

 

 

 

4 ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

上記の成果を得るためにソフトコンポーネントにおいて指導を行う分野は、収集機材の適正管理、

中継基地の運営管理、そして最終処分場の運営管理である。なお供与する収集機材、運搬用機材、積

み替え施設に係る指導については、機材の初期指導にあたるものについては本体の運用指導で、その

後機材を効率的に運用するための指導はソフトコンポーネントで実施する計画とした。 
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表２ ソフトコンポーネントと運用指導の区分 

指導項目 本体の運用指導 ソフトコンポーネント 

収集車両、運搬用大型車両、積み替え施設の初期指導 

 基本的な機材の操作指導(使用方法) 

 始業前点検 

 トラブル対処方法 

○ 

 

機材を使って効率的に目的を達成するための指導 

 VUDAA収集サービス課への配車計画策定指導 

 就業規則、安全衛生実施項目など運営規則の策定指導 

 処分場SVおよび重機オペレータへ進入路確保工事に関する指導 

 20m3コンパクタートラック運転手への適正な投棄方法 

 

○ 

 

それぞれの分野における具体的な活動を以下の表にまとめる。 

表３ ソフトコンポーネントの活動内容 

分野 活動 活動内容 

1. 供与される収集車両

のうち中継基地に

関係する配車管理

を適正に行うための

支援 

１．１ VUDAA収集サービス

課への配車計画策定指導 

拡大収集エリアの人口をもとに廃棄物日発生量を

算定し、収集頻度を設定することにより、1トリップ

で収集可能なエリアを特定する。その後道路事情

を勘案して、エリア内の収集ルートを計画する。 

 

 拡大収集エリア毎の廃棄物量の計算 

 運搬距離の算定 

 1日あたりトリップ数の算定 

 必要台数の算定 

 収集ルートの計画 

 

２．収集した廃棄物を中

継基地で滞りなく積

み替えて移送する

ための支援 

２．１ 中継基地の積み替え

手順、就業規則、安全衛生

実施項目など運営規則の策

定指導 

廃棄物を積載した収集車両が大型の運搬車両へ

積み替える機能を持つ中継基地の以下の作業を

考慮した運営規則の策定を指導する。 

 

 トラックスケールの計量 

 収集車両からの廃棄物の積み下ろし 

 廃棄物の積み替え 

 運搬車への廃棄物の積み込み 

 洗車場などから発生する汚水の取り扱い 

 緩衝帯としての植栽の維持管理 

 

３．中継基地で積み替

えられた廃棄物を

最終処分場で適切

に処分するための

支援 

３．１ 処分場SV、重機オペ

レータおよび20m3コンパクタ

ートラック運転手への適正な

投棄方法の指導 

大型の運搬車両に積載された廃棄物を既存の最

終処分場の適正な埋め立てエリアまで運搬して廃

棄するための指導を行う。 

 

 既存の廃棄物処分場運営マニュアルの改訂 

 処分場監督者へおよび重機オペレーターへ

の進入路施工に関する実技指導 

 20m3コンパクタートラック運転手への侵入方

法及び廃棄方法に関する実技指導 

以下に上記各活動別に、日毎の具体的な実施活動内容を整理する。 
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４-１ 活動 1. VUDAA 収集サービス課への配車計画策定指導 

供与されるスキップローダおよび 6m3 コンパクタートラックなど中継基地へ廃棄物を運搬する収集

車両について、カウンタパート機関である VUDAA 収集サービス課へこれらの配車計画の策定方法に

ついて指導をする。対象とする収集対象エリアの人口をもとに廃棄物日発生量を算定し、収集頻度を

設定することにより、1 トリップで収集可能なエリアを特定する。その後道路事情を勘案して、エリア

内の収集ルートを計画する。 

 

表４ VUDAA 収集サービス課への配車計画策定指導 

指導内容 実施時期 

日本人 

（配車計画

担当） 

通訳 

（現地傭人） 

VUDAA 

中継施設所長 

1 名 

収集サービス課 

担当職員２名 

 収集エリア毎の確認と廃棄物量の計算 

2015 年 

12 月 

７日 ７日 １日 ７日 

 運搬距離の算定 ３日 ３日 １日 ３日 

 1 日あたりトリップ数の算定 ３日 ３日 １日 ３日 

 必要台数の算定 ３日 ３日 １日 ３日 

 収集ルートの計画 ７日 ７日 １日 ７日 

合 計 （実稼働日）  ２３日 ２３日 ５日 ２３日 

４-２ 活動 2. 中継基地の積み替え手順、就業規則、安全衛生実施項目など運営規

則の策定指導 

廃棄物を積載したスキップローダーや 6m3 のコンパクタートラックなどの収集車両は、中継基地で

20m3 コンパクタートラックの大型運搬車両へ積み替えられる。この機能を持つ中継基地において積

み替え手順、作就業規則、安全衛生実施項目など運営規則の策定の指導をおこなう。 

 

表５ 中継基地の積み替え手順、就業規則、安全衛生実施項目など運営規則の策定指導 

指導内容 実施時期 

日本人 

（中継基地

担当） 

通訳 

（現地傭人） 

VUDAA 

中継施設所長 

1 名 

収集サービス課 

担当職員２名 

 トラックスケール運営手順に関する調査 

2015 年 

12 月 

３日 ３日 １日 ３日 

 廃棄物の積み替えに関する調査 ３日 ３日 １日 ３日 

 周辺環境への影響対策に関する調査 ３日 ３日 １日 ３日 

 就業規則、安全衛生に関する調査 ３日 ３日 ２日 ３日 

 運営規則の策定支援 ７日 ７日 ２日 ７日 

 中継基地運営に関する実技指導 ７日 ７日 １日 ７日 

合 計 （実稼働日）  ２６日 ２６日 ８日 ２６日 
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４-３ 活動 3. 処分場 SV、重機オペレータおよび 20m3コンパクタートラック運転

手への適正な投棄方法の指導 

20m3コンパクタートラックの大型運搬車両に積載された廃棄物を既存の最終処分場の適正な埋め立

てエリアまで運搬して廃棄するための指導を行う。 

表６ 処分場 SV、重機オペレータおよび 20m3コンパクタートラック運転手へ適正な投棄方法の指導 

指導内容 実施時期 

日本人 

（処分場 

担当） 

通訳 

（現地傭人） 

VUDAA 

KM３２最終処分場課 

 既存の廃棄物処分場運営マニュアルの改訂 

2016 年 

1 月 

５日 ５日 
中継施設所長×1 日 

担当職員 1 名×5 日 

 処分場監督者へおよび重機オペレーターへの進入

路施工に関する実技指導 
３日 ３日 

処分場監督 1 名×3 日 

重機 1 台×3 日 

重機オペレータ 1 名×3 日 

 20m3 コンパクタートラック運転手への侵入方法及び

廃棄方法に関する実技指導 
３日 ３日 

20m3 コンパクタートラッ

ク運転手 3 名×3 日 

合 計 （実稼働日）  １１日 １１日  

 

5 ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

本ソフトコンポーネントは、本邦のコンサルタントによる直接支援型とする。 

今回のソフトコンポーネントは、廃棄物の収集運搬計画、中継基地運営管理、最終処分場運営管理

の廃棄物計画全般を指導するものであり、概略設計の策定と施設建設資機材調達監理を一貫して担当

する本邦コンサルタントの登用を基本として、これに現地通訳（英語－ラオス語）を 1 名追加する体

制で臨むことで、短期間で効果的に技術指導することができる。 

 

6 ソフトコンポーネントの実施工程 

ソフトコンポーネント活動の実施工程を以下に示す。 
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 ６

  

作業項目

23日÷25日×30日+3日（移動）＝31日
活動1.1

26日÷25日×30日+3日（移動）＝35日
活動2.1

11日÷25日×30日+3日（移動）＝17日
活動3.1

23日÷25日×30日＝28日
活動1.1

26日÷25日×30日＝32日
活動2.1

11日÷25日×30日＝14日
活動3.1

1.03

1.17

0.57

1.07

0.47

0.93

1

1

1

0.47

2.47

3

0.93

1.07

邦人
(MM)

現地傭人
(MM)

回数

1.03

1.17

0.57

2.77

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

要
員
計
画

日
本
人

現
地
通
訳
計
画

処分場担当 3号

中継基地担当

3号

3号

計

期間

中継基地用機材

設計

製作

輸送

現地据付・組立

試運転調整

中継基地建屋

ソ
フ
ト
コ
ン
ポ
ー

ネ
ン
ト 配車計画担当

処分場担当

計

配車計画担当

中継基地担当

機
材
調
達

準備工事

仮設工事

基礎工事

建築躯体工事

施
工
監
理

完了証明書受領

員数検査・引き渡し

機材製作

1.1　VUDAA収集ｻｰﾋﾞｽ課への配車計画策定指導

2.1　中継基地の積み替え手順、就業規則、安全衛生実施項目
など運営規則の策定指導

3.1　処分場SV、重機ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ及び20m3ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ運転手へ
の適正な投棄方法の指導

設備工事

仕上げ工事

外溝工事

竣工検査・竣工完了証明書

輸送

製作図・仕様承認

10 11 121 2 3 4 5 61 2 3 4 5 6 7 8 9

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度

7 8 9 10 11 121 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

表７ ソフトコンポーネント実施工程表 
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7 ソフトコンポーネントの概略事業費 

概略事業費は以下のとおり。 

約 800 万円 

8 相手国実施機関の責務 

VTE 都市開発行政機構 (VUDAA)は 1995 年に設立されたが、その目的は急増する都市インフラの整

備と公共サービスの提供を効率的に行うことで、公共事業運輸局（Department of Public Works and 

Transport：DPWT）の業務負担を軽減することであった。VUDAA は VTE の 9 つの郡全てにおいて都

市インフラの整備と公共サービスの業務をおこない、具体的には道路、廃棄物、水路、下水、環境保

護、街路、河川浸食防止、公園整備などの都市開発業務の計画、工事、管理、運営を担当している。

VUDAA の組織を次図に掲載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １ VUDAA 組織図 
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ソフトコンポーネントに関係する相手国実施機関（VTE 都市開発行政機構 ：VUDAA）の責務は以

下のとおりである。 

実施機関 責務 

廃棄物管理部 
(Administration unit) 

 収集計画、中継基地運営、最終処分場の進入路確保のソフトコンポーネン
トに係る責任者の任命 

 関係省庁（自然環境省）との連絡、協力 

収集サービス課 

(Transportation unit) 

 配車計画策定補助 

 供与収集車の適正な配置とそのモニタリング 

 中継基地の運営規則の策定補助 

 中継基地運営に関する実技 

KM３２最終処分場課 

（KM32 disposal site unit） 

 既存の廃棄物処分場運営マニュアルの改訂の補助 

 処分場監督者へおよび重機オペレーターへの進入路施工に関する実技 

 20m3コンパクタートラック運転手への侵入方法及び廃棄方法に関する実技 
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6. 参考資料/入手資料リスト

Document name Source 
Agreement on the National Environmental Standards Water Resource and Environment Administration 
Statistical Yearbook 2012 Ministry of Planning and Investment 
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